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第
三
章

第
二
条
第
二
項
の
生
命
権
保
護
の
例
外

ヨーロッパ人権条約第2条の生命権について(3・完)

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
第
二
項
は
、
国
に
よ
る
生
命
の
剥
奪
が

正
当
化
さ
れ
う
る
三
つ
の
場
合
を
列
挙
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
絶
対
的

な
必
要
性
の
も
と
で
実
力
を
行
使
す
る
こ
と
に
よ
り
生
命
の
剥
奪
が
生
じ

た
場
合
で
あ
る
(
以
下
で
は
、
そ
の
絶
対
的
な
必
要
性
を
「
絶
対
に
必
要

で
あ
る
」
基
準
と
呼
ぶ
)

0

す
な
わ
ち
、
第
一
号
|
|
不
法
な
暴
力
か
ら

人
を
守
る
た
め
、
第
二
号
|
|
合
法
的
な
逮
捕
を
行
い
、
ま
た
は
合
法

的
に
抑
留
し
た
者
の
逃
走
を
防
ぐ
た
め
、
お
よ
び
第
三
号
|
|
暴
動
ま

た
は
反
乱
を
鎮
圧
す
る
た
め
で
あ
る
。

こ
の
三
つ
の
場
合
は
、
生
命
権
保
護
の
例
外
で
あ
り
、
し
か
も
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
人
権
条
約
第
二
条
は
、
第
一
五
条
の
も
と
に
お
け
る
戦
時
も
し
く
は
公

の
緊
急
事
態
に
お
い
て
も
そ
の
離
脱
が
認
め
ら
れ
な
い
条
項
で
あ
る
以
上
、

こ
の
例
外
は
「
徹
底
的
で
あ
り
、
か
っ
厳
格
に
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

(1) 

な
い
」
の
で
あ
る
。

ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
第
二
項
と
囲
内
法
と
の
関
係
に

(
2
)
 

関
し
て
、
第
一
号
の
「
不
法
な
暴
力
」
、
第
二
号
の
「
合
法
的
な
逮
捕
」

ま
た
は
「
合
法
的
に
抑
留
」
、
第
三
号
の
「
合
法
的
に
と
っ
た
行
為
」
に

対
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
言
及
は
、
囲
内
法
に
対
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ

う
な
囲
内
法
は
、
一
般
に
適
切
な
も
の
と
さ
れ
、
し
か
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人

権
条
約
の
人
権
保
障
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
審
査
に
服
し
て
い
る
が
、
逆
に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
人
権
保
障
シ
ス
テ
ム
は
、
「
こ
の
三
つ
の
例
外
に
つ

い
て
の
国
内
法
の
基
準
に
関
し
て
国
に
評
価
の
余
地
を
認
め
る
こ
と
も
あ

(3) 

り
う
る
」
。
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な
お
、
囲
内
法
と
関
連
し
う
る
そ
の
他
の
基
準
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権

条
約
の
も
と
で
は
無
関
係
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。
た
と
え
ば
、
実
力

の
行
使
が
「
過
度
」
も
し
く
は
「
不
合
理
」
で
あ
る
か
ど
、
っ
か
、
ま
た
は

死
が
重
大
も
し
く
は
単
な
る
過
失
に
よ
っ
て
ひ
き
起
こ
さ
れ
た
か
、
ま
た
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は
偶
発
的
な
も
の
か
ど
う
か
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
第
二
項
の
「
絶
対
に
必
要
で

あ
る
」
と
い
う
基
準
は
、
と
く
に
独
自
の
基
準
と
し
て
適
用
さ
れ
な
け
れ

(4) 

ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
基
準
は
、
前
述
し
た
国
内
法
の
「
過
度
」
、

「
不
合
理
」
、
「
過
失
」
ま
た
は
「
偶
発
的
」
の
基
準
よ
り
、
厳
格
な
基
準

(5) 

を
示
し
、
し
か
も
原
則
と
し
て
そ
れ
ら
の
基
準
に
優
先
す
る
こ
と
が
示
さ

(6) 

れ
て
い
る
。

第

節

第
二
条
第
二
項
の
「
絶
対
に
必
要
で
あ
る
」

基
準

一
言
、
つ
ま
で
も
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
第
二
項
に
お
け
る

こ
れ
ら
の
、
死
に
至
ら
せ
る
武
器
の
制
限
さ
れ
た
行
使
が
認
め
ら
れ
る
一
一
一

つ
の
例
外
に
関
す
る
規
定
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
人
権
保
障
シ
ス

テ
ム
に
よ
る
実
体
的
な
解
釈
を
必
要
と
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
例
外
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
件
に
よ
っ
て
か
な
り
違
っ
た
状
況
の
も
と
で
も
、
適
用
さ

(7) 

れ
る
可
能
性
も
否
定
し
え
な
い
。
前
述
の
よ
う
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条

約
第
二
条
第
二
項
の
生
命
権
保
護
の
例
外
に
つ
い
て
、
前
述
の
三
つ
の
目

的
を
達
成
す
る
た
め
の
実
力
の
行
使
が
、
そ
の
前
提
要
件
と
し
て
、
必
ず

「
絶
対
に
必
要
で
あ
る
」
基
準
に
適
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

当
然
、
こ
こ
に
い
う
「
絶
対
に
必
要
で
あ
る
」
基
準
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

人
権
条
約
の
人
権
保
障
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
ケ
イ
ス
・
パ
イ
・
ケ
イ
ス
に

適
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
人
権
委
員
会
は
、

著
名
な
∞
8
5
2
〈

z
t
E
目
指
号
百
事
件
に
お
い
て
、
と
り
あ
え
ず
、

こ
の
「
絶
対
に
必
要
で
あ
る
」
基
準
の
意
味
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
、
し

か
も
第
二
条
が
「
故
意
」
の
実
力
の
行
使
に
よ
る
生
命
剥
奪
に
か
か
わ
る

だ
け
で
は
な
く
、
故
意
に
よ
ら
な
い
実
力
の
行
使
に
よ
る
生
命
剥
奪
に
も

か
か
わ
る
と
判
断
し
た
。
以
下
、
人
権
委
員
会
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
た

2
2
E
事
件
に
関
す
る
事
実
概
要
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
第

二
項
の
「
絶
対
に
必
要
で
あ
る
」
基
準
お
よ
び
故
意
に
よ
ら
な
い
実
力
の

行
使
に
よ
る
生
命
剥
奪
に
関
す
る
判
断
を
紹
介
す
る
。
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印
門
司
君
主
事
件
に
関
す
る
事
実
概
要

申
立
人
の
二
二
歳
の
息
子
は
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
首
都
で
あ
る
ベ
ル

フ
ァ
ー
ス
ト
で
、
連
合
王
国
の
兵
士
の
発
射
し
た
ゴ
ム
弾
に
よ
っ
て
頭
部

を
撃
た
れ
て
亡
く
な
っ
た
。
こ
の
息
子
は
、
八
人
の
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員
に

対
し
て
石
や
瓶
を
投
げ
て
い
た
一
五

O
人
の
群
衆
の
一
人
で
あ
っ
た
。
パ

ト
ロ
ー
ル
隊
長
は
、
あ
る
兵
士
に
対
し
て
、
暴
動
者
の
リ
ー
ダ
ー
に
向
け

て
ゴ
ム
弾
を
発
射
す
る
よ
う
命
じ
た
。
兵
士
が
リ
ー
ダ
ー
の
脚
に
向
け
て

発
射
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
兵
士
は
、
ロ
ケ
ッ
ト
弾
に
よ
っ
て
攻
撃
さ



れ
た
た
め
、
リ
ー
ダ
ー
の
代
わ
り
に
本
件
の
申
立
人
の
息
子
を
撃
っ
て
し

(
8
)
 

宇
品
つ
れ
~
。

ヨーロッパ人権条約第2条の生命権について(3 完)

人
権
委
員
会
の
判
断

本
件
に
お
い
て
、
人
権
委
員
会
は
、
用
い
ら
れ
た
実
力
が
「
絶
対
に
必

要
」
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
判
断
す
る
際
に
、
生
命
の
喪
失
を
含
む
大
衆

暴
動
が
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
お
い
て
通
常
で
あ
る
こ
と
、
事
実
に
基
づ
い

て
こ
の
よ
う
な
暴
動
が
時
々
兵
士
に
向
け
て
狙
撃
者
が
発
砲
す
る
た
め
の

遮
蔽
物
と
し
て
使
わ
れ
た
こ
と
、
人
権
委
員
会
に
提
出
さ
れ
た
詳
し
い
証

拠
に
よ
れ
ば
、
ゴ
ム
弾
が
危
険
と
は
い
え
、
主
張
さ
れ
た
よ
り
も
危
険
性

(9) 

は
低
い
こ
と
、
発
砲
を
命
じ
ら
れ
た
兵
士
は
ゴ
ム
弾
の
使
用
に
つ
い
て
訓

練
さ
れ
熟
練
し
て
い
た
こ
と
、
八
人
の
兵
士
達
が
敵
意
の
あ
る
狂
暴
な
群

衆
に
よ
る
攻
撃
を
受
け
て
い
た
こ
と
、
に
印
同
意
し
た
。
こ
れ
ら
の
状
況
は
、

暴
動
を
鎮
圧
す
る
た
め
に
ゴ
ム
弾
を
発
砲
さ
せ
た
命
令
を
正
当
化
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
申
立
人
の
息
子
の
死
は
、
兵
士
の
照
準
が
逸
れ
た
こ
と
か

ら
偶
然
に
生
じ
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
た
。

2
2監
事
件
の
審
査
基
準

人
権
委
員
会
は
、

P
2監
事
件
に
お
け
る
生
命
権
保
護
の
例
外
に
対

す
る
審
査
基
準
を
も
判
断
し
た
。
す
な
わ
ち
、
「
認
め
ら
れ
た
目
的
の
達

成
に
厳
格
に
比
例
す
る
場
合
に
、
実
力
は
『
絶
対
に
必
要
』
な
も
の
で
あ

(
日
)

る
」
。
ま
た
、
「
実
力
の
行
使
が
厳
格
に
比
例
し
て
い
る
か
ど
う
か
の
評
価

に
お
い
て
、
そ
の
追
求
さ
れ
た
目
的
の
性
質
、
そ
の
状
況
に
お
け
る
生
命

と
身
体
へ
の
危
険
お
よ
び
実
力
の
行
使
が
生
命
の
喪
失
を
生
ず
る
そ
の
危

険
の
程
度
に
注
意
が
払
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
。
人
権

委
員
会
の
審
査
基
準
は
、
「
あ
ら
ゆ
る
関
連
性
の
あ
る
状
況
に
適
切
な
注

意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
の
で
あ
る
(
以
下
で
は
、
こ
の
審
査
基

準
を
∞

5
5込
基
準
と
呼
ぶ
)
。

∞
8
4そ
監
事
件
に
お
け
る
故
意
に
よ
ら
な
い
殺
害
へ
の
規
制

な
お
、
被
告
国
で
あ
る
連
合
王
国
は
、
沼
町
君
主
事
件
に
お
い
て
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
が
生
命
の
故
意
剥
奪
し
か
関
連
し
て
い
な
い
た

め
、
故
意
に
よ
ら
な
い
殺
害
を
禁
じ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
主
張
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
人
権
委
員
会
は
こ
の
よ
う
な
主
張
を
却
下
し
、
「
第
二

条
の
法
文
を
全
体
と
し
て
解
す
る
と
、
第
二
項
は
、
個
人
を
故
意
に
殺
す

こ
と
が
認
め
ら
れ
る
状
況
を
主
と
し
て
規
定
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
実

力
行
使
の
不
本
意
な
結
果
と
し
て
、
生
命
の
剥
奪
が
生
じ
る
か
も
し
れ
な

い
「
実
力
を
行
使
す
る
』
こ
と
が
認
め
ら
れ
う
る
状
況
を
規
定
し
て
い
る

(
日
)

と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
」
と
判
断
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
∞
芯
者
監

事
件
に
つ
い
て
、
人
権
委
員
会
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
第
二

四

北法49(6・127)1285
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項
は
、
故
意
に
よ
る
お
よ
び
故
意
に
よ
ら
な
い
と
い
う
双
方
の
殺
害
に
関

(ロ)

わ
っ
て
い
る
と
の
見
解
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。

五

ま
と
め

前
述
の

ω
8
5見
事
件
に
つ
い
て
の
事
実
概
要
お
よ
び
人
権
委
員
会
の

判
断
に
よ
る
と
、
生
命
剥
奪
に
か
か
わ
る
第
二
条
第
二
項
の
例
外
事
由
に

つ
い
て
の
「
絶
対
に
必
要
で
あ
る
」
基
準
と
締
約
国
が
生
命
の
剥
奪
に
関

す
る
「
あ
ら
ゆ
る
関
連
性
の
あ
る
状
況
に
適
切
な
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
い
う
義
務
を
課
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
は
、
と
く
に
評
価

に
値
す
る
で
あ
ろ
う
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
第
二
項
に
よ
る
と
、
生
命
権
保
護
の
三

つ
の
例
外
は
、
「
絶
対
に
必
要
で
あ
る
」
基
準
に
基
づ
い
て
、
解
釈
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
述
べ
ら
れ
て
き
た
。
以
下
の
第
二
節
か
ら

第
四
節
ま
で
は
、
こ
の
前
提
条
件
の
も
と
に
お
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権

条
約
の
人
権
保
障
シ
ス
テ
ム
が
、
こ
れ
ま
で
に
第
二
条
第
二
項
に
お
け
る

生
命
権
保
護
の
例
外
に
つ
い
て
行
っ
て
き
た
判
断
を
紹
介
す
る
。

第
三
章
第
一
節
註

(
1
)
本
文
で
の
引
用
は
、
下
記
の
人
権
委
員
会
の
判
断
の
中
の
一
節

で
あ
る
。
巴
g
E
〈
・

5
5色
白
=
1
0
5
事
件
(
主
唱
-
Z
0
・

5
0品
会
M
e

凶宙開巴吋

n
c
B
g
d
出‘同
f
u貝
ソ
持
河
思
Y

】吋}(}沼市町凶
)

)

0

(2)
「
た
と
え
ば
、
不
法
な
暴
力
に
対
す
る
防
衛
に
つ
い
て
、
正
当
防

衛
を
含
む
な
ど
の
よ
う
な
解
釈
が
必
要
と
な
る
」
と
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
、
吋
。
同
甲
山
聞
い
F
O
M
M
∞
〉
昌
弘
三
呂
町
均
九
Z
H
H
q
p
H
F
4
Z
開
開
c
m。
旬
開
〉
Z

∞J
「
的
、
『
巴
孟
明
。
同
叶
Z
同
司
問
。
叶
開
門
司
。
z
。目
U

出
口
富
〉
z
m
-
O
R吋印
M-a(m-
出向

』
・
沼
田
a
o
E
5
2
と
・
旦
∞

-
L
3
3

(
3
)
斗
。
同
E
r
h
号
、
a
S
S
M
-
民

M
コ
・
ま
た
、
例
に
お
け
る
「
合
法
的

に
」
に
関
す
る
限
定
は
、
責
任
と
い
う
問
題
を
も
生
じ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
公
の
秩
序
に
基
づ
く
法
規
は
、
暴
動
を
鎮
圧
す
る
に

あ
た
っ
て
兵
士
達
に
よ
る
殺
害
を
認
め
る
こ
と
が
十
分
で
あ
ろ
う

か
、
ま
た
は
も
し
こ
の
状
況
に
お
い
て
行
使
さ
れ
た
実
力
が
過
度

の
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
行
動
は
、
や
は
り
非
合
法
的
で
あ

ろ
、
ヮ
か
o

』
・
関
白
・
同
U

〉
ぞ
門
川
町
寸
戸
叶
民
間
〉
2
M
門
町
内
〉
叶
向
。
2
0
明
り
吋
出
間

開
己
問
。
司
開
〉
Z
門
リ
。
Z〈己
4
5
z
o
z
出
d
y
A
〉
Z
河

-oz↓
凶
品
。

(
N
仏師向
]
-
e

-
唱
∞
斗
)
・

(
4
)
H
4
0実-戸咽
h
吾
S

E

C
円四

N
w
a
N
コ
・
そ
の
他
の
配
慮
は
、
無
事
の
傍

観
者
の
生
命
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
か
ど
う
か
、
ま
た
は
行
為
者

が
状
況
を
評
価
す
る
可
能
な
時
間
な
ど
で
あ
る
。
。
切
d∞。♀『三
}π刊ρ岨叫呂』叫出~F凶内

門qh智hR内ミミ，

ht町H忌吾EFhH~E、再門R悶ごhE恥邑s、=ミH足札吋可、
E、』曲吉ミさ』門与~守悶乙しN
ω
Aミ『、忌号旨常向~阿
P川U包、
3屯h

、
Euば内号sH門内リsて高町2=干
'
 

司足凡。=屯、辺-司足ミ、

(
5
)
た
と
‘
え
え
ば
、
「
絶
対
に
認
め
ら
れ
な
い
」
も
の
で
な
い
限
り
、
法

律
が
防
衛
の
際
の
殺
害
を
認
め
て
い
る
場
合
(
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
一

九
O
二
年
刑
法
第
四
七
条
)
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
に

北法49(6・128)1286



ヨーロッパ人権条約第2条の生命権について(3・完)

お
け
る
「
絶
対
に
必
要
」
な
実
力
の
行
使
に
関
す
る
基
準
は
、
そ

れ
と
異
な
っ
て
お
り
、
し
か
も
明
ら
か
に
そ
れ
よ
り
厳
格
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
↓
。
実
伊
L
§
3
5
8
N
-
S
N
コ・

(
6
)
と
は
い
え
、
「
文
明
諸
国
の
認
め
る
法
の
一
般
原
則
は
、
異
な
っ

た
文
言
の
適
用
に
お
い
て
そ
れ
ら
の
国
内
法
の
基
準
を
修
正
・
調

和
す
る
一
要
素
と
し
て
依
拠
さ
れ
う
る
」
と
主
張
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
広

(
7
)
た
と
え
ば
、
「
拳
銃
を
も
っ
た
暴
漢
、
婦
女
暴
行
犯
、
投
石
の
未

成
年
者
は
、
平
等
に
保
護
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
平
等
な
保
護
は
、

法
律
の
も
と
に
お
い
て
の
み
真
実
で
あ
り
、
実
際
に
お
い
て
は
そ

の
適
用
の
対
象
に
よ
っ
て
か
な
り
違
う
保
護
を
与
え
る
可
能
性
が

留
意
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
、
指
摘
さ
れ
て
き
て
い
る
。
ミ

(
8
)
こ
れ
ら
は
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
お
け
る
不
法
行
為
に
関
す
る

民
事
手
続
に
基
づ
い
て
認
定
さ
れ
た
事
実
で
あ
る
。
人
権
委
員
会

は
、
囲
内
の
裁
判
所
に
よ
っ
て
認
定
さ
れ
た
事
実
を
認
め
る
と
い

う
通
常
の
慣
行
に
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
事
実
を
認
め
て
お
り
、

そ
れ
は
、
申
立
入
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
報
告
と
は
か
な
り
異
な
っ

た
の
で
あ
る
。
ロ
』
国
〉
回
目
公
的
問
『
〉
「
戸
、
占
者

O
目U
4
1
間
開
C
問
。
苫
〉
Z

(
U

。
Z〈思
4
4
5
z
c
z
国
E
E
z
g。
ZJ『出品、可

(-33
に
よ
る
。

(
9
)
人
権
委
員
会
は
、
特
定
の
状
況
に
お
け
る
実
力
行
使
の
程
度
を

審
査
対
象
と
す
る
の
で
あ
っ
て
、
武
器
の
種
類
を
審
査
対
象
と
す

る
の
で
は
な
い
と
強
調
し
た
。

2
2
E
〈
-cg同町内回目ロ加
B
o
g
事
件

(
h
号
、
む
口
。
円
四
ア
昌
凶
)
・
ま
た
、
人
権
委
員
会
は
、
暴
動
を
鎮
圧
す
る

た
め
に
、
内
印
ガ
ス
に
つ
い
て
の
政
府
当
局
の
使
用
が
問
題
に
な
っ

た
事
件
に
つ
い
て
、
同
じ
立
場
に
達
し
た

(
Z
2・
吋
己
也
、
叶
凶
一
品
主
ミ
品

開山
5
・
P
5
5
4
E
Z
-
m
'
未
掲
載

)orユ
thrgECE円
当
日
。
明
、
『
日

開
口
問
。
司
開
〉
z
n
o
z〈問
Z
4
-
o
z
o
z
E
C玄〉
z
m
-
C
Z
4，
印
〉

ZU
、HZ開

閉己目。司同
whpZ
印
。
Q
〉
戸
内
Z
〉
同
↓
問
問
】
C
M
(
門)。ロロ陪

C
O
S
芯コ開門担-・刊仏国・
4

3
ま
)
・
さ
ら
に
、
「
』
曲
目
0
2
B
F
Z
E
e
ミ
SH凡
門
匂
ミ
守
口

S
H
F内
ミ
ミ
ミ
ー

~ミ国民

-zczgξ
「・』

-
z
s
a
Z
3
2唱
唱
。
)
に
お
い
て
、
一
九
七
O

年
に
ゴ
ム
弾
が
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
導
入
さ
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ

れ
、
ゴ
ム
弾
の
使
用
の
正
当
性
お
よ
び
そ
の
危
険
性
が
検
討
さ
れ

て
い
る
。
な
お
、
回
目
吉
田
岡
弘
知
。
σ
2
8
p
匂巳

H2
勾

qss
言
。
ミ
ミ

旬、四『
Q
S
e
E
H
Z
2
「
』
凶
品
。
，
M
ム

N
(
3
2
)
に
お
い
て
、
ゴ
ム
弾
の

使
用
が
非
合
法
で
は
な
い
と
い
う
結
論
が
出
さ
れ
た
。

(
山
)
こ
の
第
二
条
第
二
項
を
解
釈
す
る
事
件
に
お
い
て
、
人
権
委
員

会
は
、

z
g身
色
分
〈
-
C
E
t
H
色
白
ロ
加
品
。
ョ
事
件
(
ば
岡
山
E
・
o-Z-m-

(
印
日
・
〉
)
(
一
s
a
)
)
に
お
い
て
示
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条

約
第
八
条
か
ら
第
一
一
条
ま
で
に
お
け
る
「
必
要
」
の
意
味
に
関

す
る
人
権
裁
判
所
の
判
決
を
適
用
し
た
。
す
な
わ
ち
、
第
二
条
第

三
項
に
は
「
絶
対
に
」
と
い
っ
た
文
一
一
百
が
あ
っ
た
の
で
、
「
厳
格
に
」

と
い
っ
た
文
一
一
一
日
が
付
け
加
え
ら
れ
た
。
印
【
白
君
主
〈
・

C
E
m
a
E口問
B

E
S
事
件
、
告
さ

=214
包
コ
。

(日
)

h

h

a

白
こ
$
'
コ
「
人
権
委
員
会
は
、
条
約
の
目
的
に
関
し
て
、
多

少
暖
昧
で
あ
る
が
、
一
般
な
解
釈
に
基
づ
い
た
。
主
な
論
点
は
、

×
〈
-
F
-
m
E
B
事
件
(
〉
苫
-
Z
0
・
5
u∞¥aa--N
開
E
P
E
E
-ロ
エ
-m-

北法49(6・129)1287



iiJド先ノート

4
・
∞
・
開
局

-noロ〈
-gz-m
コ
品
会
ま
匂
)
)
と
い
う
初
期
の
事
件
で

示
さ
れ
た
狭
い
見
解
を
廃
棄
し
た
こ
と
で
あ
る
。

(
ロ
)
∞
再
開
者
監
事
件
に
お
い
て
、
殺
害
す
る
意
図
が
な
か
っ
た
。
殺
害

す
る
意
図
に
関
す
る
事
件
は
、
後
述
の
明
白
『
邑
}
お
よ
び

P
5
な

ど
の
事
・
件
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
後
述
の
君
。
5
5
5
事

件
に
お
い
て
、
警
察
官
が
殺
害
す
る
意
図
を
も
っ
て
発
砲
し
た
か

ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
報
告
書
の
な
か
で
は
明
ら
か
で
は
な
い
o

[f~ 

".". μIJ 

第
一
号
|
|
正
当
防
衛
ま
た
は
他
人
の
防
衛

の
た
め

正
当
防
衛
ま
た
は
他
人
の
防
衛
の
た
め
(
第
二
条
第
二
項
第
一
号
)
の

実
力
の
行
使
は
、
者
。
}
『
関
門
出
自
〈

-HHams-m85-甘
え
。
R
5
2
1山苧件、

虫
館

m
E
E
〈
・
ぜ
臼
口
事
件
お
よ
び
玄

n
n
g
p
明
即
日
=
持
臼
田
〈
恒
常
〈
-

C
E
x
a
Eロ
立
。
ョ
事
件
と
い
、
つ
三
つ
の
事
件
に
お
け
る
争
点
で
あ
っ
た
。

一
要
。
-
Q
g
B
〈
・
思
母
邑
河
内
司
ロ
Z
R
O『。
2
5
8司
事
件

(
l
)
 

本
件
に
お
い
て
、
警
察
官
は
、
危
険
な
武
器
で
武
装
し
て
、
武
装
強
盗

を
行
っ
た
と
合
理
的
に
(
し
か
も
正
確
に
)
疑
わ
れ
た
五
人
組
を
逮
捕
し

よ
う
と
し
た
。
そ
の
な
か
の
一
人
が
手
棺
弾
を
爆
発
さ
せ
た
際
に
、
警
察

官
は
発
砲
に
よ
り
二
人
を
射
殺
し
た
。
人
権
委
員
会
は
、
そ
の
用
い
ら
れ

た
実
力
が
正
当
防
衛
と
合
法
的
逮
捕
の
双
方
に
お
い
て
「
絶
対
に
必
要
」

な
も
の
で
あ
る
と
し
て
正
当
化
さ
れ
う
る
と
判
断
し
た
。

第
二
条
第
二
項
第
一
号
は
、
正
当
防
衛
ま
た
は
他
人
の
防
衛
に
お
け
る

国
に
よ
る
実
力
の
行
使
を
認
め
て
い
る
が
、
財
産
の
防
衛
の
た
め
の
実
力

の
行
使
を
認
め
な
い
。
第
二
条
は
、
「
絶
対
に
必
要
で
あ
る
」
基
準
が
満

た
さ
れ
る
場
合
に
の
み
正
当
防
衛
の
た
め
の
実
力
の
行
使
を
正
当
化
す
る

の
で
あ
る
。
こ
の
基
準
が
、
君
。
-
R
5
5
事
件
に
お
い
て
適
用
さ
れ
た
の

北法49(6・130)1288

で
あ
る
。U

F白
N
E
S
C
〈
∞
豆
ロ
事
件

(2) 

次
に
、
人
権
委
員
会
は
、
回
目

NmEEC
事
件
に
お
け
る
事
実
に
関
し
て
、

同
様
の
結
論
に
達
し
た
。
あ
る
刑
事
被
疑
者
が
、
警
察
署
の
留
置
場
に
お

い
て
殺
害
さ
れ
た
。
犯
罪
経
歴
の
な
い
二
一
歳
の
若
者
で
あ
る
こ
の
被
疑

者
は
、
強
盗
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
弁
護
士
が
不

在
の
ま
ま
で
警
察
署
に
お
い
て
二
人
の
警
察
官
に
よ
っ
て
尋
問
さ
れ
て
い

た
。
心
理
的
動
揺
が
始
ま
っ
た
と
た
ん
に
、
そ
の
被
疑
者
は
、
一
人
の
警

察
官
の
拳
銃
を
奪
取
し
、
も
う
一
人
の
警
察
官
に
向
け
て
発
砲
し
た
。
そ

の
発
砲
は
外
れ
た
が
、
発
砲
さ
れ
た
警
察
官
は
、
自
分
の
拳
銃
を
抜
き
出

し
、
被
疑
者
を
射
殺
し
た
。
警
察
官
の
故
殺
に
つ
い
て
の
囲
内
の
下
級
裁

判
所
の
有
罪
判
決
は
、
正
当
防
衛
の
理
由
で
上
訴
に
お
い
て
逆
転
さ
れ
た
。
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人
権
委
員
会
は
、
こ
の
殺
害
が
警
察
官
の
自
衛
の
た
め
に
「
絶
対
に
必
要
」

な
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
第
二
条
第
二
項
の
枠
内
に
あ
る
と
結
論
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
反
対
意
見
に
お
い
て
、
4
5
n
F
E
裁
判
官
は
、
警
察
官

に
対
す
る
囲
内
裁
判
所
の
犯
罪
訴
追
手
続
と
は
違
っ
て
、
条
約
の
も
と
に

お
い
て
、
と
く
に
第
二
条
第
二
項
の
も
と
に
お
い
て
、
締
約
国
の
公
務
員

の
行
為
を
正
当
化
す
る
の
は
締
約
国
で
あ
り
、
し
か
も
実
際
に
締
約
国
側

に
は
、
そ
れ
を
正
当
化
す
る
こ
と
に
失
敗
し
た
と
い
う
結
論
を
導
く
十
分

な
疑
い
の
要
素
が
あ
る
と
指
摘
し
た
。

本
件
に
つ
い
て
、
人
権
委
員
会
は
、
被
告
人
の
警
察
官
が
正
当
防
衛
を

行
っ
た
こ
と
が
「
絶
対
に
必
要
で
あ
る
」
と
い
う
判
断
を
示
し
た
が
、
圏

内
裁
判
所
で
上
訴
し
た
前
の
有
罪
判
決
は
、
注
意
に
値
す
る
で
あ
ろ
う
。

な
ぜ
な
ら
、
犯
罪
記
録
の
な
い
若
者
を
故
殺
し
た
警
察
官
が
生
命
剥
奪
に

関
わ
る
「
あ
ら
ゆ
る
関
連
性
の
あ
る
状
況
に
適
切
な
注
意
を
払
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
注
意
義
務
に
違
反
す
る
可
能
性
が
否
定
さ
れ
え
な

い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
自
衛
を
「
正
当
化
す
る
こ
と
に
失
敗

し
た
と
い
う
結
論
を
導
く
十
分
な
疑
い
の
要
素
が
あ
る
」
と
指
摘
さ
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

a 
~ ~ 

事広
実 g
概 P
司王 守1

芸5
ぴ伶
人官
権 JE
委可否
員〈
会 Eコ
ム内 = 
ょ包
る百
判 42
断 5
事
件

な
お
、
実
際
に
起
こ
っ
た
こ
と
の
一
評
価
に
つ
い
て
の
同
様
の
問
題
は
、

(3) 

玄

R
g
P
E
B
-
-
自
己

E
S間
同
事
件
に
お
い
て
も
重
要
で
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
そ
の
事
件
で
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
共
和
国
軍
(
男
〉
)
の
三
名
の
成

員
が
、
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
に
お
い
て
、
空
軍
特
殊
部
隊
(
切
〉
∞
・

8
m
n
E
K『

∞
町
三
尻
町
)
の
兵
士
遼
に
よ
っ
て
街
頭
で
射
殺
さ
れ
た
。
射
殺
さ
れ
た
コ
一
人

は
、
公
共
の
場
所
に
駐
車
さ
れ
た
車
に
設
置
さ
れ
た
爆
弾
を
起
爆
さ
せ
る

た
め
の
リ
モ
コ
ン
起
爆
器
を
身
に
つ
け
て
い
る
、
と
の
容
疑
を
か
け
ら
れ

た
。
そ
し
て
、
そ
の
爆
弾
の
爆
発
が
「
生
命
の
破
壊
的
な
喪
失
」
を
ひ
き

(4) 

起
こ
し
う
る
と
確
信
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
実
際
に
は
、
容
疑
者
達
は
こ
の

よ
う
な
起
爆
器
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
し
か
も
車
内
に
も
爆
弾
は
な
か
っ
た
。

人
権
委
員
会
は
、
て
↑
票
対
六
票
で
、
第
二
条
第
二
項
の
も
と
に
お
い
て
、

そ
の
射
殺
が
正
当
化
さ
れ
る
と
の
意
見
で
あ
っ
た
。
人
権
委
員
会
は
「
ジ

ブ
ラ
ル
タ
ル
の
人
民
の
生
命
に
対
す
る
危
険
に
関
す
る
兵
士
連
の
認
識

|
!
車
爆
弾
が
リ
モ
コ
ン
起
爆
器
の
作
動
に
よ
っ
て
起
爆
さ
れ
う
る
し
、

し
か
も
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
ー
ー
ー
を
考
え
る
な
ら
ば
、
コ
一
人
の
容
疑

者
の
射
殺
は
、
不
法
な
暴
力
か
ら
の
他
人
の
防
衛
と
い
っ
た
合
法
的
目
的
(5) 

に
対
し
て
絶
対
に
必
要
な
も
の
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
う
る
」
と
判
断
し
た
。

こ
の
発
砲
は
殺
害
す
る
意
図
を
も
っ
て
な
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
、
容
疑

者
が
爆
弾
を
爆
発
さ
せ
る
ボ
タ
ン
を
押
さ
な
い
こ
と
を
確
実
に
す
る
唯
一

の
方
法
で
あ
る
と
い
う
理
由
に
基
づ
い
て
正
当
化
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。

北法49(6・131)1289 
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こ
の
文
脈
に
お
い
て
、
人
権
委
員
会
は
、
「
刑
事
手
続
に
訴
え
る
不
便
よ

り
も
む
し
ろ
テ
ロ
容
疑
者
を
射
殺
す
る
政
策
は
、
条
約
に
お
け
る
生
命
権

(
6
)
 

と
公
正
な
裁
判
に
対
す
る
権
利
の
重
大
な
侵
害
で
あ
り
う
る
」
と
判
断
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
際
に
は
こ
の
よ
う
な
政
策
の
存
在
は
認
め
ら
れ

な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
事
件
の
本
案
に
つ
い
て
の
結
論
を
導
く
に
際

し
て
、
人
権
委
員
会
は
、
暴
力
か
ら
人
を
守
る
た
め
に
「
合
理
的
に
正
当

化
さ
れ
う
る
場
合
の
」
実
力
に
よ
る
生
命
の
剥
奪
を
認
め
た
ジ
ブ
ラ
ル
タ

ル
憲
法
が
第
二
条
に
認
め
ら
れ
た
範
囲
を
逸
脱
し
た
か
ど
う
か
を
審
査
す

る
必
要
が
あ
る
と
は
認
め
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
本
件
の
事
実
に
基
づ
い

て
、
行
使
さ
れ
た
実
力
が
第
二
条
に
よ
っ
て
要
請
さ
れ
た
「
絶
対
に
必
要
」

な
も
の
で
あ
る
こ
と
で
十
分
な
の
で
あ
る
。
結
論
に
お
い
て
、
人
権
委
員

会
は
、
事
件
の
当
時
に
兵
士
達
の
行
為
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
だ
け
で
は
な

く
、
作
戦
行
動
に
入
っ
て
い
る
責
任
の
レ
ベ
ル
と
と
も
に
、
被
告
閣
の
行

為
の
比
例
性
を
審
査
し
た
。
つ
ま
り
、
人
権
委
員
会
は
、
締
約
国
が
第
二

条
の
も
と
に
お
い
て
、
兵
士
達
の
行
為
に
つ
い
て
だ
け
で
は
な
く
、
作
戦

行
動
が
計
画
さ
れ
て
い
た
方
法
に
つ
い
て
も
責
任
が
あ
る
と
判
断
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
人
権
委
員
会
は
、
政
府
当
局
が
受
け
取
っ
た
信
想
性
の

高
い
情
報
に
照
ら
し
て
、
政
府
当
局
の
「
行
動
に
関
す
る
計
画
と
実
行
」

は
「
不
法
な
暴
力
か
ら
他
人
を
防
衛
す
る
目
的
に
比
例
し
な
い
死
に
至
ら

せ
る
よ
う
な
実
力
の
行
使
を
示
す
よ
う
な
恐
意
的
な
意
図
ま
た
は
適
切
な

(7) 

注
意
の
欠
如
を
露
呈
し
て
」
い
な
い
と
結
論
し
た
。

北法49(6・132)1290

(
b
)
人
権
裁
判
所
に
よ
る
逆
転
判
決

し
か
し
な
が
ら
、
一
九
九
五
年
九
月
二
七
日
に
人
権
裁
判
所
は
、
こ
の

事
件
に
つ
い
て
、
一

O
票
対
九
票
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
に

つ
い
て
の
違
反
が
あ
っ
た
と
い
う
、
人
権
委
員
会
の
判
断
と
正
反
対
の
判

(8) 

決
を
下
し
た
。
こ
れ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
の
違
反
を
認
め

た
と
い
う
、
初
め
て
の
判
決
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
や
や
長
く
な
る
が
、

こ
の
判
決
が
人
権
裁
判
所
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
に
つ
い
て
初

め
て
下
し
た
判
断
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
で
き
る
限
り
詳
細
に
そ
れ
を
紹

介
す
る
。

(
1
)
第
二
条
の
解
釈
の
在
り
方

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
の
解
釈
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
人
権
裁

判
所
は
、
「
個
人
に
つ
い
て
の
保
護
の
た
め
の
文
書
と
し
て
の
条
約
の
目

標
お
よ
び
目
的
は
、
そ
の
条
文
が
実
際
的
か
っ
実
効
的
に
保
護
を
行
う
よ

(9) 

う
に
解
釈
・
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
要
請
し
て
い
る
」
と
し
、
ま
た
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
は
、
「
第
二
条
で
生
命
権
を
保
護
す
る
だ
け
で
は

な
く
、
生
命
の
剥
奪
が
正
当
化
さ
れ
う
る
状
況
を
詳
し
く
規
定
し
て
お
り
、

ま
た
同
条
は
条
約
に
お
け
る
最
も
基
本
的
な
条
文
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ



ヨーロッパ人権条約第2条の生命権について (3・完)

け
ら
れ
て
お
り
、
(
合
法
的
な
戦
闘
行
為
か
ら
生
ず
る
死
亡
の
場
合
を
除

く
|
|
筆
者
註
)
第
一
五
条
に
よ
り
い
か
な
る
離
脱
を
も
認
め
ら
れ
な

い
。
条
約
第
三
条
(
拷
問
又
は
非
人
道
的
な
取
扱
い
若
し
く
は
刑
罰
の
禁

止
|
|
筆
者
註
)
と
と
も
に
、
第
二
条
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
審
議
会
を
創

設
し
た
民
主
的
社
会
の
基
本
的
価
値
を
も
生
み
出
す
。
し
た
が
っ
て
、
第

(
印
)

二
条
の
条
文
は
、
厳
格
に
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
判
示
し
た
。

人
権
裁
判
所
は
、
「
(
第
二
条
|
|
筆
者
註
)
第
二
項
に
お
い
て
明
確
に

定
め
ら
れ
た
例
外
に
つ
い
て
、
同
項
は
、
故
意
に
よ
る
殺
害
の
み
な
ら
ず
、

故
意
に
よ
ら
な
い
殺
害
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
人
権
委
員
会
が
判
断
し
た

よ
う
に
、
第
二
条
の
法
文
を
全
体
と
し
て
解
す
る
と
、
同
条
第
二
項
は
、

も
と
も
と
、
個
人
を
故
意
に
殺
害
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
場
合
を
定
め

て
い
る
の
で
は
な
く
、
不
本
意
の
結
果
と
し
て
、
生
命
の
剥
奪
を
生
じ
う

る
『
実
力
の
行
使
』
が
認
め
ら
れ
る
場
合
を
定
め
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
の
実
力
の
行
使
は
、
第
二
項
の
第
一
号
、
第
二
号
ま
た
は
第
三
号

に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
目
的
の
一
つ
に
つ
い
て
の
達
成
の
た
め
に
、
「
絶

(
日
)

対
に
必
要
で
あ
る
』
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
続
け
て
判
示
し
た
。

ま
た
、
「
こ
の
点
に
つ
い
て
、
第
二
条
第
二
項
に
お
け
る
『
絶
対
に
必
要

で
あ
る
』
と
い
う
文
言
の
使
用
は
、
国
の
行
為
が
条
約
第
八
条
第
二
項
か

ら
第
-
一
条
ま
で
の
条
文
の
も
と
に
お
け
る
『
民
主
的
社
会
に
お
い
て
必

要
」
で
あ
る
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
際
に
、
必
要
性
に
つ
い
て
の
よ
り
厳

格
か
つ
や
む
に
や
ま
れ
な
い
基
準
が
通
常
に
適
用
さ
れ
る
限
り
、
そ
の
基

準
が
適
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
と

り
わ
け
、
行
使
さ
れ
る
実
力
は
、
第
二
条
第
二
項
の
第
一
号
、
第
二
号
お

よ
び
第
三
号
に
お
い
て
詳
し
く
定
め
ら
れ
て
い
る
目
的
に
つ
い
て
の
達
成

(ロ)

に
厳
格
に
比
例
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
人
権
裁
判
所
は
判
断
し
た
。

さ
ら
に
、
「
民
主
的
社
会
に
お
い
て
こ
の
条
文
を
遵
守
す
る
に
あ
た
っ
て
、

人
権
裁
判
所
は
、
そ
の
評
価
を
行
、
つ
際
に
、
最
も
慎
重
な
審
査
が
生
命
の

剥
奪
に
つ
い
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
と
り
わ
け
、
死
に
至
ら
せ
る

実
力
が
意
図
的
に
行
使
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
お
い
て
、
実
際
に
実
力
を

行
使
す
る
国
の
公
務
員
の
行
為
だ
け
で
は
な
く
、
当
該
実
力
の
行
使
を
監

視
す
べ
き
立
場
に
あ
る
者
の
計
画
お
よ
び
統
制
の
よ
う
な
こ
と
を
含
む
、

(
日
)

関
連
性
の
あ
る
す
べ
て
の
状
況
を
審
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う

判
断
を
行
っ
た
。

こ
こ
で
は
、
第
二
条
は
、
人
権
裁
判
所
の
判
示
に
よ
る
と
、
次
の
よ
う

に
ま
と
め
う
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
目
的

に
基
づ
く
要
請
に
よ
り
、
第
二
条
の
解
釈
・
適
用
は
、
生
命
を
実
際
的
か

っ
実
効
的
に
保
護
を
す
る
た
め
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
二
に
、

第
二
条
は
、
条
約
の
最
も
基
本
的
な
条
文
の
一
つ
で
あ
り
、
合
法
的
な
戦

闘
行
為
か
ら
生
ず
る
死
亡
の
場
合
を
除
き
、
第
一
五
条
に
よ
る
い
か
な
る

離
脱
を
も
認
め
ら
れ
な
い
と
さ
れ
た
。
第
三
に
、
第
二
条
第
二
項
の
生
命

北法49(6・133)1291
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権
保
護
の
例
外
に
つ
い
て
の
適
用
は
、
故
意
に
よ
る
殺
害
の
み
な
ら
ず
、

故
意
に
よ
ら
な
い
殺
害
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
第
四
に
、
「
絶
対
に
必
要

で
あ
る
」
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
よ
り
厳
格
か
つ
や
む
に
や
ま
れ
な
い

基
準
に
よ
っ
て
判
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
五
に
、
生
命
の
剥
奪

に
つ
い
て
は
、
実
力
行
使
と
い
う
行
為
に
つ
い
て
の
計
画
お
よ
び
統
制
を

含
む
関
連
性
の
あ
る
す
べ
て
の
状
況
が
、
審
査
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
2
)
生
命
保
護
に
つ
い
て
の
義
務
そ
の
一

ま
ず
、
条
約
と
園
内
法
と
の
両
立
性
お
よ
び
条
約
の
基
準
(
第
二
条
第

一
項
)
の
一
般
的
慣
行
に
つ
い
て
、
人
権
裁
判
所
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権

条
約
第
二
条
第
一
項
を
囲
内
法
に
盛
り
込
む
こ
と
は
、
締
約
国
の
義
務
で

は
な
い
と
判
示
し
た
。
そ
の
う
え
、
人
権
裁
判
所
は
、
「
囲
内
の
立
法
ま

た
は
憲
法
の
条
項
と
条
約
の
要
請
と
の
両
立
性
を
抽
象
的
に
審
査
す
る
こ

(
は
)

と
は
、
条
約
機
構
の
役
割
で
は
な
い
」
と
判
示
し
た
。
確
か
に
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
条
約
第
二
条
第
二
項
の
「
絶
対
に
必
要
で
あ
る
」
に
対
し
て
、
ジ
ブ

ラ
ル
タ
ル
憲
法
第
二
条
は
、
生
命
の
剥
奪
を
生
じ
る
死
に
至
ら
せ
る
実
力

の
行
使
に
つ
い
て
の
正
当
化
の
基
準
を
、
「
合
理
的
に
正
当
化
さ
れ
う
る
」

も
の
と
定
め
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
生
命
保
護
の
例
外
を
伴
う
条
項
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
に
類
似
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
人
権
条
約
の
基
準
は
、
そ
れ
よ
り
厳
格
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か

し
、
人
権
裁
判
所
は
、
「
こ
の
理
由
だ
け
で
、
条
約
第
二
条
第
一
項
の
違

(
日
)

反
に
な
る
と
す
る
に
は
十
分
で
は
な
い
」
と
判
定
し
た
。
ま
た
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
第
二
項
の
も
と
に
お
い
て
国
の
公
務
員
の
行
動
に

関
す
る
問
題
を
提
起
す
る
こ
の
事
件
の
文
脈
に
お
い
て
、
締
約
国
の
対
応

は
、
テ
ロ
リ
ス
ト
に
つ
い
て
認
め
ら
れ
る
脅
威
と
の
比
例
性
に
関
わ
っ
て

い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
人
権
裁
判
所
は
、
「
兵
士
お
よ
び
警
察
官
の

義
務
に
関
す
る
ル

l
ル
が
、
囲
内
法
の
基
準
お
よ
び
条
約
上
の
基
準
の
実

質
的
内
容
を
注
意
深
く
反
映
し
た
実
力
の
行
使
を
要
請
す
る
、
一
連
の
原

(
凶
)

則
を
定
め
て
い
る
こ
と
は
、
留
意
す
る
に
値
す
る
」
と
判
示
し
た
。

要
す
る
に
、
人
権
裁
判
所
は
、
生
命
保
護
の
例
外
に
つ
い
て
実
力
を
行

使
す
る
基
準
と
し
て
の
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
憲
法
第
二
条
の
「
合
理
的
に
正
当

化
さ
れ
う
る
」
と
い
う
文
言
に
つ
い
て
、
抽
象
的
な
審
査
を
否
定
し
た
。

こ
の
よ
う
な
国
内
法
の
基
準
と
条
約
の
基
準
の
相
違
が
あ
る
の
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
人
権
裁
判
所
は
、
兵
士
と
警
察
官
の
義
務
に
つ
い
て
の
ル

l
ル

の
実
質
的
内
容
お
よ
び
実
力
の
行
使
を
要
請
す
る
一
連
の
原
則
に
つ
い
て
、

審
査
し
た
。

北法49(6・134)1292

(
3
)
生
命
保
護
に
つ
い
て
の
義
務
そ
の
二

次
に
、
調
査
の
仕
組
み
と
し
て
の
審
問
手
続
に
関
す
る
妥
当
性
に
つ
い

て
、
人
権
裁
判
所
は
、
こ
の
事
件
に
お
い
て
、
「
生
命
の
剥
奪
に
関
す
る
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民
事
手
続
を
も
た
ら
す
裁
判
所
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
の
権
利
が
、
第

二
条
第
一
項
か
ら
推
論
さ
れ
る
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
必
要
は
な
い
」
'
と

判
定
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
は
、
申
立
入
に
よ
っ
て
訴
え
ら
れ
て
い
な

い
、
条
約
の
第
六
条
(
公
正
な
裁
判
を
受
け
る
権
利
)
と
第
一
一
一
一
条
(
効

果
的
救
済
)
の
条
項
の
も
と
に
お
い
て
よ
り
適
切
に
審
査
さ
れ
る
問
題
で

(
口
)

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
締
約
国
の
公
務
員
に
よ
る
恋
意
的
な
殺
害
に
つ
い
て

の
一
般
的
な
禁
止
規
定
に
関
し
て
、
人
権
裁
判
所
は
、
「
国
家
当
局
に
よ

る
死
に
至
ら
せ
る
実
力
の
行
使
に
つ
い
て
の
合
法
性
を
審
査
す
る
手
続
が

存
在
し
な
い
場
合
、
実
際
に
、
そ
の
よ
う
な
禁
止
規
定
は
実
効
的
で
は
な

い
」
と
判
示
し
た
。
ま
た
、
第
二
条
の
も
と
に
お
け
る
生
命
権
を
保
護
す

る
義
務
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
一
条
に
お
け
る
国
の
一
般
的
な
義

務
に
関
連
し
て
解
さ
れ
る
と
、
と
く
に
締
約
国
の
公
務
員
に
よ
る
実
力
の

行
使
の
結
果
と
し
て
個
人
が
殺
害
さ
れ
る
場
合
、
「
あ
る
形
態
の
実
効
的

(
凶
)

な
公
式
の
調
査
が
存
在
す
べ
き
と
い
う
内
在
的
な
要
請
を
含
ん
で
い
る
」

と
、
人
権
裁
判
所
は
解
釈
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
事
件
に
お
い
て

調
査
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
形
態
を
採
る
べ
き
で
あ
る
か
、
ど
の
よ
う
な

条
件
の
も
と
に
お
い
て
そ
れ
が
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
か
を
決
定
す
る
必

要
は
な
い
と
考
え
ら
れ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
人
権
裁
判
所
は
、
「
実
質
的
に

主
張
さ
れ
た
審
問
手
続
に
お
け
る
欠
点
が
殺
害
に
関
す
る
状
況
に
つ
い
て

の
徹
底
的
、
公
正
か
つ
慎
重
な
審
査
の
実
現
を
妨
げ
た
も
の
で
あ
る

ly--
断
定
し
え
な
い
」
と
判
示
し
た
か
ら
で
あ
る
。
結
局
、
「
こ
の
理
由
で
第

(ω) 

二
条
第
一
項
に
つ
い
て
の
違
反
は
な
い
こ
と
と
な
る
」
と
判
示
さ
れ
た
。

要
す
る
に
、
人
権
裁
判
所
は
、
条
約
第
二
条
に
お
け
る
生
命
権
に
つ
い

て
の
保
護
義
務
に
つ
い
て
、
締
約
国
の
公
務
員
に
よ
る
実
力
の
行
使
の
結

果
と
し
て
個
人
が
殺
害
さ
れ
る
場
合
、
あ
る
形
態
の
実
効
的
な
公
式
の
調

査
が
存
在
す
べ
き
と
い
う
内
在
的
な
要
請
を
含
ん
で
い
る
こ
と
を
肯
定
し
た
。

(
4
)
第
二
条
の
適
用
そ
の
一

さ
ら
に
、
証
拠
に
つ
い
て
の
評
価
に
関
し
て
、
人
権
裁
判
所
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
人
権
保
障
シ
ス
テ
ム
の
も
と
に
お
い
て
、
事
実
に
つ

い
て
の
認
定
は
、
第
一
次
的
に
人
権
委
員
会
の
事
項
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
例
外
的
な
状
況
に
お
い
て
し
か
、
人
権
裁
判
所
は
、
こ
の
分
野
に
お

い
て
は
そ
の
権
限
を
行
使
し
な
い
。
例
外
的
に
事
実
認
定
を
行
う
場
合
、

人
権
裁
判
所
は
、
人
権
委
員
会
の
事
実
認
定
に
は
拘
束
さ
れ
、
ず
、
事
案
に

(
ぬ
)

照
ら
し
て
評
価
を
自
由
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
人
権
裁
判
所
へ

の
主
張
お
よ
び
審
問
手
続
に
関
し
て
、
人
権
裁
判
所
は
、
「
人
権
委
員
会

に
よ
っ
て
認
定
さ
れ
た
事
実
が
、
こ
の
事
件
の
事
実
に
つ
い
て
の
正
確
か

(
幻
)

つ
信
用
し
う
る
記
述
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
な
お
、
第
二
条
の
観
点
か

ら
行
わ
れ
る
こ
れ
ら
の
事
実
に
つ
い
て
の
評
価
に
関
し
て
、
人
権
裁
判
所

は
、
「
陪
審
団
は
、
合
法
的
な
殺
害
を
認
定
し
た
が
、
結
論
に
達
し
た
理

北法49(6・135)1293
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由
を
全
然
提
示
し
て
い
な
い
」
と
判
定
し
た
。
そ
し
て
、
審
問
手
続
に
お

け
る
焦
点
お
よ
び
陪
審
団
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
た
基
準
に
よ
り
、
こ
れ
ら

の
殺
害
が
爆
弾
を
爆
発
さ
せ
る
状
況
に
お
い
て
合
理
的
に
正
当
化
さ
れ
う

る
か
ど
う
か
に
関
し
て
、
人
権
裁
判
所
は
、
「
こ
の
焦
点
お
よ
び
基
準
は
、

第
二
条
第
二
項
の
も
と
に
お
け
る
「
絶
対
に
必
要
』
で
あ
る
か
ど
う
か
と

は
異
な
っ
て
い
る
」
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
背
景
に
お
い
て
人
権

委
員
会
に
よ
り
認
定
さ
れ
た
事
実
が
条
約
第
二
条
に
違
反
し
て
い
る
か
ど

う
か
に
つ
い
て
、
人
権
裁
判
所
は
、
「
独
自
の
評
価
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

(
辺
)

ら
な
い
」
と
判
示
し
た
。
結
局
、
第
二
条
に
つ
い
て
の
違
反
が
あ
る
か
ど

う
か
を
決
定
す
る
に
あ
た
っ
て
、
人
権
裁
判
所
は
、
通
常
の
慣
行
に
し
た

が
っ
て
、
「
申
立
人
と
政
府
当
局
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
す
べ
て
の
事
案
、

ま
た
は
必
要
が
あ
る
場
合
、
独
自
の
命
令
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
た
事
案
に

(
ね
)

照
ら
し
て
、
そ
の
課
題
を
審
査
す
る
」
と
判
示
し
た
。

要
す
る
に
、
人
権
裁
判
所
は
、
囲
内
裁
判
所
が
「
合
理
的
に
正
当
化
さ

れ
う
る
か
ど
う
か
」
と
い
う
基
準
で
、
認
定
さ
れ
た
事
案
を
審
査
し
た
結

果
に
つ
い
て
、
独
自
の
判
断
を
改
め
て
行
う
こ
と
と
し
た
。
そ
し
て
、
人

権
裁
判
所
は
、
「
絶
対
に
必
要
で
あ
る
か
ど
う
か
」
と
い
う
条
約
第
二
条

の
基
準
を
適
用
し
た
の
で
あ
る
。

(5)
第
二
条
の
適
用
そ
の
二

殺
害
が
計
画
さ
れ
た
、
と
い
う
申
立
人
の
主
張
に
つ
い
て
、
人
権
裁
判

所
は
、
事
案
の
審
査
に
照
ら
し
て
、
三
人
の
容
疑
者
に
つ
い
て
の
殺
害
が

計
画
さ
れ
、
ま
た
は
、
こ
の
行
動
に
関
与
し
た
人
達
の
間
に
あ
る
暗
黙
の

同
意
が
あ
っ
た
、
と
い
う
申
立
人
の
主
張
を
、
「
実
体
の
な
い
も
の
と
し

(M) 

て
」
棄
却
し
た
。
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(6)
第
二
条
の
適
用
そ
の
三

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
の
も
と
に
お
け
る
連
合
王
国
政
府
の
義

務
に
つ
い
て
審
査
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
人
権
裁
判
所
は
、
「
連
合
王
国

政
府
は
、
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
に
お
い
て
テ
ロ
行
為
が
起
こ
る
と
い
う
情
報
を

受
け
、
政
府
当
局
は
、
根
本
的
な
ジ
レ
ン
マ
に
陥
っ
た
、
と
い
う
事
実
に

留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
判
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
一
方
で
、

「
連
合
王
国
政
府
は
、
本
国
の
箪
事
人
員
を
含
む
、
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
に
い

た
市
民
の
生
命
を
保
護
す
る
義
務
に
注
意
す
る
こ
と
」
、
他
方
で
、
「
国
内

お
よ
び
国
際
法
に
よ
る
義
務
に
照
ら
し
て
、
こ
の
脅
威
を
与
え
る
容
疑
者

に
対
し
て
、
最
小
限
の
死
に
至
ら
せ
る
実
力
を
行
使
す
る
こ
と
を
要
請
さ

(
お
)

れ
た
」
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
で
あ
る
。

(
7
)
予
備
的
な
審
査

ま
た
、
人
権
裁
判
所
は
、
予
備
的
な
審
査
に
お
い
て
い
く
つ
か
の
要
素
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(
イ
)
連
合
王
国
政
府

ま
ず
、
連
合
王
国
政
府
は
、
テ
ロ
行
為
を
行
う
事
前
の
警
告
を
受
け
た

後
、
テ
ロ
容
疑
者
へ
の
対
応
を
企
て
、
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
地
方
当
局
の
協
力

を
え
な
が
ら
、
攻
撃
を
防
ぎ
、
容
疑
者
を
逮
捕
す
る
措
置
を
と
る
た
め
の

十
分
な
機
会
が
あ
っ
た
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
「
公
安
当
局
は
、
す
べ
て

の
事
実
を
掌
握
し
う
る
は
ず
な
の
に
、
不
完
全
な
推
測
を
基
礎
に
し
て
、

(
お
)

テ
ロ
対
策
を
形
成
し
た
」
と
判
断
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
行

使
さ
れ
た
実
力
が
第
二
条
に
調
和
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
に
あ

た
っ
て
、
人
権
裁
判
所
は
、
「
兵
士
に
よ
っ
て
行
使
さ
れ
た
実
力
が
不
法

な
暴
力
に
対
し
て
市
民
を
保
護
す
る
目
的
に
厳
格
に
比
例
し
て
い
る
か
ど

う
か
だ
け
で
は
な
く
、
反
テ
ロ
行
為
の
行
動
が
、
最
大
の
可
能
な
限
度
に

お
い
て
、
死
に
至
ら
せ
る
実
力
の
行
使
を
最
小
限
に
限
定
す
る
た
め
に
、

政
府
当
局
に
よ
っ
て
企
て
ら
れ
、
統
制
さ
れ
た
か
ど
う
か
を
慎
重
に
審
査

(
幻
)

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
判
断
を
下
し
た
。

要
す
る
に
、
人
権
裁
判
所
は
、
連
合
王
国
政
府
に
つ
い
て
の
予
備
的
な

審
査
に
あ
た
っ
て
、
「
反
テ
ロ
行
為
の
行
動
が
、
最
大
の
可
能
な
限
度
に

お
い
て
、
死
に
至
ら
せ
る
実
力
の
行
使
を
最
小
限
に
限
定
す
る
た
め
に
、

政
府
当
局
に
よ
っ
て
全
て
ら
れ
、
統
制
さ
れ
た
か
ど
う
か
」
と
い
う
点
に

向
同
意
し
た
。

(
ロ
)
兵
士
遠
の
行
動

次
に
、
こ
の
発
砲
を
行
っ
た
兵
士
達
は
、
リ
モ
コ
ン
に
よ
っ
て
起
爆
す

る
車
爆
弾
の
存
在
お
よ
び
三
人
が
リ
モ
コ
ン
器
を
所
持
し
、
三
人
を
刺
激

す
る
と
リ
モ
コ
ン
を
作
動
さ
せ
爆
発
さ
せ
そ
う
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ

の
時
は
、
重
大
な
生
命
の
喪
失
お
よ
び
傷
害
が
ひ
き
起
こ
る
こ
と
、
し
か

も
三
人
は
武
装
し
、
確
実
に
逮
捕
に
反
抗
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
「
上

(
お
)

官
に
よ
っ
て
告
げ
ら
れ
」
て
い
た
。
そ
し
て
四
人
の
兵
士
は
す
べ
て
、
三

人
の
テ
口
容
疑
者
に
対
し
て
死
ぬ
ま
で
発
砲
す
る
と
い
う
こ
と
を
認
知
し

て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
兵
士
達
は
、
「
容
疑
者
が
物
理
的
に
起
爆
器
を

作
動
し
え
な
く
な
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
ま
で
、
容
疑
者
に
対
し
て
発
砲

(
お
)

し
続
け
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
」
と
さ
れ
て
い
る
。
人
権
裁
判
所
は
、

「
兵
士
達
が
真
撃
に
信
じ
た
こ
と
を
認
め
、
:
:
:
上
官
の
命
令
に
服
従
す

る
に
あ
た
っ
て
、
兵
士
連
が
と
っ
た
行
動
は
、
罪
の
な
い
人
命
を
保
護
す

(
初
)

る
た
め
に
、
絶
対
に
必
要
で
あ
る
と
兵
士
達
に
よ
っ
て
認
識
さ
れ
た
」
と

い
う
認
定
に
基
づ
い
て
、
条
約
第
二
条
第
二
項
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
呂

的
の
一
つ
を
追
求
す
る
に
あ
た
っ
て
、
締
約
国
の
公
務
員
に
よ
る
実
力
の

行
使
は
、
「
こ
の
条
項
の
も
と
に
お
い
て
正
当
化
さ
れ
う
る
」
と
判
示
し

た
。
こ
の
よ
う
に
判
断
し
た
理
由
に
関
し
て
、
「
締
約
園
、
お
よ
び
義
務
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を
果
た
す
こ
と
に
あ
た
っ
て
そ
の
法
律
を
執
行
す
る
人
員
に
現
実
的
で
は

な
い
負
担
を
課
し
、
お
そ
ら
く
締
約
国
の
公
務
員
の
生
命
お
よ
び
そ
の
他

の
人
々
の
生
命
を
筈
す
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
判
断
さ
れ
た
。

し
た
が
っ
て
、
人
権
裁
判
所
は
、
こ
の
事
件
の
状
況
に
お
い
て
、
政
府
当

局
が
こ
の
ジ
レ
ン
マ
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
て
お
り
、
「
兵
士

(
出
)

達
の
行
動
自
体
は
、
こ
の
条
項
の
違
反
を
生
じ
な
い
」
と
判
断
し
た
の
で

あ
る
。し
か
し
な
が
ら
、
「
反
テ
ロ
行
為
の
行
動
が
第
二
条
の
要
請
を
尊
重
し

た
方
法
に
お
い
て
統
制
さ
れ
構
成
さ
れ
た
か
ど
う
か
、
ま
た
兵
士
達
に
効

果
上
、
不
可
避
の
死
に
至
ら
せ
る
実
力
の
行
使
を
認
め
た
情
報
お
よ
び
指

(
辺
)

ポ
が
、
一
二
人
の
容
疑
者
の
生
命
権
を
適
切
に
考
慮
し
た
か
ど
う
か
」
に
つ

い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
、
問
題
が
あ
る
。

(8)
第
二
条
の
適
用
そ
の
四

反
テ
ロ
の
行
動
に
つ
い
て
の
統
制
お
よ
び
指
揮
が
第
二
条
に
調
和
し
て

い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
人
権
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
な
判
示
を
行
っ
た
。

(
イ
)
ま
ず
、
警
視
総
監
は
、
行
動
命
令
か
ら
一
不
さ
れ
た
よ
う
に
、
あ
る

(
お
)

適
切
な
段
階
に
お
い
て
容
疑
者
を
逮
捕
す
る
意
図
が
あ
っ
た
。
な
ぜ
こ
の

三
人
の
容
疑
者
が
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
に
到
着
し
た
と
同
時
に
、
国
境
で
逮
捕

(
訓
)

し
な
か
っ
た
か
、
と
疑
わ
れ
う
る
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
、
連
合
王
国
政

府
は
、
「
当
時
、
容
疑
者
に
つ
い
て
の
抑
留
お
よ
び
裁
判
を
正
当
と
す
る

(
お
)

十
分
な
証
拠
が
な
か
っ
た
」
と
主
張
し
た
。
人
権
裁
判
所
は
、
連
合
王
国

政
府
の
主
張
の
趣
旨
に
照
ら
す
と
、
「
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
の
市
民
に
対
す
る

危
険
は
、
容
疑
者
の
抑
留
お
よ
び
裁
判
を
正
当
化
す
る
証
拠
が
不
十
分
で

あ
り
う
る
こ
と
よ
り
重
大
で
あ
る
こ
と
が
連
合
王
国
政
府
に
よ
っ
て
配
慮

さ
れ
た
に
違
い
な
い
」
、
と
控
え
目
に
述
べ
た
後
、
連
合
王
国
政
府
の
こ

の
配
慮
に
つ
い
て
、
「
連
合
王
国
政
府
は
、
車
に
爆
弾
が
な
か
っ
た
こ
と

|
|
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
人
権
裁
判
所
に
よ
っ
て
認
定
さ
れ

て
い
た
|
ー
を
知
っ
て
い
た
か
、
ま
た
は
こ
の
行
動
を
統
制
す
る
責
任

(
お
)

者
達
に
よ
る
、
重
大
な
誤
算
が
あ
っ
た
」
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。

(
ロ
)
次
に
、
三
月
五
日
に
兵
士
達
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
最
終
的
な
打
ち

合
わ
せ
に
留
意
さ
れ
た
。
攻
撃
は
、
大
型
の
車
爆
弾
に
よ
る
も
の
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
た
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
い
く
つ
か
の
重
要
な
評
価
が
行
わ

れ
た
。
と
り
わ
け
、
テ
ロ
リ
ス
ト
が
自
動
車
を
使
い
、
爆
弾
が
起
爆
器
に

よ
っ
て
作
動
さ
れ
、
作
動
が
ボ
タ
ン
を
押
す
こ
と
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
容

疑
者
は
刺
激
さ
れ
る
と
爆
弾
を
起
爆
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
容
疑
者
は
武

装
し
て
お
り
、
し
か
も
容
疑
者
が
兵
士
達
に
立
ち
向
か
わ
れ
た
場
合
、
武

(
幻
)

器
を
使
う
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
が
、
考
慮
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
人

権
裁
判
所
は
、
こ
の
事
件
に
お
い
て
、
攻
撃
を
行
う
と
い
う
テ
ロ
リ
ス
ト

(
お
)

の
意
図
を
除
け
ば
、
「
こ
れ
ら
の
す
べ
て
の
重
要
な
推
測
は
、
誤
っ
て
い
た
」

北法49(6・138)1296
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と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。

(
ハ
)
さ
ら
に
、
人
権
裁
判
所
は
、
「
事
実
上
、
そ
の
他
の
推
測
に
つ
い

て
、
十
分
な
検
討
が
連
合
王
国
政
府
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
な
い
」
と
-
認

定
し
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
第
一
に
、
三
月
八
日
ま
で
に
テ
口
容
疑

者
が
爆
弾
を
爆
発
さ
せ
な
い
と
予
期
さ
れ
た
以
上
、
三
人
の
テ
ロ
容
疑
者

が
、
単
な
る
偵
察
任
務
だ
け
を
負
っ
て
い
た
と
い
う
可
能
性
が
あ
る
。
第

二
に
、
テ
口
容
疑
者
が
突
き
止
め
ら
れ
た
後
、
容
疑
者
の
中
の
二
人
が
国

境
地
域
に
向
か
っ
て
歩
い
た
。
こ
れ
は
、
発
覚
お
よ
び
逮
捕
に
つ
い
て
の

危
険
を
増
加
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
容
疑
者
が
爆
弾
を

起
爆
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
大
勢
の
市
民
を
殺
害
し
よ
う
と
考
え
そ
う
も
な

い
。
第
三
に
、
そ
の
時
点
に
お
い
て
、
兵
士
達
に
よ
っ
て
立
ち
向
か
わ
れ

た
場
合
、
爆
弾
を
容
疑
者
が
起
爆
さ
せ
る
か
の
予
見
に
つ
い
て
も
、
相
当

で
は
な
い
。
第
四
に
、
た
と
え
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
共
和
国
軍
の
科
学
技
術
に

つ
い
て
酪
酌
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
後
の
強
制
的
事
実
調
査
に
お
い
て
、

起
爆
器
が
「
ボ
タ
ン
式
」
で
あ
る
と
い
う
説
明
に
つ
い
て
、
専
門
家
の
判

定
が
行
わ
れ
ず
に
、
権
限
の
あ
る
当
局
は
、
そ
の
説
明
を
受
け
た
だ
け
で
、

す
ぐ
に
こ
の
起
爆
器
が
「
ボ
タ
ン
式
」
で
あ
る
か
ど
う
か
を
単
純
に
決
し

(
ぬ
)
た
の
で
あ
る
。
第
五
に
、
車
に
つ
い
て
の
杜
撰
な
外
部
検
査
の
後
、
「
疑

わ
れ
た
車
爆
弾
」
が
あ
っ
た
、
と
い
う
一
人
の
兵
士
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た

評
価
は
、
他
の
兵
士
達
に
伝
え
ら
れ
、
そ
し
て
兵
士
達
全
員
の
証
言
に
よ

り
、
こ
の
よ
う
な
爆
弾
が
あ
っ
た
こ
と
が
絶
対
的
な
確
信
と
さ
れ
た
こ
と

は
、
さ
ら
に
不
安
を
も
た
ら
し
た
。
第
六
に
、
確
か
に
、
そ
の
兵
士
は
、

車
爆
弾
に
つ
い
て
の
経
験
が
あ
っ
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
架
空
線
と
い

う
自
動
車
部
品
が
場
違
い
な
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
と
い
う
だ
け
の
認
定
に
基

づ
い
て
、
疑
わ
れ
た
車
爆
弾
が
あ
っ
た
と
判
断
し
た
彼
の
評
価
は
、
一
層

(
刊
)

不
安
を
生
じ
さ
せ
た
と
続
い
て
審
査
さ
れ
た
。

(
ニ
)
な
お
、
一
旦
兵
士
達
が
発
砲
す
る
と
、
容
疑
者
に
向
け
て
死
ぬ
ま

で
発
砲
し
続
け
る
と
い
う
兵
士
に
対
す
る
訓
練
と
結
び
つ
け
て
、
誤
り
の

余
地
に
つ
い
て
の
準
備
が
欠
け
て
い
た
こ
と
も
、
審
査
さ
れ
た
。
こ
の
背

景
か
ら
、
人
権
裁
判
所
は
、
「
政
府
当
局
は
、
死
ぬ
ま
で
発
砲
す
る
こ
と

を
含
む
、
実
力
を
自
発
的
に
行
使
す
る
可
能
性
が
高
い
兵
士
達
に
情
報
を

伝
え
る
前
に
、
そ
の
情
報
に
つ
い
て
の
評
価
に
最
大
の
注
意
を
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
し
、
し
か
も
そ
れ
が
容
疑
者
の
生
命
権
を
尊
重
す
る
と
い

(
引
)

う
義
務
に
よ
っ
て
拘
束
さ
れ
て
い
る
」
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。

(
ワ
)
最
後
に
、
人
権
裁
判
所
は
、
「
こ
の
生
命
に
か
か
わ
る
場
合
に
お

け
る
兵
士
達
の
対
応
は
、
た
と
え
危
険
な
テ
ロ
リ
ス
ト
の
容
疑
者
を
取
り

扱
う
と
し
て
も
、
民
主
的
社
会
に
お
い
て
法
律
を
執
行
す
る
人
員
に
期
待

さ
れ
て
い
る
武
器
の
使
用
に
つ
い
て
の
慎
重
さ
の
程
度
を
欠
い
て
い
る
」

と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
仮
に
警
察
官
の
場
合
に
は
、
警
察

官
個
人
の
法
的
責
任
が
強
調
さ
れ
、
武
器
の
使
用
に
つ
い
て
も
注
意
深
い

北法49(6・139)1297
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使
用
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
警
察
官
の
注
意
義
務

の
基
準
に
比
べ
る
と
、
兵
士
の
注
意
義
務
は
著
し
く
低
い
か
ら
で
あ
る
。

結
局
、
「
こ
の
政
府
当
局
の
怠
慢
は
、
逮
捕
の
行
動
に
つ
い
て
の
統
制
お

(
位
)

よ
び
指
療
に
お
い
て
適
切
な
注
意
に
つ
い
て
の
欠
如
を
示
し
て
い
る
」
と

し
て
い
る
。

以
上
の
判
示
に
よ
る
と
、
人
権
裁
判
所
は
、
反
テ
ロ
の
行
動
に
つ
い
て

の
統
制
お
よ
び
指
揮
に
つ
い
て
、
連
合
王
国
政
府
が
、
第
一
に
、
テ
口
容

疑
者
の
逮
捕
と
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
の
市
民
に
つ
い
て
の
危
険
と
の
衡
量
に
お

い
て
、
重
大
な
誤
算
が
あ
っ
た
こ
と
、
第
二
に
、
反
テ
ロ
の
行
動
に
つ
い

て
、
兵
士
遠
の
重
要
な
推
測
が
ほ
と
ん
ど
誤
っ
て
い
た
こ
と
、
第
三
に
、

連
合
王
国
政
府
の
推
測
が
単
純
化
し
す
ぎ
た
こ
と
、
第
四
に
、
情
報
の
評

価
に
際
し
で
も
、
連
合
王
国
政
府
は
、
容
疑
者
の
生
命
権
を
尊
重
す
る
義

務
に
よ
っ
て
拘
束
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
連
合
王
国
政
府
は
こ

の
注
意
義
務
を
怠
っ
て
い
た
こ
と
、
第
五
に
、
逮
捕
の
行
動
を
執
行
し
て

い
た
兵
士
連
が
民
主
的
社
会
に
お
い
て
期
待
さ
れ
て
い
る
武
器
の
使
用
に

つ
い
て
の
慎
重
さ
の
程
度
を
欠
い
て
い
る
こ
と
、
を
判
決
し
た
の
で
あ
る
。

(9)
判
決
の
結
論

以
上
の
判
示
に
基
づ
い
て
、
人
権
裁
判
所
は
、
容
疑
者
の
ジ
ブ
ラ
ル
タ

ル
へ
の
侵
入
を
防
止
し
な
か
っ
た
決
定
、
政
府
当
局
が
少
な
く
と
も
い
く

っ
か
の
側
面
に
お
い
て
情
報
が
誤
り
う
る
可
能
性
に
つ
い
て
十
分
な
劃
酌

を
行
え
な
か
っ
た
こ
と
、
お
よ
び
兵
士
遼
が
死
に
至
ら
せ
る
実
力
に
依
存

し
自
発
的
に
発
砲
し
た
こ
と
に
留
意
し
た
の
で
は
あ
る
が
、
「
三
人
の
テ

ロ
リ
ス
ト
の
容
疑
者
の
殺
害
が
条
約
第
二
条
第
二
項
第
一
号
に
つ
い
て
の

意
味
の
範
囲
内
に
お
け
る
不
法
な
暴
力
か
ら
人
を
守
る
た
め
に
、
絶
対
に

必
要
で
あ
っ
た
実
力
の
行
使
を
構
成
し
た
こ
と
が
説
得
的
に
論
証
さ
れ
て

(

刊

日

)

い
な
い
」
と
結
論
し
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
人
権
裁
判
所
は
、

(
H叫
)

「
条
約
第
二
条
に
つ
い
て
の
違
反
が
あ
っ
た
」
と
判
決
し
た
。
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(一

O
)
判
決
の
意
義

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
の
生
命
権
に
つ
い
て
従
来
の
法
的
拘
束

力
を
持
た
な
い
人
権
委
員
会
の
認
定
ま
た
は
判
断
に
対
し
て
、
人
権
裁
判

所
が
、
初
め
て
、
室
町
内
一
釦
ロ
ロ
事
件
を
通
し
て
、
第
二
条
の
生
命
権
に
つ
い

て
の
解
釈
に
最
終
的
な
法
的
拘
束
力
を
与
え
た
こ
と
は
、
画
期
的
な
意
味

を
持
つ
と
ユ
コ

能
性
の
あ
る
兵
土
達
に
対
す
る
命
令
に
際
し
て
、
政
府
当
局
は
、
?
ア
口

容
疑
者
の
生
命
権
を
尊
重
し
、
対
応
の
際
の
情
報
を
-
評
価
す
る
こ
と
に
最

(
M
W
)
 

大
の
注
意
を
払
う
義
務
に
よ
っ
て
拘
束
さ
れ
て
い
た
」
と
い
う
重
要
な
コ

メ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
。
な
お
、
玄

nngE
事
件
に
つ
い
て
の
判
決
は
、
将

来
、
そ
れ
に
関
連
す
る
事
件
の
リ

l
デ
イ
ン
グ
・
ケ
ー
ス
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
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白
-NZ-

(
H
H
)

足
・
包
宮
『
担
-ME-

(
川
町

)
h
a
F
〉
ぞ
〉
Z
U
市
宮
内
司
自
宅
吋
民
間
関

c
g
E〉
Z

2

2
〈
開
ヨ
5
2

oz
国
C
冨〉

z
m向
。
国
吋
凶
〉
Z
U
司
民
間
開
台
間
O
T間〉
Z
M
O
門UH
〉
「
内
田
〉
周
吋
出
回

5
0
(。
。
ロ
ロ
曲
。
。
B
5口
白
押
白

Far-唱
ま
)
・
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人

権
条
約
と
テ
ロ
主
義
へ
の
予
防
に
関
し
て
、
円
uo-5
者
向
σユn-F
豆町

間

h
q
s
s
s
内
包
認
で
司
ヨ
尽
き
己
認
可

hh52
河』
h
p
u
s
h
司
、
潟
、

4
2
2
H
H
Cヨ
ミ

ロ3
5
5・
回
目
当
・
「
持
向
。
竜
-
「
心
・
∞

M'-335・

第
三
節

第
二
号
|
|
合
法
的
な
逮
捕
ま
た
は
逃
走
の

防
止
を
行
う
た
め

合
法
的
な
逮
捕
(
第
二
条
第
二
項
第
二
号
)
の
た
め
の
実
力
の
行
使
は
、

明
言
巴
〈
・

5
5品
目
ロ
1
0
5
事
件
と
骨
身
〈

-csaEロ
1
0
5
事
件

と
い
う
こ
つ
の
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
事
件
に
お
け
る
争
点
で
あ
っ
た
。

明
白
『
『
色
事
件

(
a
)
事
実
概
要

(
I
)
 

EB--事
件
に
お
い
て
を
三
人
の
男
に
よ
っ
て
銀
行
に
対
す
る
爆
弾
攻

撃
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
情
報
が
あ
っ
た
た
め
、
四
人
の
兵
士
が
、

夜
間
に
銀
行
の
向
か
い
の
ビ
ル
の
屋
上
に
配
置
さ
れ
た
。
三
人
の
男
が
銀

行
の
夜
間
金
庫
に
金
を
預
け
て
い
た
別
の
二
人
の
男
を
攻
撃
し
て
い
る

(
実
際
は
強
盗
を
し
て
い
る
)
の
が
目
撃
さ
れ
た
と
き
に
、
配
備
に
つ
い

て
い
た
兵
士
は
「
止
ま
れ
!
発
砲
す
る
ぞ
」
と
叫
ん
だ
。
兵
士
達
は
、
逃

げ
た
=
一
人
の
男
を
逮
捕
す
る
た
め
に
、
三
人
が
テ
ロ
リ
ス
ト
で
あ
る
と
い

う
間
違
っ
た
確
信
に
基
づ
き
、
殺
害
す
る
意
図
で
発
砲
を
し
た
。
三
人
と

も
、
武
装
し
て
い
る
か
否
か
が
確
信
さ
れ
な
い
で
殺
害
さ
れ
た
。

(b)
国
内
の
判
決

北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
裁
判
所
の
民
事
手
続
に
お
い
て
、
兵
士
達
は
、
基
地

に
連
絡
す
る
手
段
が
一
切
な
く
、
ま
た
逃
げ
て
い
る
男
達
を
止
め
る
唯
一

の
方
法
が
彼
ら
に
発
砲
す
る
こ
と
で
あ
る
と
い
っ
た
状
況
に
置
か
れ
て
い

た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
陪
審
団
は
、
兵
士
達
が
合
法
的
な
逮
捕
ま
た
は

犯
罪
の
防
止
の
た
め
に
「
状
況
に
お
い
て
合
理
的
」
で
あ
る
実
力
を
行
使

し
、
し
た
が
っ
て
、
一
九
六
七
年
の
(
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
)
刑
事
法
第
一
一
一

(2) 

条
第
一
項
の
も
と
に
お
い
て
合
法
的
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

(
C
)

人
権
委
員
会
の
判
断

こ
の
事
件
は
、
人
権
委
員
会
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
八
条
の
友

好
的
解
決
(
つ
ま
り
、
兵
士
達
が
武
装
し
て
い
な
い
容
疑
者
を
殺
害
し
た

北法49(6・142)1300 



こ
と
は
「
不
幸
な
誤
り
」
で
あ
る
と
し
て
、
未
亡
人
に
対
す
る
相
当
な
賠

償
を
も
っ
て
解
決
さ
れ
た
)
に
基
づ
い
て
終
結
さ
れ
た
た
め
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
人
権
条
約
の
人
権
保
障
シ
ス
テ
ム
は
第
二
条
違
反
に
つ
い
て
判
断
し
な

か
っ
た
。

ヨーロッパ人権条約第2条の生命権については・完)

(
d
)
人
権
委
員
会
の
判
断
に
つ
い
て
の
検
討

第
一
に
、

2
5
z
事
件
に
お
い
て
、
申
立
人
は
、
兵
士
達
が
直
面
し
た

状
況
で
の
兵
士
達
に
よ
る
射
殺
が
第
二
条
に
違
反
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

す
べ
て
の
行
動
が
上
級
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
不
注
意
に
計
画
さ
れ
た
(
兵

士
達
に
そ
の
基
地
と
の
通
信
手
段
が
な
い
等
)
か
ら
、
被
告
国
の
側
に
も

法
的
責
任
が
あ
る
と
主
張
し
た
。
こ
の
主
張
は
、
国
内
裁
判
所
で
は
提
起

さ
れ
な
か
っ
た
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
六
条
に
よ
っ
て
要
請

さ
れ
て
い
る
圏
内
救
済
措
置
が
尽
く
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
受
理
で

き
な
い
も
の
と
し
て
却
下
さ
れ
た
。
仮
に
申
立
が
受
理
さ
れ
て
い
た
場
合
、

前
記
申
立
に
よ
る
と
、
人
権
委
員
会
は
、
当
局
の
作
戦
行
動
に
関
す
る
、

過
失
を
伴
、
つ
可
能
性
の
あ
る
計
画
に
つ
い
て
、
第
一
一
条
の
も
と
に
お
い
て

被
告
国
の
法
的
責
任
を
審
査
す
る
際
に
、
「
実
力
の
行
使
が
厳
格
に
比
例

し
て
い
る
か
ど
う
か
の
評
価
に
お
い
て
、
:
:
:
あ
ら
ゆ
る
関
連
性
の
あ
る

状
況
に
適
切
な
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う

ω
8
3同同

(
3
)
 

基
準
に
よ
り
本
件
を
判
断
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
に
、
申
立
人
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
に
つ
い
て
の
文

脈
に
お
い
て
、
死
に
至
ら
せ
る
実
力
の
行
使
に
つ
い
て
の
絶
対
的
な
必
要

性
が
生
命
対
生
命
の
衡
量
基
準
に
達
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
つ
ま
り
、

被
告
国
は
、
そ
の
行
動
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
の
も
と
に
お
い

て
正
当
化
さ
れ
る
た
め
に
、
ま
た
市
民
の
生
命
ま
た
は
身
体
を
保
護
ま
た

は
防
衛
す
る
た
め
に
、
兵
土
達
が
武
装
し
て
い
な
い
容
疑
者
を
殺
害
す
る

(
4
)
 

こ
と
を
必
要
と
し
た
こ
と
を
客
観
的
に
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
調

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

第
三
に
、
い
ず
れ
に
せ
よ

3
5
z
事
件
は
、
い
っ
た
い
殺
害
す
る
意

図
を
も
っ
て
の
実
力
の
行
使
が
、
「
厳
格
な
比
例
原
則
」
基
準
に
調
和
す

る
合
法
的
逮
捕
を
行
う
た
め
の
も
の
と
し
て
、
正
当
化
さ
れ
う
る
の
か
ど

う
か
と
い
う
問
題
を
提
起
し
う
る
。
射
殺
さ
れ
た
者
が
他
人
を
殺
そ
う
と

し
て
い
る
場
合
、
そ
の
射
殺
は
正
当
防
衛
の
見
地
か
ら
正
当
化
さ
れ
う
る
。

し
か
し
、
も
し
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
殺
害
を
意
図
す
る
こ
と
は
、
人
を
適

切
な
権
限
機
関
に
連
行
し
て
い
く
と
い
う
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
に
お

け
る
逮
捕
の
目
的
に
調
和
し
て
お
ら
ず
、
し
か
も
そ
の
後
の
逮
捕
の
可
能

性
を
無
視
す
る
も
の
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

北法49(6・143)1301

rs事
件

合
法
的
な
逮
捕
を
行
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た
め
に
、
殺
害
す
る
意
図
を
も
っ
て
発
砲
す
る
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(5) 

問
題
は
、
関
m-q
事
件
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

(a)
事
実
概
要

面
白
半
分
に
人
の
専
を
盗
ん
で
乗
り
回
し
た
一
七
歳
の
少
年
が
、
軍
隊

の
検
問
所
を
突
破
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
お
い
て

兵
士
の
発
砲
に
よ
っ
て
射
殺
さ
れ
た
。

(
b
)
国
内
の
判
決

連
合
王
国
に
対
す
る
申
立
が
行
わ
れ
る
ま
え
に
、
不
法
行
為
に
基
づ
く

賠
償
に
つ
い
て
の
民
事
請
求
は
、
こ
の
実
力
の
行
使
が
一
九
六
七
年
の

(
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
)
刑
事
法
第
三
条
第
一
項
の
も
と
に
お
い
て
「
犯
罪

の
防
止
の
状
況
に
お
い
て
合
理
的
」
か
つ
合
法
的
で
あ
る
と
し
て
、
北
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
裁
判
所
に
お
い
て
棄
却
さ
れ
た
。
こ
の
国
内
裁
判
所
は
、
刑

事
法
第
三
条
第
一
項
に
お
け
る
実
力
の
行
使
に
つ
い
て
、
「
犯
罪
の
防
止
」

と
い
う
正
当
化
理
由
に
依
拠
し
て
、
第
三
条
第
一
項
に
も
認
め
ら
れ
た
実

力
の
行
使
に
つ
い
て
の
「
合
法
的
な
逮
捕
」
と
い
っ
た
根
拠
に
言
及
し
な

か
っ
た
。
事
実
を
評
価
す
る
と
き
に
、
事
実
審
裁
判
所
の
裁
判
官
は
、
兵

士
達
が
そ
の
少
年
が
テ
ロ
リ
ス
ト
で
あ
る
と
い
う
真
正
か
つ
合
理
的
な
確

信
を
も
っ
て
い
た
こ
と
、
彼
ら
が
殺
害
し
ま
た
は
負
傷
さ
せ
る
意
図
を
も
っ

て
、
車
を
運
転
し
て
い
た
少
年
に
発
砲
し
、
こ
れ
が
車
を
止
め
る
唯
一
の

方
法
で
あ
っ
た
こ
と
、
も
し
車
を
運
転
し
て
い
た
少
年
ま
た
は
車
内
に
い

た
そ
の
他
の
少
年
が
逃
走
し
た
と
す
れ
ば
、
少
年
達
が
そ
の
後
、
他
の
テ

ロ
行
為
を
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
を
考
慮
し
た
。
裁
判
官
は
、
刑
事

法
第
三
条
第
一
項
の
適
用
に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
衡
量
基
準
を
適
用
し
な

(
6
)
 

が
ら
、
車
内
に
い
た
少
年
達
の
こ
の
よ
う
な
行
為
を
す
る
た
め
の
逃
走
を

防
止
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
避
け
ら
れ
る
被
害
が
、
少
年
遼
を
殺
害
し
ま
た

は
負
傷
さ
せ
る
可
能
性
が
高
い
発
砲
行
為
よ
り
も
、
「
一
層
深
刻
」
で
あ

北法49(6・144)1302

る
と
判
示
し
た
。

(

C

)

人
権
委
員
会
の
判
断

(
イ
)
「
絶
対
に
必
要
で
あ
る
」
基
準

前
述
の
国
内
の
判
決
に
お
い
て
裁
判
官
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
た
「
衡
量

基
準
」
に
対
し
て
、
甲
山
色
々
事
件
に
お
い
て
行
使
さ
れ
た
実
力
が
「
絶
対

(7) 

に
必
要
」
な
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
人
権
委
員
会
は
、
次
の

よ
う
に
判
断
を
下
し
た
。

す
な
わ
ち
、
政
府
は
、
兵
士
達
に
許
さ
れ
た
唯
一
の
行
動
方
針
が
、
発

砲
す
る
か
ま
た
は
車
を
逃
走
さ
せ
る
か
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
し
か

も
申
立
人
は
そ
れ
を
争
わ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
「
国
内
裁
判
所
に
お
い
て

も
人
権
委
員
会
に
お
い
て
も
、
タ
イ
ヤ
ま
た
は
エ
ン
ジ
ン
部
分
に
対
し
て

発
砲
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
車
を
動
か
な
く
す
る
可
能
性
が
あ
っ
た
こ
と
は



ヨーロッパ人権条約第2条の生命権について(3・完)

争
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
」
と
指
摘
さ
れ
た
。
人
権
委
員
会
は
、
「
車
を
運

転
し
て
い
た
少
年
に
対
し
て
発
砲
す
る
こ
と
が
少
年
を
殺
す
か
ま
た
は
負

傷
さ
せ
る
高
い
可
能
性
が
あ
る
と
高
等
裁
判
所
の
裁
判
官
が
述
べ
た
」
こ

と
に
注
意
を
払
っ
た
。
し
か
し
、
兵
士
遠
の
直
面
し
て
い
る
状
況
は
、
警

告
が
殆
ど
な
い
あ
る
い
は
全
く
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
し
か
も
兵
士
達
自

身
と
他
人
を
負
傷
さ
せ
う
る
危
険
に
さ
ら
す
、
車
を
運
転
し
て
い
た
少
年

に
よ
る
行
為
に
対
し
て
、
兵
士
達
は
、
正
当
防
衛
の
主
張
を
行
わ
な
か
っ

た
。
し
た
が
っ
て
、
「
兵
士
達
の
行
為
は
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
お
け
る

諸
般
の
事
件
を
背
景
と
し
て
、
一
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
北
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
は
、
テ
ロ
リ
ス
ト
の
殺
害
が
す
で
に
日
常
生
活
で
よ
く
起
こ
る
と

い
う
状
況
に
直
面
し
て
い
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
文
脈
に
お
い
て
、
人
権
委
員
会
は
‘
車
の
「
少
年
遠
に
対
す
る
加

害
の
危
険
が
高
度
で
あ
る
が
、
少
年
達
の
逃
走
を
防
止
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
避
け
ら
れ
う
る
よ
う
な
被
害
(
兵
土
達
が
合
理
的
に
考
え
た
よ
う
に

|
|
筆
者
註
)
が
一
層
重
大
で
あ
り
、
そ
の
被
害
と
は
、
す
な
わ
ち
テ

ロ
行
為
に
よ
る
生
命
の
喪
失
と
テ
ロ
行
為
を
再
開
す
る
テ
ロ
リ
ス
ト
の
行

動
で
あ
る
」
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
人
権
委
員
会
は
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
日
常
生
活
に
お
い

て
テ
ロ
行
為
が
よ
く
起
こ
る
と
い
う
背
景
に
照
ら
し
て
、
少
年
に
対
す
る

加
害
の
危
険
と
テ
ロ
行
為
に
よ
る
被
害
と
の
比
較
衡
旦
一
塁
と
い
う
手
法
に
よ

り
、
条
約
第
二
条
の
違
反
が
な
い
と
判
断
し
た
。

(
ロ
)
申
立
の
受
理

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
の
も
と
に
お
い
て
こ
の
事
件
に
つ
い
て

の
申
立
を
受
理
す
る
か
ど
う
か
に
関
し
て
、
人
権
委
員
会
は
ま
ず
、
兵
士

達
が
「
合
法
的
な
逮
捕
を
行
う
た
め
に
」
発
砲
し
た
と
判
断
し
た
。
こ
の

点
を
確
定
し
た
後
、
人
権
委
員
会
は
、
射
殺
に
よ
る
「
犯
罪
の
防
止
」
と

い
う
事
実
審
裁
判
所
裁
判
官
が
挙
げ
た
正
当
化
理
由
を
審
査
す
る
必
要
が

な
い
と
判
断
し
た
。
人
権
委
員
会
が
留
意
し
た
よ
う
に
、
事
実
審
裁
判
所

の
正
当
化
理
由
で
あ
る
、
「
犯
罪
の
防
止
」
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約

第
二
条
の
法
丈
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
人
権
委
員
会
は
、
事
案

審
裁
判
所
の
事
実
認
定
に
言
及
し
な
が
ら
、
こ
の
事
件
に
お
け
る
兵
士
遠

の
発
砲
が
、
テ
ロ
リ
ス
ト
で
あ
る
と
合
理
的
に
確
信
さ
れ
た
少
年
達
を
逮

捕
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
少
年
達
に
よ
る
テ
ロ
活
動
の
実
行
を

防
ぐ
た
め
の
実
力
の
行
使
は
「
合
法
的
な
逮
捕
」
に
当
た
る
と
し
て
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
の
も
と
に
お
い
て
正
当
化
さ
れ
う
る
と
判
断
し
た
。

北法49(6・145)1303

(d)
人
権
委
員
会
の
判
断
に
つ
い
て
の
検
討

以
上
の
人
権
委
員
会
の
判
断
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
検
討
が
行
わ

れ
、
つ
る
。
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第
一
に
、
た
と
え
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
法
律
が
条
約
第
二
条
第
二
項
第

一
.
号
の
「
合
法
的
な
逮
捕
」
に
当
た
り
、
そ
の
法
律
の
も
と
に
お
い
て
は
、

犯
罪
の
防
止
の
た
め
に
実
力
が
行
使
さ
れ
う
る
と
し
て
も
、
兵
士
達
は
、

関町
-q
事
件
に
お
け
る
前
述
の
よ
う
な
事
実
に
基
づ
く
状
況
に
お
い
て
は
、

犯
罪
の
防
止
と
い
う
理
由
で
逮
捕
す
る
権
限
を
有
し
な
い
の
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
「
人
権
委
員
会
は
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
裁
判
所
が
認
め
て
い
な

か
っ
た
、
し
か
も
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
な
い
逮
捕
の
権
限
が
北
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
に
お
い
て
存
在
し
て
い
る
と
い
っ
た
推
定
に
基
づ
い
て
、
関
市
-q

(8) 

の
申
立
を
却
下
し
た
」
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
も
し
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
第
二
項
第
二
号
の
「
合

法
的
な
逮
捕
」
が
被
告
国
の
法
律
の
も
と
に
お
い
て
合
法
的
で
あ
る
こ
と

を
意
味
す
る
と
さ
れ
る
な
ら
ば
、
人
権
委
員
会
の
判
断
は
、
北
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
の
法
律
に
対
す
る
間
違
っ
た
見
解
に
基
づ
い
て
い
た
こ
と
が
留
意
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
人
権
委
員
会
の
判
断
は
、
第
二
条
(9) 

第
二
項
の
「
合
法
的
」
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
も
と
に
お
い
て
も
、

国
内
法
の
も
と
に
お
い
て
も
、
合
法
的
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
か

ど
う
か
に
つ
い
て
、
批
判
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
兵
士
達
が
国

内
法
に
基
づ
い
て
逮
捕
を
行
う
こ
と
は
、
身
体
の
自
由
を
保
護
す
る
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
五
条
に
調
和
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
敷
~
約
し
て
言

え
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
五
条
第
一
項
第
三
号
の
も
と
に
お
い
て

は
、
あ
る
者
が
「
犯
罪
の
実
行
:
:
:
を
防
ぐ
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
合
理

的
に
考
え
ら
れ
る
と
き
に
」
逮
捕
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

北法49(6・146)1304

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
五
条
第
一
項
第
三
号
に
お
い
て
は
、
少
年
が
特

定
の
犯
罪
を
行
お
う
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
少
年
を
逮
捕

し
た
後
、
起
訴
す
る
た
め
に
少
年
を
「
権
限
の
あ
る
法
的
機
関
」
に
連
行

し
て
い
く
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
人
権
委
員
会
は
、

剛

E
q事
件
の
事
実
に
つ
い
て
、
兵
士
達
が
あ
る
特
定
の
テ
ロ
リ
ス
ト
犯

罪
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
確
信
す
る
理
由
が
あ
っ
た
と
の
認

定
を
行
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
少
年
達
を
逮
捕
・
訴
追
し
よ
う
と
し
た
と

の
認
定
も
何
ら
行
っ
て
お
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
、
人
権
委
員
会
の
判
断
は
、

事
実
審
裁
判
所
の
判
断
の
よ
う
に
、
広
汎
に
将
来
の
テ
ロ
行
為
の
防
止
の

観
点
か
ら
の
も
の
で
あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

第
三
に
、
将
来
の
テ
ロ
リ
ス
ト
犯
罪
を
防
ぐ
た
め
の
逮
捕
を
行
う
た
め

の
実
力
の
行
使
(
こ
れ
が
「
合
法
的
」
で
あ
る
と
仮
定
す
る
な
ら
ば
)
に

関
し
て
、
死
に
至
ら
せ
る
実
力
の
行
使
が
他
人
に
よ
る
実
力
の
差
し
迫
っ

た
行
使
を
防
ぐ
た
め
に
許
容
さ
れ
う
る
(
こ
の
場
合
に
前
述
し
た
よ
う
に
、

正
当
防
衛
と
い
う
正
当
化
理
由
は
一
一
層
説
得
力
が
あ
る
)
の
に
対
し
て
、

将
来
か
っ
不
確
定
の
犯
罪
的
行
為
を
防
ぐ
た
め
に
、
死
に
至
ら
せ
る
よ
う

な
実
力
は
決
し
て
「
絶
対
に
必
要
」
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
べ
き

で
は
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。



ヨーロッパ人権条約第2条の生命権について(3・完)

第
四
に
、
人
権
委
員
会
は
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
お
け
る
緊
急
事
態
の

文
脈
に
お
い
て
、
共
同
体
に
対
す
る
テ
ロ
行
為
を
繰
り
返
し
行
う
テ
ロ
リ

ス
ト
で
あ
る
と
合
理
的
に
疑
わ
れ
た
人
々
の
逃
走
を
防
止
す
る
唯
一
の
方

法
で
あ
る
場
合
に
、
兵
士
達
が
、
結
果
と
し
て
死
に
導
き
う
る
状
況
に
お

い
て
、
殺
害
す
る
意
図
を
も
っ
て
ま
た
は
重
傷
を
負
わ
せ
る
発
砲
を
し
う

(ω) 
る
と
判
断
し
た
。
人
権
委
員
会
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
再
び
、
批
判
さ
れ
う

る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
お
け
る
特
殊
な
状
況
へ
の
依
(日〉

拠
は
、
第
二
条
が
公
の
緊
急
事
態
の
と
き
に
お
い
て
も
離
脱
さ
れ
え
な
い

こ
と
を
規
定
し
て
い
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
一
五
条
第
二
項
と
、
生

命
権
の
例
外
は
狭
く
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
人
権
委
員
会

(ロ)

自
身
の
見
解
に
反
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

第
五
に
、

5
5事
件
は
、
結
局
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
七
条

(
日
)

第
二
項
の
「
明
白
に
根
拠
不
十
分
」
と
い
う
規
定
に
基
づ
い
て
人
権
委
員

会
に
よ
っ
て
却
下
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
件
に
含
ま
れ
た
前
述
の
争

点
の
重
要
性
を
考
え
る
と
、
本
件
は
、
訴
訟
手
続
に
し
た
が
っ
て
最
終
的

な
判
断
に
至
れ
ば
、
よ
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

第
三
章
第
三
節
註

(
L
E
B
-
-
〈

-
C
5
E
Eロ
1
0
2
事

件

宝

石

-zo
唱
。

5
8咽
凶

。

開ロ『門
U
O
B
B・口出
-
m
-
O
R
骨
宮
司
・
ま
(
】
唱
∞
M))
・
友
好
的
解
決
で
終

結
さ
れ
た

O
R
凶
∞
ロ

R-
待
問
開
司
主
(
日
遺
品
)
・

(2)
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
お
け
る
刑
事
法
第
三
条
第
一
項
は
、
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
と
ウ
エ

l
ル
ズ
に
お
い
て
適
用
さ
れ
た
一
九
六
七
年
の

刑
事
法
第
三
条
第
一
項
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
人

は
犯
罪
の
防
止
、
又
は
犯
罪
者
若
し
く
は
犯
罪
容
疑
者
若
し
く
は

広
く
不
法
な
人
々
に
対
し
合
法
的
な
逮
捕
を
行
い
、
又
は
援
助
す

る
状
況
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
実
力
を
行
使
し
う
る
」
と
規
定

し
て
い
る
。

(
3
)
印
お
言
『

:
-
C
E
E
百
=
m
S
O
S
事
件
(
〉
召

zo--oEA¥巴
噌
凶
喧

開
Z
円・内
O
B
B
.口
出

-m-唱。同門リ・持閉山田》
.
3
-
(同唱∞凶))・

(
4
)
4
F
O
B
g
u
m凹
nz-M寸廿町内
q沼町内
hwHSH弘同)同室内お己
2H
己
H
，H
E
均四旬、

HHHq

内
、
』
》
宮
崎
内
出
向
、
定
九
九
沼
町
三

2
1
8
0
s
a
~
~
r
b
s
E
E
h
h
n
s
E
3
E
R
E
b
H
S
s
b
~

SHh
内
。
豆
、
む
さ
え
て
句

'E2旬、言丸町、同町と・凶
A
凶

O
N
c
m〈
ご

Ma--
凶(-唱∞凶)・

(
5
)
-
E
q
〈・

5
長
色
白
口
問
号
ヨ
事
件
(
〉
害
・

2
0・
コ
ヨ
沼

8
・
(
3
3
)
)

未
掲
載
0
0

』
出
〉
貫
目
的
同
区
-
-
c
t
ξ
2
4
Z開
閉
完
S
E
z

g
z〈開
Z45z

。z
z
g〉
Z
E
C
E，印
U
0
2
3
3
・
以
下
、

-
E
q

事
件
に
つ
い
て
の
議
論
は
、
ミ
・
酔
門
凶
ナ
出
参
照
。

(
6
)
同
巳
ぞ
事
件
は
、
そ
の
事
実
か
ら
、

k
s
S
3，。
g
q包
〆

閉山刊号『
2
8
事
件
よ
り
、
一
層
深
刻
で
あ
る
。
〉
5
3
3
a
c
g
n
E
〆

mm符『
2
8
事
件
の
事
実
は
、
逃
走
中
の
テ
ロ
リ
ス
ト
と
疑
わ
れ

て
殺
さ
れ
た
者
が
、
軍
隊
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
襲
撃
す
る
た
め
に
即

時
に
そ
の
他
の
テ
ロ
リ
ス
ト
に
加
入
す
る
と
い
う
推
定
に
基
づ
い

て
い
た
も
の
で
あ
る
。
〉
5
8
3
'
c
g
m
E
〆
mops=円
相
事
件
に
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つ
い
て
は
、
〉
旨

z
z
z
g
hぎ
b
H
S
hと
呂
町
、
凡
さ
~
内
む
た
喜
久

甘
註
R
S
E
M
d
B
C
Z
E同
国

E
-
S
B
H
C唱
(
】
混
∞
)
に
お
い
て
紹

介
さ
れ
て
い
る
。

(7)
人
権
委
員
会
は
、
条
約
の
「
絶
対
に
必
要
で
あ
る
」
基
準
と
イ

ギ
リ
ス
、
ウ
エ

i
ル
ズ
お
よ
び
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
、
厳
格
で
は

な
い
「
状
況
に
お
け
る
合
理
的
」
基
準
の
差
異
に
関
し
て
説
明
を

し
な
か
っ
た
。

(8)
明・内・∞

E
P
=内
河
町
立
H
H
q
U』
貯

SR出
H
E

こ
S
Fご
色
、
円
札
口
九

S
E宅

同
ヨ
守
、
門
司
豆
町
司
町
、
宇
品

Z
E宅
F
-
H
凶U
A
-
凶
ま
(
志
望
)
・
ま
た
、
人
権
委
員

会
の
剛

E
q事
件
に
対
す
る
判
断
は
、
将
来
の
犯
罪
を
防
止
す
る

た
め
の
殺
す
政
策
を
促
進
す
か
も
し
れ
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
O

RA-
白円凶凶
A
・

(
9
)
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
五
条
の
趣
旨
は
、
身
体
お
よ
び
安
全

に
つ
い
て
の
権
利
が
絶
対
的
な
権
利
で
は
な
い
が
、
法
律
に
基
づ

く
場
合
に
だ
け
逮
捕
ま
た
は
抑
留
さ
れ
う
る
と
い
う
点
に
あ
る
。

ま
た
、
そ
の
依
拠
さ
れ
る
法
律
は
、
認
め
ら
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
基

準
に
調
和
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

U
-
H出
馬
田
沼
田
〉
「
J

F
〉
君
。
咽
斗
坦
開
明
cmO噌開〉
z
。。
Z
〈開

z
d
o
z
o
z
国
C
冨〉
Z
何
回
の
再
司
印
。
J
可

(
3
3
)・
例
え
ば
、
人
権
裁
判
所
は
、
切
。
N

曲
目
。
〈
・

F
g
n
m
事
件

(ニ
-
F肖・

0
国・閉
N
3
2・〉
Y
S
官一
g
・
2
巴
(
苫
∞
晶
)
)
に
お
い
て
、

第
五
条
の
全
体
的
な
目
的
は
、
い
か
な
る
者
も
、
「
添
意
性
」
に

お
い
て
そ
の
自
由
を
奪
わ
れ
な
い
と
判
示
し
た
。

(叩
)

M

m

色
司
事
件
は
、
次
の
よ
う
な
状
況
を
説
明
し
て
い
る
。
第
一
の

状
況
は
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
お
け
る
死
ぬ
ま
で
発
砲
す
る
政
策

に
関
す
る
主
張
に
至
ら
せ
た
も
の
で
あ
り
、
と
り
わ
け
治
安
部
隊

が
一
般
法
に
よ
っ
て
(
法
律
の
範
囲
内
に
お
け
る
公
的
政
策
の
結

果
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
)
容
疑
を
か
け
ら
れ
た
テ
ロ
リ
ス
ト
の
逃

走
を
防
止
す
る
た
め
に
、
死
に
至
ら
せ
る
武
器
を
行
使
す
る
こ
と

を
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
第
二
の
状
況
は
、
主
張
に
よ

る
と
(
こ
れ
は
立
証
さ
れ
て
い
な
い
て
治
安
部
隊
が
疑
わ
れ
た
テ

ロ
リ
ス
ト
を
射
殺
す
る
こ
と
が
、
授
権
さ
ね
ま
た
は
指
示
さ
れ
て

い
る
も
の
で
あ
る
。
死
ぬ
ま
で
の
発
砲
に
関
す
る
一
般
的
な
問
題

に
つ
い
て
、
』
問

ZZZOMeh
足、5
5
8
a
-
出
向
呂
十
己
。
に
お
い
て
詳

し
く
検
討
さ
れ
て
い
る
。

(
日
)
こ
の
事
件
は
、
そ
の
根
拠
に
関
し
て
、
∞
3
2
4〉

gMMREGE--出

事
件

(
E
U
4
回
開
男

-
D
-
z
m・
3
2・
〉
)
(
苫
∞
∞
)
)
と
区
別
さ
れ
う
る
。

∞
8
8
事
件
は
、
人
権
裁
判
所
が
緊
急
事
態
の
状
況
に
依
拠
し
て
、

ヨ
l
ロ
ァ
パ
人
権
条
約
第
五
条
を
適
用
す
る
場
合
、
そ
の
離
脱
が

認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

(
ロ
)
人
権
委
員
会
は
、
「
絶
対
に
」
と
い
っ
た
文
言
に
は
、
条
約
の
他

の
条
項
の
文
脈
よ
り
、
そ
の
必
要
さ
が
一
層
厳
格
か
つ
よ
り
や
む

に
や
ま
れ
な
い
基
準
が
適
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
判
断
し

た
。
国
〉
何
回
同
印
刷
↓
〉
「

L
S
u
s
=。広市
y
aム叫・

(
日
)
こ
の
邦
訳
は
、
田
畑
茂
二
郎
H
松
井
芳
郎
H
竹
本
正
幸
H
薬
師

寺
公
夫
『
国
際
人
権
条
約
・
宣
言
集
』
{
第
二
版
]
(
東
信
堂
・
一

九
九
四
年
)
三
五
三
頁
に
よ
る
。
同
じ
邦
訳
は
、
芹
回
健
太
郎

北法49(6・148)1306



『
国
際
人
権
条
約
・
資
料
集
』
[
第
二
版
]
(
有
信
堂
・
一
九
八
二

年
)
五
二
頁
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
芹
田
健
太
郎
「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
権
委
員
会
の
活
動
と
そ
の
性
格

l
l人
権
の
国
際
的
保

障
と
国
家
主
権
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
|
|
(
上
ご
論
叢
七
九
巻

一
号
(
一
九
六
六
年
)
一

O
四
頁
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

第
四
節

第
三
号
1

1

暴
動
ま
た
は
反
乱
を
鎮
圧
す
る

た
め

ヨーロッパ人権条約第2条の生命権について(3・完)

一
切
円
向
者
監
事
件

第
二
条
第
二
項
第
三
号
の
「
暴
動
」
お
よ
び
「
反
乱
」
と
い
っ
た
文
一
一
百

は
、
条
約
上
の
独
自
の
意
味
を
有
す
る
。
「
暴
動
」
の
丈
言
に
関
し
て
は
、

回
同
町
垣
島
見
事
件
に
お
い
て
判
断
さ
れ
、
し
か
も
そ
の
判
断
は
「
反
乱
」
に

も
あ
て
は
ま
る
も
の
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
う
る
。
こ
の
事
件
に
お
い
て
、

人
権
委
員
会
は
、
「
パ
ト
ロ
ー
ル
の
兵
士
達
に
対
し
て
ロ
ケ
ッ
ト
弾
を
発

射
す
る
行
為
を
含
む
、
重
大
な
傷
害
の
危
険
に
さ
ら
す
ほ
ど
の
一
五

O
人

の
群
衆
集
会
は
、
い
か
な
る
基
準
に
背
中
て
も
、
暴
動
を
構
成
す
る
と
見

な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
事
件
の
事
実
だ
け
に
基
づ
い
て
判
断

し
、
「
暴
動
」
の
文
言
を
定
義
す
る
の
を
避
け
た
。
こ
の
事
件
に
お
い
て
、

人
権
委
員
会
は
、
暴
動
を
鎮
圧
す
る
場
合
、
兵
士
達
が
退
却
し
え
な
い
こ

と
を
考
慮
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
第
二
項
に
お
け
る
そ
の

他
の
認
め
ら
れ
た
例
外
の
場
合
の
よ
う
に
、
∞
門
町
宅
由
民
事
件
に
お
い
て
採

用
さ
れ
た
「
絶
対
に
必
要
で
あ
る
」
基
準
に
関
す
る
厳
格
な
解
釈
は
、
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
を
失
っ
た
集
会
お
よ
び
デ
モ
に
お
け
る
多
数
の
群
衆
を
取
り

扱
う
と
き
、
法
の
執
行
人
員
の
側
の
保
護
の
必
要
性
に
対
し
て
注
意
を
払

う
べ
き
と
い
う
点
に
お
い
て
も
重
要
で
あ
る
。

ニ
u
n
〈

-
F
f
E
B
事
件

〈

;

;

(

2

)

}ハ〈・田町一
m
E
B
と
い
う
初
期
の
事
件
に
お
い
て
、
暴
動
を
鎮
圧
す
る
た

め
に
活
動
し
て
い
た
警
察
官
は
、
無
事
の
傍
観
者
を
射
殺
し
た
。
そ
の
武

器
の
使
用
に
つ
い
て
必
要
な
授
権
が
与
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
理

由
で
、
武
器
を
使
用
し
た
警
察
官
は
、
ベ
ル
ギ
ー
法
律
の
も
と
に
お
い
て

「
合
法
的
」
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
第
二
条
第
二
項
第
三
号
の
範
囲
内
で

あ
る
と
し
て
免
責
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
件

は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
が
故
意
の
生
命
剥
奪
に
し
か
関
連
し

て
い
な
い
と
い
う
理
由
で
、
そ
の
第
二
七
条
第
二
項
に
基
づ
き
、
「
明
白

に
根
拠
不
十
分
」
の
も
の
と
さ
れ
、
人
権
委
員
会
に
よ
っ
て
受
理
で
き
な

い
と
宣
告
さ
れ
さ
れ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
第
二
条
が
故
意
の
生
命
剥
奪
に
し
か
関
連
し
て
い
な

い
と
い
う
見
解
は
、
す
で
に
盟
問
君
主
事
件
に
お
い
て
、
「
第
二
条
の
法
文

を
全
体
と
し
て
解
す
る
と
、
第
二
項
は
、
個
人
を
故
意
に
殺
す
こ
と
が
認

め
ら
れ
た
状
況
を
主
と
し
て
規
定
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
実
力
行
使
の

不
本
意
な
結
果
と
し
て
、
生
命
の
剥
奪
が
生
じ
る
か
も
し
れ
な
い
『
実
力

を
行
使
す
る
』
こ
と
が
認
め
ら
れ
う
る
状
況
を
規
定
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
を
示
し
て
い
る
」
と
い
う
人
権
委
員
会
の
判
断
に
よ
っ
て
廃
棄
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
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第
四
章

死
刑

1

l
反
対
し
な
い
容
認
か
ら

廃
止
ま
で
|
|

第
一
節

死
刑
の
執
行
に
つ
い
て
の
条
件
お
よ
び
制
限

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
の
生
命
権
に
つ
い
て
の
第
一
の
例
外
は
、

死
刑
に
関
連
し
て
い
る
。
死
刑
は
、
第
二
条
第
一
項
に
よ
っ
て
明
確
に
認

め
ら
れ
て
い
る
。
死
刑
は
、
「
法
律
で
死
刑
を
定
め
る
犯
罪
に
つ
い
て
有

罪
の
判
決
の
後
に
裁
判
所
の
刑
の
言
い
渡
し
を
執
行
す
る
場
合
」
に
可
能

と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
第
一
項
第
二
文

は
、
そ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
条
件
が
充
た
さ
れ
て
い
る
限
り
、
死
刑
を

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
制
限
外
に
お
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
節
は
、
制
定
過
程
に
お
け
る
死
刑
規
定
お
よ
び
死
刑
の
執
行
に
つ
い

て
の
手
続
的
な
条
件
・
内
在
的
な
制
限
・
死
刑
に
科
さ
れ
う
る
犯
罪
の
種

類
を
考
察
す
る
。

北法49(6・150)1308

制
定
過
程
に
お
け
る
死
刑
規
定

死
刑
は
、
生
命
権
条
項
に
つ
い
て
の
制
定
過
程
の
第
一
期
、
第
二
期
に

お
い
て
全
然
言
及
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
(
本
稿
第
一
章
参
照
)
。
な
ぜ
な

ら
、
当
時
、
死
刑
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
お
い
て
法
律
に
よ
っ
て
認
め

ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
第
三
期
に
至
っ
て
、
最
初
に
死
刑
に
言
及
し

た
条
約
に
つ
い
て
の
提
案
は
、
連
合
王
国
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
そ
の
提

(
1
)
 

案
は
、
「
死
刑
の
適
法
性
を
守
る
よ
う
に
注
意
す
る
」
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
連
合
王
国
の
提
案
は
反
対
さ
れ
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
死
刑
の
使

用
の
限
定
ま
た
は
制
限
が
意
図
さ
れ
た
、
あ
る
い
は
議
論
さ
れ
た
様
子
さ

え
も
、
当
時
の
生
命
権
条
項
の
制
定
過
程
に
お
い
て
全
く
窺
わ
れ
な
か
っ
た
。

死
刑
の
執
行
に
つ
い
て
の
手
続
の
条
件

前
述
の
よ
う
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
は
、
死
刑
の
執
行
を

認
め
て
い
る
が
、
第
一
項
自
体
が
「
法
律
で
死
刑
を
定
め
る
犯
罪
に
つ
い

て
有
罪
の
判
決
の
後
に
裁
判
所
の
刑
の
言
い
渡
し
を
執
行
す
る
場
合
」
と

い
う
条
件
を
も
示
し
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
条
約
第
二
条
は
、

(
2
)
 

公
正
な
裁
判
の
要
請
(
第
六
条
)
に
対
す
る
内
在
的
な
関
連
を
も
つ
も
の

(3) 

と
し
て
、
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
条
約
第
六
条
の
こ



の
要
請
は
、
第
二
条
自
体
と
は
異
な
り
、
緊
急
事
態
の
も
と
で
は
離
脱
さ

れ
う
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
す
べ
て
の
状
況
の
も
と
に
お
い
て
、

裁
判
所
の
有
罪
判
決
な
し
の
、
か
つ
法
律
に
基
づ
く
判
決
の
言
い
渡
し
な

し
の
略
式
処
刑
は
、
明
ら
か
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
に
違
反
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

ヨーロッパ人権条約第2条の生命権については・完)

三
死
刑
の
執
行
に
つ
い
て
の
制
限

前
述
の
手
続
的
な
条
件
を
別
に
す
れ
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二

条
自
体
は
、
死
刑
の
執
行
を
制
限
し
ま
た
は
制
約
し
て
い
な
い
が
、
今
日
、

こ
の
よ
う
な
完
全
な
国
の
自
由
に
つ
い
て
の
論
述
は
、
主
に
理
論
的
な
も

の
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
世
界
の
す
べ
て
の
国
は
、
そ
の
法

(
4
)
 

律
お
よ
び
そ
の
他
の
国
際
文
書
に
よ
っ
て
死
刑
の
執
行
が
厳
格
に
制
限
さ

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

(a)
四
つ
の
制
限

死
刑
を
禁
止
し
て
い
な
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
自
体
さ
え
も
、
実
際

上
、
条
約
の
他
の
特
定
の
条
項
、
つ
ま
り
内
在
的
な
基
準
お
よ
び
法
の
一

般
原
則
の
適
用
に
よ
っ
て
、
死
刑
の
執
行
を
制
限
す
る
根
拠
と
し
て
機
能

を
果
た
し
う
る
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
裁
判
所
に
よ
っ
て
宣
告
さ

れ
た
あ
ら
ゆ
る
死
刑
の
判
決
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
も
と
に
お
い

て
認
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権

条
約
の
そ
の
他
の
条
項
か
ら
導
か
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
制
限
に
つ

い
て
は
、
す
な
わ
ち
、
犯
罪
と
刑
罰
の
関
に
比
例
原
則
を
要
請
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
で
あ
り
、
そ
う
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
刑
罰
は
、
第
三
条
が
言
う

(5) 

と
こ
ろ
の
「
非
人
道
的
」
な
も
の
(
第
一
の
制
限
)
に
な
る
。
な
お
、
同

じ
要
請
が
、
処
刑
の
方
法
に
も
あ
て
は
ま
る
(
第
二
の
制
限
)
よ
う
に
考

え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
第
七
条
に
よ
り
死
刑
等
の
刑
事
罰
の
対
象
と
な
る

犯
罪
は
、
そ
の
犯
行
時
の
規
定
に
よ
っ
て
処
罰
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(
第
三
の
制
限
)
。
な
お
、
死
刑
を
科
す
る
こ
と
ま
た
は
執
行
お
よ
び
特

赦
の
請
求
に
つ
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
一
四
条
の
も
と
に
お
け

(6) 

る
差
別
禁
止
の
要
請
(
第
四
の
制
限
)
も
遵
守
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
死
刑
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
も
と
に
お

い
て
認
め
れ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
は
、
い
く
つ
か
の
条
約
の
条

項
の
文
脈
の
も
と
に
お
い
て
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

(
b
)
百円

Z
c
a〈
-
C
E
E
E口
開

ι
O
B
事
件

(
イ
)
死
刑
制
度
の
ジ
レ
ン
マ

と
り
わ
け
、
死
刑
に
対
す
る
第
一
の
制
限
の
「
非
人
道
的
」
(
ヨ

l
ロ
ツ
(7) 

パ
人
権
条
約
第
三
条
)
に
つ
い
て
、
百
円
宵
宅
。
o
a
〈

-
E己
【
包
巴
諸
島
。
ョ
事
件

に
現
れ
て
い
る
よ
う
に
、
死
刑
に
つ
い
て
の
難
し
い
ジ
レ
ン
マ
は
、
上
訴

北法49(6・151)1309
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と
い
う
手
続
に
見
ら
れ
て
い
る
。
上
訴
は
、
不
可
避
的
に
死
刑
の
執
行
を

遅
延
さ
せ
、
し
か
も
上
訴
期
間
中
、
判
決
を
言
い
渡
さ
れ
た
者
は
、
自
ら

の
上
訴
の
ゆ
え
に
、
運
命
に
つ
い
て
不
確
実
な
状
況
に
お
か
れ
ざ
る
を
え

な
い
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
長
び
く
上
訴
制
度
は
、
長
期
間
に
わ
た
る
不

確
実
さ
に
よ
る
激
し
い
不
安
を
起
こ
さ
せ
る
が
、
上
訴
を
続
け
る
こ
と
で

有
利
な
結
果
の
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
不
安
は
、
非
人
道
的
な
も

し
く
は
品
位
を
傷
つ
け
る
取
り
扱
い
ま
た
は
刑
罰
を
構
成
し
、
第
三
条
に

反
し
う
る
。
他
方
、
健
全
な
上
訴
制
度
は
、
第
二
条
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ

る
よ
う
な
生
命
権
の
保
護
を
確
保
し
、
し
か
も
恐
意
性
を
防
止
す
る
こ
と

に
役
立
っ
て
い
る
。

人
権
委
員
会
は
、
申
立
の
こ
の
側
面
は
「
明
白
に
根
拠
不
十
分
」
で
あ

る
と
宣
告
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
申
立
人
は
、
審
理
さ
れ
ま
た
は
有
罪
と
言

い
渡
さ
れ
て
お
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
、
申
立
人
が
さ
ら
さ
れ
る
取
り
扱
い

ま
た
は
申
立
人
が
そ
れ
に
さ
ら
さ
れ
る
危
険
が
、
第
三
条
に
反
す
る
非
人

道
的
な
も
し
く
は
品
位
を
傷
つ
け
る
取
り
扱
い
ま
た
は
刑
罰
を
構
成
す
る

よ
う
な
重
大
さ
が
あ
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
を
確
定
し
え
な
い
か
ら
で

あ
る
。

(
ロ
)
人
権
委
員
会
の
判
断

連
合
王
国
政
府
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
第
一
項
の
第
二
文

が
法
律
で
死
刑
を
定
め
る
犯
罪
に
つ
い
て
「
有
罪
の
判
決
の
後
に
裁
判
所
仰

の
刑
の
言
い
渡
し
を
執
行
す
る
場
合
」
と
明
確
に
規
定
し
て
い
る
以
上
、
関

上
訴
手
続
に
伴
う
遅
延
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
と
第
三
条
を
かnM

d
 

と
も
に
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
り
両
立
で
き
る
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
い
た
。
出

人
権
委
員
会
は
、
こ
の
主
張
を
退
け
た
。
人
権
委
員
会
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
北

人
権
条
約
が
確
か
に
全
体
と
し
て
解
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
認
め
た
が
、
他

方
で
、
次
の
よ
う
に
強
調
し
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
条
項
は
、
内

在
的
な
重
複
部
分
が
あ
る
と
こ
ろ
に
お
い
て
、
適
切
な
比
較
衡
量
が
な
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
し
か
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
人
権
保
障
シ
ス

テ
ム
は
、
あ
る
条
項
が
他
の
条
項
の
明
白
な
文
言
に
干
渉
し
、
そ
の
文
言

の
意
味
を
制
限
し
て
し
ま
う
こ
と
を
意
図
し
て
い
な
い
こ
と
は
、
間
違
い

な
い
。
人
権
裁
判
所
ま
た
は
人
権
委
員
会
が
認
め
て
い
た
よ
う
に
、
「
第

三
条
は
、
い
か
な
る
制
限
に
も
服
し
な
い
。
そ
の
文
言
は
、
あ
り
の
ま
ま

で
あ
り
絶
対
的
で
あ
る
」
o
第
三
条
の
こ
の
基
本
的
な
側
面
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
人
権
条
約
の
権
利
の
仕
組
み
に
お
け
る
そ
の
重
要
な
立
場
を
反
映
し
て

い
る
。
し
か
も
戦
争
そ
の
他
の
国
民
の
生
存
を
脅
か
す
公
の
緊
急
事
態
の

場
合
に
お
い
で
さ
え
離
脱
を
認
め
て
い
な
い
、
第
一
五
条
第
二
項
の
文
言

に
よ
っ
て
さ
ら
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
状
況
に
お
い
て
、
人
権

委
員
会
は
、
「
そ
の
第
二
条
第
一
項
の
文
言
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
人
権
条
約
に
含
ま
れ
る
そ
の
他
の
権
利
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
の
保
護
に
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関
連
す
る
状
況
が
第
三
条
の
も
と
に
お
い
て
問
題
を
ひ
き
起
こ
す
可
能
性

(8) 

は
否
定
で
き
な
い
」
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
連
合
王
国
政
府
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
第
一

項
に
お
け
る
「
有
罪
の
判
決
の
後
に
裁
判
所
の
刑
の
言
い
渡
し
を
執
行
す

る
場
合
」
と
い
う
文
言
が
規
定
さ
れ
て
い
る
以
上
、
も
ち
ろ
ん
、
上
訴
手

続
に
伴
う
遅
延
が
条
約
第
三
条
違
反
に
な
ら
な
い
と
主
張
し
た
。
し
か
し
、

人
権
委
員
会
は
、
死
刑
規
定
を
含
む
多
く
の
例
外
事
由
の
あ
る
第
二
条
に

対
し
て
、
条
約
第
三
条
が
い
か
な
る
例
外
事
由
お
よ
び
離
脱
を
も
認
め
な

い
と
い
う
絶
対
的
な
権
利
の
性
格
を
有
す
る
と
判
断
し
た
。

(
C
)

死
刑
が
科
さ
れ
う
る
犯
罪

な
お
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
は
、
い
か
な
る
「
犯
罪
」
に
対

し
て
も
死
刑
を
認
め
る
が
、
比
例
原
則
が
適
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(9) 

か
ら
、
結
局
、
死
刑
は
「
最
も
重
大
な
犯
罪
」
に
対
し
て
の
み
認
め
ら
れ

う
る
。
「
犯
罪
」
と
い
う
文
言
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
六
条
第
一

(
叩
)

項
に
お
け
る
「
刑
事
上
の
罪
」
の
よ
う
に
、
ヨ

l
ロ
y
パ
人
権
条
約
第
二

条
に
お
い
て
独
自
の
意
味
を
有
す
る
こ
と
が
あ
り
う
る
の
で
あ
る
。
同
様

(
日
)

に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
五
条
に
お
け
る
目
的
の
た
め
に
展
開
さ
れ

た
「
裁
判
所
」
と
い
っ
た
文
言
の
意
味
に
も
関
連
し
て
い
る
。
こ
の
点
に

つ
い
て
、
人
権
裁
判
所
は
、
条
約
第
五
条
第
一
項
第
一
号
に
お
け
る
「
権

限
の
あ
る
裁
判
所
」
と
は
、
条
約
第
六
条
第
一
項
に
お
け
る
「
独
立
の
か

(
円
以
)

つ
公
平
な
裁
判
所
」
と
い
う
意
味
を
指
し
て
い
る
と
判
示
し
た
。

四

ま
と
め

結
局
、
前
述
の
死
刑
の
執
行
に
つ
い
て
の
手
続
的
な
条
件
お
よ
び
内
在

的
な
制
限
な
ら
び
に
「
最
も
重
大
な
犯
罪
」
に
つ
い
て
の
限
定
な
ど
に
よ
っ

て
、
た
と
え
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
領
域
に
お
い
て
処
刑
が
依
然
と
し

て
行
わ
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
は
、
例
外
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を

え
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
、

n
s
R
d
F
叶
三
宮
『

事
件
に
お
い
て
、
申
立
人
は
一
九
八
四
年
に
ト
ル
コ
で
死
刑
の
言
い
渡
し

が
な
さ
れ
、
上
訴
し
て
一
九
八
七
年
に
、
同
じ
判
決
が
下
さ
れ
た
。
人
権

委
員
会
は
、
由
'
立
を
受
理
し
た
後
に
、
一
九
九
四
年
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
(
日
)

権
条
約
第
三
条
が
死
刑
を
禁
じ
て
い
る
と
は
解
さ
れ
え
な
い
と
判
断
し
た
。

第
四
章
第
一
節
註

(
l
)
〉

-
z
m。
回
同
月
、
『
目
。
2
4
E
C玄
〉
Z
刃
向
。
ZHa
∞円
Z
凹
C
問
。
司
伺
い
斗

(
N仏
。

ι・

-
2
3・
'
町
内
向
ミ

3
当
戸
「
』
〉
玄
〉
・
∞
【
リ
甲
山
〉
回
〉
臼
・
豆
町

b
g
H
E
』

u
さ
ぬ
き
言

問
主
-
G
H
M
同

2
3

司
足
、
言
語
均
九
旬
、
M
H
M

同
b
ぜて

-
S
4出
凹
〉
回
。
戸
】

4-。

z
。
回
り
叶
Z
開

。FJ4
2
可
思
L
〉
「
叶
J
R
-
Z
H
Z
4開
田
空
〉
国
O
Z〉
門
戸
〉
宅
・

M
M凶
'
M
Mム
(
這
喝
、
司
)
・

(
2
)
た
と
え
ば
、

C
切
回
目
0
・

4
E
2
8臣
室
内
。
z百
Z
4
5
2

。z
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研究ノート

E
C
冨

E
M
N
5
5
4∞∞
}
(
-
2
3・
死
刑
に
対
す
る
条
件
に
つ
い
て
、
第

五
条
(
身
体
お
よ
び
安
全
に
つ
い
て
の
権
利
)
に
対
す
る
言
及
は
、

第
六
条
ほ
ど
明
ら
か
な
も
の
で
は
な
い
と
指
摘
さ
れ
る
。
』
・
開
・
∞
-

同
り
〉
垣
内
問
叶
戸
斗
回
開
〉
同
M
M
M

口
内
〉
司
。
z
。
明
叶
回
開
閉
巴
問
。
回
以
開
〉
Z
内。
Z
〈開
Z
4
4
。
z

o
z
z
c冨〉
z
m問。司『回凶∞
(
N
色白色」】甲山山斗)・

(
3
)
第
六
条
の
個
別
の
要
請
に
基
づ
く
と
い
う
よ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

人
権
条
約
第
二
条
が
そ
の
他
の
条
項
と
異
な
り
、
戦
時
ま
た
は
公

の
緊
急
事
態
に
お
い
て
す
ら
離
脱
さ
れ
え
な
い
も
の
で
あ
る
た
め
、

第
六
条
の
公
正
な
裁
判
と
そ
の
他
の
要
請
を
こ
の
よ
う
な
性
格
を

も
っ
第
二
条
に
読
み
込
ん
だ
方
が
、
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
↓
0
問
自
「

2
2
z
r
M
3
E内
河

合

EHHbrHF
司
自

開
口
問
。
司
開
〉
Z

臼
d

「
的
、
『
百
三
唱
。
同
叶
Z
開
旬
開
。
叶
貝
リ
叶
同
。

z
o回
り
出
巴
忍
〉
Z

E
O
Z叶臼
M
-
∞
(
知
的
戸
』
・
呂
田
口
号

EEmz--m仏
国

J
3
3
)・

(
4
)
国
際
人
権
規
約

B
規
約
第
六
条
第
二
項
か
ら
第
六
項
ま
で
は
、

死
刑
の
使
用
を
制
限
し
(
と
り
わ
け
、
「
最
も
重
大
な
犯
罪
」
に

対
す
る
だ
け
で
あ
り
、
「
一
八
歳
未
満
」
に
対
し
て
は
許
さ
れ
な

い
て
し
か
も
そ
の
廃
止
お
よ
び
特
赦
に
も
賛
同
し
て
い
る
。
国

内
の
法
体
制
の
改
正
は
、
国
際
連
合
ま
た
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
審
議
会

に
お
け
る
死
刑
廃
止
に
つ
い
て
の
議
定
書
の
採
択
を
促
進
し
た
。

さ
ら
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
六

O
条
は
、
「
こ
の
条
約
の

い
か
な
る
規
定
も
、
い
ず
れ
か
の
締
約
国
の
法
律
又
は
当
該
締
約

国
が
締
約
固
と
な
っ
て
い
る
い
ず
れ
か
の
他
の
協
定
に
基
づ
い
て

保
障
さ
れ
る
こ
と
の
あ
る
人
権
お
よ
び
基
本
的
自
由
を
制
限
し
又

は
侵
す
も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
規
定
し
て
い
る
か
ら
、

国
際
人
権
規
約

B
規
約
第
六
条
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
締
約

国
に
対
し
て
強
い
影
響
を
与
え
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約

第
六

O
条
の
邦
訳
は
、
田
畑
茂
二
郎
H
松
井
芳
郎
H
竹
本
正
幸
H

薬
師
寺
公
夫
「
国
際
人
権
条
約
・
宣
言
集
』
[
第
二
版
]
(
東
信
堂
・

一
九
九
四
年
)
コ
一
五
六
頁
に
よ
る
。

(
5
)
「
死
刑
待
ち
現
象
」
に
さ
ら
さ
れ
る
危
険
は
、

r
g
a事
件
に

お
い
て
、
人
権
裁
判
所
に
、
合
衆
国
へ
の
引
き
渡
し
が
第
三
条

(
非
人
道
的
な
取
扱
い
若
し
く
は
刑
罰
の
禁
止
)
の
違
反
で
あ
り

う
る
と
判
決
さ
せ
る
の
に
至
っ
た
。
皆
吉
田
同
事
件
(
】
岳

-
w
R
D

Z
-
m
-
(∞
2
・
〉
)
白
門
出
。
(
戸
甲
山
右
)
)

(
6
)

一
般
に
死
刑
を
廃
止
し
た
が
、
戦
時
ま
た
は
戦
争
の
急
迫
し
た

脅
威
が
あ
る
と
き
に
な
さ
れ
た
行
為
に
つ
い
て
は
、
死
刑
を
存
置

し
た
国
々
の
場
合
に
お
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
六
条

(
公
正
な
裁
判
を
受
け
る
権
利
)
ま
た
は
第
一
四
条
(
差
別
の
禁

止
)
の
も
と
に
お
け
る
要
請
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
一
五

条
(
緊
急
事
態
に
お
け
る
離
脱
)
の
も
と
に
お
い
て
そ
れ
ら
の
要

請
か
ら
の
離
脱
が
正
当
化
さ
れ
な
い
限
り
、
あ
て
は
ま
る
。

(
7
)
百
持
者
。
。
ι
〈・

5
旨

a
E昌
弘
。
B
事
件
(
凶
二
凶
E
戸
内
。
ョ
ヨ
〆
国
対
・

ロ
貝
u
h
p
m
開司・-凶∞(日唱∞品))

(8)
ミ
・
釦
ニ
∞
品
・

(
9
)
国
際
人
権
規
約

B
規
約
第
六
条
(
生
命
権
)
と
米
州
人
権
条
約

第
四
条
(
生
命
権
)
は
「
最
も
重
大
な
犯
罪
」
に
対
し
て
の
み
死

北法49(6・154)1312
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刑
を
認
め
る
。
と
く
に
、
米
州
人
権
条
約
に
お
い
て
、
「
政
治
的

な
犯
罪
又
は
そ
れ
に
関
連
し
た
普
通
犯
罪
」
に
対
し
て
も
、
死
刑

が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。
国
際
人
権
規
約

B
規
約
に
お
い
て
死
刑
を

科
す
る
こ
と
は
、
ジ
エ
ノ
サ
イ
ド
条
約
に
反
し
て
は
な
ら
な
い
。

(凶

)
E加刊才
-
Z
O円
F
n
『
戸
田
口
含
事
件
(
N
N
開
E
『
-pz・岡山・
3
2
〉
)(-2e)

参
照
。

(
日
)
同
百
四
〈
恒
常
B
G
S回
目
∞
事
件
(
口
開
E
・
o
-
E
M
N・
3
R
-
〉
)
(
-
ヨ
-
)
)

参
照
。

(
ロ
)
臼
・
叶
『
白

n古
田

O
Y

同
九
志
向
ミ

2
h
h
R
E
q
ミ

3
2
3
宮

司

自

肘巴同
O
司開〉
Z

臼
〈
臼
J

『
凹
富
岡
M
C
問
、
H
，ZHM

旬開。
J

『凹
A

リ司。
z
。
司
出
口
玄
〉
z

g
o
z
d
S申(男・印
F--
玄
mwac=mH52曲目
-EF--屯
唱
凶
]
)
・
ま
た
、
。
問

者

E
m事
件

(
H
N
開
R
・
C
・
E-m・
3
2・
〉
)
示
会
主
】
)
)
参
照
。

(
日
)
色

E
H
〈
・
司
巴
『

ra事
件
(
〉
苫
・
Z
0
・
コ
∞
主
主
-
選
〉
開
E
『・

の。
5
5
.
口
出

-m・0
貝リ・仲間同開田川・∞七(戸川
W
A
W
A
S
-

第

死
刑
容
認
か
ら
死
刑
廃
止
へ
の
変
化

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
三
条
の
生
命
権
条
項
に
お
け
る
死
刑
規
定
が

あ
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
死
刑
を
廃
止
す
る
か
ど
う
か
の
議
論
は
、
条

約
締
約
国
の
レ
ベ
ル
お
よ
び
国
際
連
合
に
お
い
て
提
起
さ
れ
て
き
た
。
死

刑
に
賛
成
か
反
対
か
に
関
す
る
論
争
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
は
立
ち
入
ら

な
し
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
死
刑
廃
止
は
、
長
い
問
、
生
命
権
の
促
進
お

よ
び
発
展
の
評
価
に
つ
い
て
、
重
要
な
指
針
で
あ
る
。
ま
す
ま
す
多
く
の

国
が
、
死
刑
廃
止
は
望
ま
し
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
価

値
観
の
変
化
は
、
ま
ず
第
一
に
国
内
の
執
行
状
況
、
次
い
で
は
法
律
の
改

正
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
今
日
に
至
っ
て
、
死
刑
に
つ
い
て
の
解
釈
と
適

(1) 

用
は
、
明
白
な
変
化
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
変
化
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条

約
第
二
条
の
解
釈
と
適
用
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
節
は
、
死
刑
廃
止
に
つ
い
て
の
「
人
権
及
び
基
本
的
自
由
の
保
護
の

た
め
の
条
約
に
つ
い
て
の
第
六
議
定
書
」
(
以
下
、
「
第
六
議
定
書
」
と
す

る
)
を
考
察
し
、
そ
し
て
死
刑
に
関
連
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
人

権
保
障
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
判
断
を
紹
介
・
検
討
す
る
。

第
六
議
定
書

前
述
の
変
化
に
つ
い
て
、
最
も
注
目
を
集
め
て
い
る
の
は
、
平
時
に
お

(2) 

け
る
死
刑
を
禁
じ
て
い
る
、
一
九
八
三
年
四
月
二
八
日
の
第
六
議
定
書
で

あ
る
。
第
六
議
定
書
は
、
そ
の
締
約
国
に
つ
い
て
、
平
時
に
お
け
る
死
刑

を
廃
止
し
て
い
る
。

(a)
第
六
議
定
書
の
発
効

こ
の
議
定
書
は
、
一
九
八
五
年
三
月
一
日
に
発
効
し
、
現
在
、
従
来
か

北法49(6・155)1313
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(3) 

ら
の
加
盟
国
の
中
の
コ
一
ヵ
国
を
除
き
、
新
た
な
加
盟
国
を
も
含
む
す
べ
て

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
審
議
会
の
加
盟
国
に
よ
っ
て
、
批
准
さ
れ
ま
た
は
署
名
さ

れ
て
い
る
。

(
b
)
「
平
時
」
に
お
け
る
死
刑
廃
止

第
六
議
定
書
は
、
国
際
条
約
に
お
い
て
「
平
時
」
に
お
け
る
死
刑
を
廃

{
4
)
 

止
し
た
腐
矢
で
あ
る
と
周
知
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
第
六
議
定
書
に
は
、

「
平
時
」
と
い
う
文
一
言
が
見
ら
れ
て
い
な
い
。
第
六
議
定
書
の
制
定
過
程

に
お
い
て
は
、
議
定
書
の
名
称
に
お
い
て
こ
の
文
言
が
明
示
さ
れ
る
べ
き

と
議
論
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
制
定
過
程
に
お
い
て
は
、
「
平
時
」
と
い

う
文
言
を
議
定
書
に
挿
入
す
べ
き
と
い
う
閣
僚
委
員
会
の
指
示
お
よ
び
多

数
の
提
案
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
「
平
時
」
と
い
う
文
言
が
必
要
で
は
な

い
と
決
定
さ
れ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
議
定
書
の
制
定
者
は
、
戦
時
の
例
外
に

つ
い
て
の
注
意
を
回
避
し
よ
う
と
意
図
し
た
か
ら
で
あ
る
。
後
述
の
よ
う

に
、
戦
時
に
つ
い
て
の
言
及
が
完
全
に
回
避
さ
れ
な
か
っ
た
と
は
い
え
、

議
定
書
の
目
的
は
、
単
純
に
死
刑
廃
止
で
あ
る
と
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と

(
5
)
 

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
制
定
時
の
経
緯
に
よ
り
、
結
局
、

議
定
書
に
は
、
「
平
時
」
と
い
う
文
言
が
挿
入
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

(
C
)

死
刑
「
廃
止
」
に
つ
い
て
の
意
味

第
六
議
定
書
第
一
条
第
一
文
に
お
け
る
「
死
刑
は
、
廃
止
さ
れ
る
」
と

い
う
義
務
は
、
第
二
文
の
個
人
の
権
利
|
|
す
な
わ
ち
、
「
何
人
も
、
死

(6) 

刑
を
宣
告
さ
れ
ま
た
は
執
行
さ
れ
な
い
」
の
創
設
と
対
応
し
て
い
る
。
ま

た
、
こ
の
議
定
書
が
そ
の
「
前
文
」
に
お
い
て
「
一
般
的
な
傾
向
」
と
し

て
言
及
し
て
い
る
「
廃
止
」
は
、
法
律
上
か
つ
事
実
上
の
廃
止
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
う
で
な
い
場
合
、
第
六
議
定
書
第
一
条
第
一
文
は
、
裁

判
官
お
よ
び
死
刑
執
行
者
に
直
接
に
向
け
ら
れ
て
い
る
、
「
死
刑
を
宣
告

さ
れ
又
は
執
行
さ
れ
な
い
」
と
い
う
第
二
丈
よ
り
多
く
の
意
味
を
持
た
な

い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
「
廃
止
」
と
い
う
文
言
は
、
死

刑
を
規
定
し
て
い
る
あ
ら
ゆ
る
法
律
か
ら
す
べ
て
を
削
除
さ
せ
る
の
に
十

分
で
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
お
よ
び
そ
の
第
六
議
定
書
を
直
接
に

適
用
し
う
る
加
盟
国
に
お
い
て
は
、
直
ち
に
死
刑
廃
止
の
効
果
が
生
じ
る

よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
死
刑
ま
た
は
死
刑
の
再
導
入
に

対
す
る
明
示
的
な
禁
止
を
法
律
ま
た
は
憲
法
に
お
い
て
明
記
す
る
こ
と
は
、

(
7
)
 

必
要
で
は
な
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

北法49(6・156)1314

(
d
)
死
刑
廃
止
に
つ
い
て
の
離
脱

第
六
議
定
書
締
約
国
の
法
律
が
、
戦
時
ま
た
は
戦
争
の
差
し
迫
っ
た
段

階
に
お
い
て
死
刑
の
使
用
に
つ
い
て
の
条
項
を
留
保
し
ま
た
は
後
で
制
定

す
る
場
合
、
そ
の
法
律
条
項
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
審
議
会
の
事
務
総
長
に
通



知
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
(
第
二
条
)
。
そ
の
ほ
か
に
は
、
い
か
な
る

離
脱
ま
た
は
留
保
も
、
行
わ
れ
え
な
い
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
六
議

定
書
第
三
条
お
よ
び
第
四
条
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
一
五
条
(
緊

急
事
態
に
お
け
る
離
脱
)
お
よ
び
第
六
四
条
(
留
保
条
項
)
の
も
と
に
お

け
る
離
脱
お
よ
び
留
保
を
除
外
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ヨーロ 7パ人権条約第2条の生命権について(3・完)

(e)
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
と
の
関
連

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
は
、
第
六
議
定
書
を
批
准
し
て
い
な
い

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
締
約
国
(
た
と
え
ば
、
連
合
王
国
)
に
対
し
て
、

(8) 

準
拠
規
定
で
あ
り
つ
づ
け
て
い
る
。
こ
れ
と
対
照
的
に
は
、
第
六
議
定
書

を
批
准
し
た
締
約
国
に
つ
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
に
お
け

る
死
刑
規
定
は
、
平
時
に
限
定
す
る
と
、
す
で
に
廃
棄
さ
れ
た
こ
と
は
、

言
う
ま
で
も
な
い
。

第
六
議
定
書
と
条
約
第
二
条
の
解
釈
・
適
用

平
時
に
お
け
る
死
刑
廃
止
を
定
め
て
い
る
第
六
議
定
書
が
す
で
に
発
効

し
た
こ
と
に
鑑
み
、
第
六
議
定
書
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
の
解

釈
ま
た
は
適
用
を
さ
ら
に
考
察
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、

人
権
裁
判
所
は
、
印
。

2
2加〈・

C
E色
白

=105
事
件
に
つ
い
て
の
判
決

に
お
い
て
、
具
体
的
な
提
示
を
行
っ
て
い
る
。

(

a

)

判
決
の
内
容

ま
ず
、
連
合
王
国
が
ド
イ
ツ
国
籍
の
申
立
人
で
あ
る
ま
包
括
を
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
の
要
請
に
応
じ
て
引
き
渡
す
決
定
を
行
っ
た
た
め
、
死
刑
を

適
用
す
る
恐
れ
の
あ
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
へ
の
引
き
渡
し
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

人
権
条
約
第
三
条
の
「
非
人
道
的
な
若
し
く
は
品
位
を
傷
つ
け
る
取
り
扱

い
」
に
当
た
る
か
ど
う
か
が
争
わ
れ
た
事
件
に
つ
い
て
、
人
権
裁
判
所
は
、

む
し
ろ
発
展
的
な
解
釈
と
い
う
手
法
を
選
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
「
条
約
は
、
今
日
の
状
況
に
照
ら
し
て
、
解
釈
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
:
:
・
生
き
て
い
る
文
書
で
あ
り
」
、
し
か
も
「
裁

判
所
は
、
発
展
に
よ
り
影
響
を
受
け
、
こ
の
分
野
に
お
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

審
議
会
の
加
盟
国
の
刑
事
政
策
に
お
け
る
基
準
を
一
般
的
に
認
め
ざ
る
を

え
な
い
」
と
判
示
し
た
。
ま
た
、
事
実
上
、
死
刑
は
、
平
時
に
条
約
締
約

国
に
お
い
て
す
で
に
存
在
し
て
い
な
い
。
い
く
つ
か
の
平
時
の
犯
罪
に
つ

い
て
の
法
律
に
お
い
て
死
刑
を
存
置
し
て
い
る
二
、
三
の
締
約
国
に
お
い

て
、
た
と
え
か
つ
て
は
、
死
刑
が
科
さ
れ
て
い
て
も
、
今
日
は
、
そ
れ
を

執
行
し
て
い
な
い
。
人
権
裁
判
所
は
、
「
こ
の
吋
現
在
の
状
況
の
も
と
に

お
い
て
、
死
刑
が
す
で
に
地
域
的
な
裁
判
基
準
に
調
和
し
な
い
、
と
い
う

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
法
シ
ス
テ
ム
の
事
実
上
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
』
、
ア
ム

ネ
ス
テ
ィ

l
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
言
葉
を
借
り
る
と
、
平
時
の
死

刑
廃
止
を
定
め
る
条
約
第
六
議
定
書
に
お
い
て
反
映
さ
れ
て
い
る
」
と
続
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い
て
判
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
審
議
会
の
す
べ
て
の
加
盟
国

が
死
刑
廃
止
に
反
対
し
な
い
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
審
議
会
の
慣

行
に
し
た
が
っ
て
、
第
六
議
定
書
は
、
一
九
八
三
年
に
署
名
さ
れ
た
。
こ

の
第
六
議
定
書
は
一
九
八
五
年
三
月
に
発
効
し
、
今
日
に
至
っ
て
一
一
一
一
の

条
約
締
約
国
に
よ
っ
て
批
准
さ
れ
て
い
る
が
、
連
合
王
国
は
含
ま
れ
て
い

な
い
。
以
上
の
明
ら
か
な
変
化
が
、
第
三
条
の
も
と
に
お
け
る
品
位
を
傷

つ
け
る
取
り
扱
い
に
つ
い
て
の
禁
止
の
枠
内
で
本
質
上
死
刑
に
影
響
を
も

た
ら
す
か
ど
う
か
に
つ
き
、
人
権
裁
判
所
は
、
「
条
約
の
解
釈
を
導
く
原

(9) 

則
に
基
づ
い
て
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
人
権
裁
判
所
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
と
第
三
条

(
非
人
道
的
な
取
扱
い
若
し
く
は
刑
罰
の
禁
止
)
の
関
係
に
つ
い
て
、

「
条
約
を
全
体
と
し
て
解
す
る
と
、
第
三
条
は
、
第
二
条
の
条
項
に
調
和

す
る
よ
う
に
解
釈
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
判
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
第

三
条
は
、
死
刑
に
つ
い
て
の
一
般
的
な
禁
止
を
含
む
こ
と
を
、
条
約
の
起

草
者
に
よ
っ
て
明
確
に
意
図
さ
れ
て
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
う
で
な
け

れ
ば
、
第
二
条
第
一
項
の
文
言
が
無
効
に
さ
れ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

国
内
の
刑
事
政
策
に
お
け
る
そ
の
後
の
慣
行
は
、
死
刑
の
一
般
的
な
廃
止

と
い
う
形
に
お
い
て
、
第
二
条
第
一
項
の
も
と
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
例

外
を
廃
棄
す
る
、
と
い
う
締
約
国
の
合
意
を
も
た
ら
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、

第
三
条
に
つ
い
て
の
発
展
的
な
解
釈
の
枠
内
に
お
い
て
、
条
文
上
の
制
限

を
解
除
す
る
こ
と
と
さ
れ
う
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
人
権
裁
判
所
は
、

「
第
六
議
定
書
は
、
そ
の
後
の
成
文
の
合
意
と
し
て
、
一
九
八
三
年
の
よ

う
な
最
近
の
締
約
国
の
意
図
が
平
時
の
死
刑
を
廃
止
す
る
新
し
い
義
務
を

導
入
す
る
た
め
に
、
条
文
(
第
二
条
|
|
筆
者
註
)
を
修
正
す
る
た
め

の
通
常
の
方
式
で
あ
る
議
定
書
と
い
う
文
書
の
採
択
を
通
し
て
、
こ
の
よ

う
な
義
務
を
負
う
時
点
を
選
択
す
る
こ
と
を
、
各
国
に
対
し
て
認
め
て
い

(
日
)

る
こ
と
を
、
示
し
て
い
る
」
と
判
決
し
た
の
で
あ
る
。
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(b)
判
決
に
対
す
る

U
m
玄

aR裁
判
官
の
反
対
意
見

な
お
、
印
。
呂
口
開
〈

-
C
E
a
Eロ
1
0
2
事
件
の
法
廷
意
見
に
対
し
て
、

U
Z
ζ
ミ
2
裁
判
官
は
、
死
刑
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
に
つ
い

て
注
目
に
値
す
る
反
対
意
見
を
出
し
て
い
る
。
ま
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権

条
約
第
二
条
第
一
項
第
二
丈
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
約
四

O
年
前
の
、

特
殊
な
歴
史
的
状
況
に
お
い
て
、
採
択
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
第
一
項
第
二
丈
が
、
特
定
の
条
件
の
も

と
に
お
い
て
、
や
は
り
平
時
の
死
刑
を
認
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
限
り
、

そ
れ
は
、
現
代
の
状
況
を
反
映
し
て
お
ら
ず
、
そ
れ
は
法
の
良
識
お
よ
び

慣
行
の
発
展
に
よ
っ
て
無
視
さ
れ
う
る
。
こ
の
よ
う
な
刑
罰
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
文
明
に
つ
い
て
の
現
在
の
状
態
に
調
和
し
て
い
な
い
。
事
実
上
、
死
刑

は
、
す
で
に
す
べ
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
締
約
国
に
お
い
て
存
在
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し
て
い
な
い
」
と
い
う
示
唆
に
富
ん
だ
意
見
が
出
さ
れ
た
。
な
お
、
そ
の

文
脈
に
お
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
締
約
国
は
、
「
た
と
え
そ
の
国

が
第
六
議
定
書
を
批
准
し
て
い
な
い
と
し
て
も
、
請
求
国
に
お
い
て
そ
の

者
が
引
き
渡
し
に
よ
り
死
刑
を
科
さ
れ
る
危
険
を
招
く
な
ら
ば
、
い
か
な

る
者
の
引
き
渡
し
も
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
そ

の
者
を
引
き
渡
す
こ
と
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
裁
判
基
準
に
調
和
せ
ず
、
し

(

日

)

(

ロ

)

か
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
公
の
秩
序
に
反
す
る
」
と
続
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

um
去
四
百
円
裁
判
官
の
意
見
に
よ
れ
ば
、
特
殊
な
歴
史
的
状
況
に
お
い

て
、
採
択
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
第
一
項
第
二
丈
の
死
刑

規
定
は
、
「
現
代
の
状
況
を
反
映
し
て
お
ら
ず
、
そ
れ
は
法
の
良
識
お
よ

び
慣
行
の
発
展
に
よ
っ
て
」
、
ま
た
、
た
と
え
第
六
議
定
書
を
批
准
し
て

い
な
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
締
約
国
で
あ
る
と
し
て
も
、
「
請
求
固

に
お
い
て
そ
の
者
が
引
き
渡
し
に
よ
り
死
刑
を
科
さ
れ
る
危
険
を
招
く
な

ら
ば
、
い
か
な
る
者
の
引
き
渡
し
も
認
め
ら
れ
な
い
」
こ
と
に
よ
っ
て
、

第
二
条
第
一
項
に
規
定
さ
れ
た
死
刑
に
つ
い
て
の
例
外
は
す
で
に
非
公
式

に
「
廃
棄
」
さ
れ
た
と
い
う
意
図
が
窺
わ
れ
な
い
で
も
な
い
と
さ
れ
る
の

で
あ
る
。

判
決
に
つ
い
て
の
評
価

前
述
の
判
決
に
つ
い
て
、
「
人
権
裁
判
所
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の

3 

締
約
国
が
そ
の
国
内
法
に
お
け
る
『
死
刑
廃
止
の
一
般
化
」
に
よ
っ
て
そ

の
第
二
条
第
一
項
に
規
定
さ
れ
た
例
外
を
非
公
式
に
『
廃
棄
』
し
う
る
と

述
べ
た
が
、
第
六
議
定
書
の
採
択
が
一
九
八
三
年
と
い
う
最
近
の
出
来
事

で
あ
る
か
ら
、
人
権
裁
判
所
は
、
そ
れ
が
未
だ
に
発
生
し
て
い
な
い
と
判

(
日
)

断
し
た
」
と
い
う
評
価
が
学
界
で
は
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
人
権
裁
判

所
の
立
場
に
つ
い
て
は
、
「
「
死
刑
に
関
す
る
状
況
』
が
、
被
請
求
国
に
よ

る
申
立
に
関
し
て
も
、
ま
た
、
逃
亡
犯
罪
者
の
強
制
送
還
も
し
く
は
引
き

渡
し
を
請
求
す
る
国
に
よ
る
申
立
に
関
し
て
も
、
第
三
条
の
も
と
に
お
け

る
問
題
を
生
じ
さ
せ
う
る
と
は
い
え
、
第
二
条
の
例
外
は
依
然
と
し
て
変

(
は
)

わ
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。

要
す
る
に
、
第
六
議
定
書
の
死
刑
廃
止
条
項
は
、
現
段
階
で
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
の
条
項
を
廃
棄
す
る
も
の
で
も
な
け
れ
ば
取
っ

て
代
わ
る
も
の
で
も
な
い
。
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
第
一

項
第
二
丈
の
死
刑
規
定
に
つ
い
て
第
六
議
定
書
の
死
刑
廃
止
条
項
に
よ
っ

て
入
れ
替
え
ら
れ
た
部
分
、
す
な
わ
ち
平
時
の
死
刑
を
除
く
と
、
戦
時
に

お
け
る
死
刑
に
つ
い
て
の
部
分
に
つ
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二

条
は
、
議
定
書
の
締
約
固
に
つ
い
て
も
完
全
な
効
力
お
よ
び
効
果
を
も
ち

続
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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ヨーロッパ人権条約第2条の生命権について (3・完)

M
G
2
ι
=
句
.
h
F向
h
h
H
G
・
吋
』
ぜ
魚
川
町
ミ
否
む
三
均
九
h
p
H
h
門
リ
色
遣
s
h
.
同
町
内
河
内
む
芯
え
H
F
A市

甘
え
同
町
立
門
リ
ロ
諸
国
さ
え
町
内
応
、
.
S
問
、
コ
ミ
内
U
C
5
2
~
M
2
b
F
n
b
更
。
~
骨
告
さ
H

U
E
H
p
h
州
s
J
S
Z寸
「
』
W
門
川
。
富
田
y

円、
.
ρ
2
V
S山
(
-
A
X
X
)

な
ど
の

文
献
に
お
い
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
邦
文
の
文
献
と
し
て

は
、
北
村
泰
三
「
国
際
人
権
法
判
例
研
究
(
二
)
|
|
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
人
権
裁
判
所
ゾ
!
リ
ン
ク
事
件
判
決

|
l
」
熊
法
六
四
号
(
一

九
九
O
年
)
七
九
|
一

O
四
頁
、
堀
江
薫
「
国
際
的
な
人
権
の
保

障
に
関
す
る
一
考
察
1

1
人
身
の
自
由
に
関
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人

権
裁
判
所
『
ゾ

l
リ
ン
ク
対
連
合
王
国
事
件
』
判
決
を
手
が
か
り

と
し
て
|
l
」
宙
寸
法
二
二
号
(
一
九
九
三
年
)
二
二
|
一
二
三
頁

が
あ
る
。
さ
ら
に
、
ゾ

l
リ
ン
ク
事
件
判
決
に
関
し
て
、
生
命
権

は
「
内
容
が
不
明
確
な
権
利
で
あ
る
と
い
う
問
題
が
あ
る
」
と
い

う
指
摘
も
あ
る
。

F
.
ス
ユ

l
ド
ル
著
(
建
石
真
公
子
訳
)
「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
権
条
約
』
(
有
信
堂
・
一
九
九
七
年
)
一
二
三
頁
。
同
じ

よ
う
な
事
件
も
日
本
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
問
に
起
こ
っ
た
。
す
な

わ
ち
、
一
九
九
二
年
四
月
に
東
京
で
日
本
人
女
性
が
イ
ラ
ン
国
籍

の
男
性
に
よ
り
殺
害
さ
れ
た
が
、
同
容
疑
者
は
犯
行
直
後
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
に
出
国
し
、
同
国
で
偽
名
入
国
の
容
疑
で
身
柄
を
拘
束
さ
れ

た
。
日
本
の
警
視
庁
は
、
同
年
八
月
に
同
容
疑
者
の
逮
捕
状
を
取

り
、
そ
の
後
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
対
し
て
容
疑
者
の
引
き
渡
し
議
求

を
行
っ
た
が
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
政
府
は
、
日
本
に
同
容
疑
者
を
引

き
渡
し
た
後
に
裁
判
に
お
い
て
死
刑
を
言
い
渡
さ
な
い
か
ま
た
は

執
行
し
な
い
こ
と
の
保
証
が
な
さ
れ
な
い
限
り
、
死
刑
制
度
が
存

在
す
る
日
本
へ
の
容
疑
者
の
引
き
渡
し
を
行
わ
な
い
も
の
と
し
て
、

同
容
疑
者
の
日
本
へ
の
引
き
渡
し
請
求
を
拒
否
す
る
閣
議
決
定
を

行
っ
た
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
政
府
は
、
日
本
に
前
述
し
た
よ
う
な
保

証
を
求
め
た
が
、
日
本
で
は
、
一
二
権
分
立
の
観
点
か
ら
、
行
政
機

関
で
あ
る
政
府
な
い
し
警
察
当
局
が
捜
査
段
階
で
そ
の
よ
う
な
保

証
を
出
す
権
限
は
な
い
の
で
あ
り
、
裁
判
所
も
裁
判
開
始
以
前
に

量
刑
に
つ
い
て
の
判
断
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
結
局
、

保
証
は
ど
の
機
関
も
与
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
ま
ま
に
お
わ
っ
た

の
で
あ
る
。
な
お
、
そ
の
後
、
一
九
九
五
年
二
月
三
日
に
、
当
該

被
告
人
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
地
方
裁
判
所
に
よ
っ
て
、
懲
役
一

O
年
の
実
刑
判
決
を
言
い
渡
さ
れ
た
。
堀
江
・
前
掲
論
文
(
註

1
)

一
一
三

i
一
一
四
頁
に
よ
る
。

(

印

)

的

0
2品
事
件

(
5岡山2・
0
・
z
m
・
3
2
z
g
さ
士
会
話
喧
)
)

(
日
)
宮
町

5
m事
件
、
右
註
日
臼
頁
参
照
。

(
ロ
)
人
権
委
員
会
は
、
∞
O

一
色
諸
事
件
に
お
け
る
判
決
理
由
を
引
用
し
、

死
刑
が
科
さ
れ
う
る
真
の
危
険
が
あ
る
国
に
人
を
引
き
渡
す
こ
と

が
第
六
議
定
書
の
違
反
に
な
り
う
る
と
判
断
し
た
。
〉
三
。
『
目
。
ミ
回
目

〈
同
4
8
2
事
件
(
〉
問
者
・

2
0・
M
白
色
、
3
6
ぷ
〉
凹
巴
戸
内
。
ョ
g
d
z
-
河
-

U開門U・hr同州開司}岱品(}句。AF))・

(
日
)
宮
正
甲
山
内

E
T
呂
町
~
S
F
H
S
P
H
W
E
A
町
、
苦
阿
佐
さ
』
起
き

円
リ
ロ
認
で
内
ミ
ミ
巴
3
3
ミ
E
5
3
河
町
h
p
号
、
-
宮
〉
〉
印
』
・
開
口
問
・
。
。
玄
司
-
F

-一

woe-一
凶
}
(
}
沼
喧
A
H
)

・

(
凶
)
迂
・
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研究ノート

第
五
章

生
命
の
始
期
お
よ
び
終
期

第

節

胎
児
の
生
命
権
お
よ
び
妊
娠
中
絶

問
題
の
提
起

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
第
一
項
第
一
文
は
、
「
す
べ
て
の
者
」

の
生
命
権
が
保
護
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。

「
す
べ
て
の
者
」
と
い
っ
た
文
言
が
胎
鬼
の
生
命
権
が
保
護
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
要
請
し
て
い
る
か
ど
、
つ
か
の
間
題
は
、
い
つ
か
は
充
分
に
解
決
さ

(1) 

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
生
命
に
対
す
る
「
権
利
」
は
、
法
が

保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
い
つ
か
ら
始
ま
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
の
原
則

l
l

法
律
に
よ
る
保
護
お
よ
び
生
命
の
故
意
剥
奪
の
禁
止

l
l
は
、
や
は
り

胎
鬼
に
適
用
が
あ
る
の
か
。
こ
れ
ら
の
問
題
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
ど
こ

で
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約

(2) 

は
、
明
確
に
は
示
し
て
い
な
い
。

人
権
委
員
会
の
判
断

人
権
裁
判
所
は
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
こ
の
点
に
つ
き
ま
だ
踏
み
出

し
て
い
な
い
が
、
人
権
委
員
会
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
締
結
以
来
数

十
年
を
か
け
て
、
よ
う
や
く
こ
の
道
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
の
で
あ

る
。
実
際
に
、
こ
の
問
題
は
、
妊
娠
中
絶
の
文
脈
に
お
い
て
提
起
さ
れ
て

(3) 

き
た
。

(a)
切
る
間
関
白
自
由
口

:
E
W宮

5
3・
p
a
s
-
H
S
E
V
E
n
O
E
m
B
S可

事
件

こ
の
問
題
は
、
ま
ず
最
初
に
、
∞
乱
開
羽
田

gロ
E
E
W
Z
5
2
〈
-FaB

(4) 

四
円
同

-
m
3
5
z
n
え
の

2
5
a事
件
に
お
い
て
、
提
起
さ
れ
て
い
る
が
、
一

九
七
七
年
七
月
一
一
一
日
の
人
権
委
員
会
の
報
告
書
に
お
い
て
は
、
未
解
決

の
ま
ま
で
残
さ
れ
た
。

(
b
)
同
〈
・
己
主
注
目
口
1
0
2
事
件

そ
の
後
、
イ
ギ
リ
ス
法
の
も
と
で
、
妊
婦
の
身
体
的
ま
た
は
精
神
的
な

健
康
を
保
護
す
る
た
め
、
一

O
週
日
の
胎
児
の
妊
娠
中
絶
が
第
二
条
に
違

反
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
一
九
八

O
年
の
×
〈
・

d
s
a
E
E伺
号
ヨ

(5) 

事
件
に
つ
き
、
人
権
委
員
会
は
、
第
二
条
に
お
け
る
「
す
べ
て
の
者
」
と

い
う
文
言
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
全
体
を
通
じ
て
使
わ
れ
る
時
と
、

(6) 

そ
の
第
二
条
の
文
脈
に
お
い
て
使
わ
れ
て
い
る
時
の
両
方
に
お
い
て
、
胎

(
7
)
 

児
を
含
む
こ
と
を
意
味
し
な
い
と
判
断
し
た
。

ま
た
、
人
権
委
員
会
は
、
「
す
べ
て
の
者
」
と
い
う
文
言
に
と
ど
ま
ら

北法49(6・162)1320
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ず
、
条
約
第
二
条
に
お
け
る
「
生
命
」
と
い
う
文
言
が
す
で
に
生
ま
れ
た

個
々
人
の
生
命
だ
け
に
言
及
し
て
い
る
か
ま
た
は
そ
れ
が
胎
児
の
生
命
を

も
含
ん
で
い
る
か
を
審
査
し
た
。
こ
の
丈
脈
に
お
い
て
人
権
委
員
会
は
、

ど
の
時
点
に
お
い
て
生
命
が
存
在
す
る
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
の
見
解

が
広
く
分
岐
す
る
傾
向
が
あ
り
、
「
生
命
」
と
い
う
文
言
が
使
わ
れ
た
文

脈
に
基
づ
い
て
異
な
っ
た
意
味
を
も
有
し
う
る
こ
と
を
、
ま
ず
最
初
に
指

(8) 

摘
し
た
。
そ
し
て
、
人
権
委
員
会
は
、
次
の
よ
う
な
三
つ
の
可
能
性
を
と

り
あ
げ
た
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
条
約
第
二
条
は
胎
児
に
全
く
適
用
し

え
な
い
こ
と
、
第
二
に
、
条
約
第
三
条
は
特
定
の
内
在
的
な
制
限
を
も
っ

て
胎
児
の
生
命
権
を
承
認
し
て
い
る
こ
と
、
第
一
一
一
に
、
条
約
第
二
条
は
胎

(
9
)
 

児
に
つ
い
て
絶
対
的
な
生
命
権
を
承
認
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

第
三
の
可
能
性
は
、
人
権
委
員
会
に
よ
っ
て
排
除
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
が
母
親
の
生
命
を
も
保
護
し
て
い
る
も
の

で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
胎
児
の
生
命
に
つ
い
て
特
定
の
制
限
が
生
じ
る
と
い

う
単
な
る
事
実
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
条
約
制
定
者
に
よ
っ
て
胎
児

に
優
先
権
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ

ず
、
そ
の
こ
と
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
が
制
定
さ
れ
た
時
、
ほ
と
ん

ど
す
べ
て
の
締
約
国
が
母
体
の
生
命
保
護
の
た
め
の
妊
娠
中
絶
を
認
め
て

(ω} 
い
た
事
実
に
鑑
み
、
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
う
え
で
、
人
権
委
員
会
は
、

議
論
と
な
っ
た
事
件
が
、
妊
娠
の
初
期
段
階
の
、
し
か
も
も
っ
ぱ
ら
医
療

上
の
見
解
に
基
づ
く
妊
娠
中
絶
に
関
連
し
た
た
め
に
、
そ
の
他
の
二
つ
の

可
能
性
に
つ
い
て
、
一
般
的
な
意
味
で
人
権
委
員
会
が
そ
の
見
解
を
宣
告

す
る
必
要
は
な
い
と
い
う
立
場
を
と
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
た
と
え
条
約
第

二
条
が
妊
娠
初
期
の
数
カ
月
の
胎
児
に
適
用
さ
れ
う
る
こ
と
を
主
張
し
よ

う
と
し
た
と
し
て
も
、
い
か
な
る
場
合
に
お
い
て
も
、
そ
の
内
在
的
な
制

(
日
)

限
、
す
な
わ
ち
、
母
親
の
生
命
お
よ
び
健
康
の
保
護
に
関
わ
る
も
の
が
存

在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
三
の
可
能
性
の
拒
否
は
あ
ま
り
問
題
が
な
い
が
、
人
権
委
員
会
の
こ

(ロ)

の
問
題
に
対
す
る
判
断
は
、
暖
昧
す
ぎ
る
と
指
摘
さ
れ
う
る
。
す
な
わ
ち
、

こ
の
以
〈
・

C
E
a
Eロ
包
。
ョ
事
件
に
お
い
て
、
人
権
委
員
会
は
、
母
親

の
生
命
を
救
う
た
め
に
妊
娠
中
絶
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
異
例
な
状
況
を
、

母
親
の
生
命
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
何
ら
か
の
他
の
医
療

上
の
理
由
で
妊
娠
中
絶
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
状
況
に
ま
で
、

か
な
り
篤
跨
な
く
広
げ
よ
う
と
考
え
て
い
る
。
条
約
第
二
条
自
体
か
ら
直

接
に
生
じ
る
も
の
で
狭
く
限
定
さ
れ
て
い
る
、
制
限
の
根
拠
で
あ
る
母
体

の
生
命
保
護
と
、
条
約
第
二
条
が
内
在
さ
せ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
、

か
な
り
よ
り
広
い
根
拠
で
あ
る
「
医
療
上
の
見
解
」
と
の
聞
に
は
、
根
本

的
な
相
違
が
あ
る
。

(
日
)

一
方
で
、
た
と
え
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
三
条
に
根
拠
を
も
ち
う
る
、

身
体
と
精
神
の
完
全
性
に
対
す
る
女
性
の
権
利
が
、
第
三
条
が
身
体
と
精

北法49(6・163)1321 
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神
の
健
康
に
対
す
る
い
か
な
る
故
意
の
傷
害
に
対
し
て
も
保
護
を
提
供
し

て
い
る
と
い
う
広
い
意
味
で
解
釈
さ
れ
保
護
さ
れ
う
る
と
仮
定
し
た
と
し

て
も
、
他
方
で
、
た
と
え
条
約
第
二
条
が
胎
児
の
生
命
を
保
護
し
て
い
る

こ
と
を
除
外
し
な
い
と
し
て
も
、
母
親
の
権
利
が
優
先
権
を
有
し
、
そ
の

権
利
を
保
護
す
る
こ
と
で
胎
児
の
権
利
の
享
受
が
内
在
的
に
制
限
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
は
、
決
し
て
自
明
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
事
件
に

お
い
て
人
権
委
員
会
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
た
唯
一
の
点
は
、
た
と
え
条
約

第
二
条
が
胎
児
の
生
命
を
保
護
し
て
い
る
と
仮
定
し
た
と
し
て
も
、
そ
こ

に
含
ま
れ
る
母
親
と
胎
児
と
の
権
利
お
よ
び
利
益
が
合
理
的
な
方
法
で
相

互
に
比
較
衡
量
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
条
約
第
二
条
が
胎
児
の
生
命

に
適
用
さ
れ
う
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
が
否
定
の
形
で
答
え
ら
れ
て
い

な
い
限
り
、
前
記
の
比
較
衡
量
に
関
す
る
合
理
性
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
伺
別

の
事
例
で
審
査
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、
一
般
的
に

胎
児
の
生
命
権
に
つ
い
て
認
め
ら
れ
た
基
準
は
、
な
お
存
在
し
て
い
な
い

と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
審
査
自
体
、
限
界
が
あ
る
と
言
わ
ざ

る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

(
C
)

回
目
同
日
〈
・

2
c
z
a
事
件

(
H
H
)
 

前
述
の
人
権
委
員
会
の
立
場
は
、
国
R
n
N
〈・

Z
。
ョ
ミ
事
件
に
お
い
て

一
一
層
明
確
に
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
「
胎
児
の
妊
娠
、
出
産
ま
た
は
養
育

(
日
)

が
女
性
を
生
命
の
危
険
な
状
況
に
陥
れ
る
」
と
い
っ
た
法
定
の
根
拠
に
基

づ
く
一
四
週
日
の
胎
児
の
合
法
的
な
妊
娠
中
絶
が
第
二
条
に
違
反
し
な
い

と
判
断
さ
れ
た
。
こ
の
判
断
は
、
妊
娠
中
絶
が
、
時
間
的
に
一
層
遅
く
行

わ
れ
、
し
か
も
健
康
と
い
う
よ
り
社
会
的
な
理
由
で
行
わ
れ
う
る
と
い
っ

た
点
で
、
V
ハ

〈

-
C
E円
刊
品
目
ロ
加
号
ヨ
事
件
を
遥
か
に
越
え
た
。

E
R
n
N
〈目

~!:法49(6 ・ 164)1322

20243
事
件
に
お
け
る
人
権
委
員
会
の
判
断
の
鍵
は
、
条
約
の
各
締
約

(
凶
)

固
に
よ
っ
て
「
妊
娠
中
絶
に
関
す
る
国
内
法
が
相
当
に
異
な
る
」
と
い
っ

た
人
権
委
員
会
の
理
解
で
あ
る
。
こ
の
理
解
の
ゆ
え
に
、
人
権
委
員
会
は
、

「
こ
の
よ
う
な
微
妙
な
分
野
に
お
い
て
締
約
国
が
二
疋
の
裁
量
を
有
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
考
慮
し
た
。
そ
し
て
、
人
権
委
員
会

は
、
被
告
国
の
法
律
は
、
そ
れ
が
こ
の
事
件
の
事
実
に
適
用
さ
れ
る
場
合

に
は
、
こ
の
「
裁
量
」
を
逸
脱
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
。
も
し
こ
の
事

(
げ
)

件
が
、
妊
娠
最
初
の
一
二
週
日
ま
で
の
間
は
、
妊
娠
中
絶
に
対
す
る
無
制

限
の
権
利
を
妊
婦
に
与
え
る
被
告
国
の
法
律
の
一
部
に
関
連
す
る
と
し
た

な
ら
ば
、
人
権
委
員
会
が
同
じ
結
論
に
達
す
る
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
は

な
い

o
z
q
R
〈

z
c
z
a事
件
に
お
い
て
人
権
委
員
会
が
「
一
定
の
状

況
に
お
い
て
」
は
|
|
i
そ
れ
ら
の
「
状
況
」
が
何
で
あ
る
か
を
指
摘
す

る
こ
と
な
く
|
|
{
条
約
第
二
条
は
こ
の
よ
う
な
保
護
を
提
供
す
る
こ
と

を
排
除
し
な
い
」
、
と
い
う
こ
と
を
述
べ
た
こ
と
に
留
意
す
る
こ
と
は
興

味
深
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
条
約
第
二
条
が
充
分
に
胎
児
を
保
護
し



て
い
る
か
ど
、
つ
か
の
間
題
を
決
め
る
必
要
が
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
再
び

こ
の
事
件
に
お
い
て
人
権
委
員
会
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
現

状
の
ま
ま
で
は
、

z
q
Q
戸

Z
0
2
3
事
件
に
お
い
て
承
認
さ
れ
た
妊
娠

中
絶
の
根
拠
は
、
極
め
て
広
範
囲
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
事
例
を
包
摂
し

う
る
と
解
さ
れ
る
。

ヨーロッパ人権条約第2条の生命権について(3・完)

第
五
章
第
一
節
註

(
l
)
条
約
第
二
条
に
よ
る
胎
児
の
保
護
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
、

考
-
-
M
E宮
2
・
ミ
ミ
ミ
悼
む
お
勾

h
h
F
H
h
S
E
R
E
b
b
-
z
a
~
E宅
喜

氏

HE町

、、。町内円位。=ミaSEn=Fsspshw
言

明

E
Z
N
ζ
=円
E
F

E
開
岡
田
開
閉
山
]
『
司
伺
叶

N
。

F
U
町内回・・

-v問
。
叶
開
門

udozo目
U
E
C
Z〉
z
m目
。
国
司
印
・
叶

Z
開

問

C
問
。
百
〉

Z
E冨
弓
角
的
問
0
2

巴
ナ
ヨ
唱

(-30)
に
お
い
て
検
討
さ
れ

て
い
る
。

(2)
「
す
べ
て
の
者
」
と
い
う
文
言
は
、
胎
児
の
生
命
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

人
権
条
約
第
二
条
の
保
護
に
入
っ
て
い
る
可
能
性
を
否
定
し
て
お

ら
ず
、
同
じ
こ
と
は
国
際
人
権
規
約

B
規
約
第
六
条
に
お
け
る

「
す
べ
て
の
人
間
」
に
つ
い
て
も
言
え
る
。
ま
た
、
国
際
人
権
B

規
約
第
六
条
が
生
命
権
を
「
固
有
の
権
利
」
と
し
て
言
明
し
て
い

る
事
実
は
、
よ
り
気
品
の
高
い
定
式
化
を
構
成
し
て
い
る
が
、
そ

の
範
囲
に
つ
い
て
実
際
の
重
要
性
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。
な
お
、
後
者
の
条
項
に
つ
い
て
こ
の
点
は
、
明
ら
か
に
未
解

決
の
ま
ま
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
国
連
文
書
ミ
ヨ
ま

-a

方
向
釦
・
ニ
M

に
よ
る
。
こ
の
よ
う
な
保
護
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う

見
解
を
と
る
場
合
、
そ
れ
は
、
妊
娠
中
絶
を
ひ
き
起
こ
す
行
為
が

原
則
的
に
、
立
法
者
に
よ
っ
て
禁
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
し

か
も
当
局
に
よ
っ
て
起
訴
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

を
意
味
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
国
内
的
か

っ
国
際
的
レ
ベ
ル
に
お
い
て
合
意
は
な
い
。
ま
ず
、
「
児
童
の
権
利

に
つ
い
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
憲
章
」
に
つ
い
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
議
会

決
議
第
八
七
四
号
(
一
九
七
九
年
)
お
よ
び
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
議
会

文
書
第
四
三
六
七
号
に
は
、
「
受
胎
の
と
き
か
ら
の
、
す
べ
て
の
児

童
の
生
命
に
対
す
る
権
利
」
と
い
う
文
言
が
含
ま
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
そ
の
決
議
第
一

O
四
六
号
(
一
九
八
六
年
)
で
は
、
診
断
、

治
療
、
科
学
、
産
業
的
か
つ
商
業
的
な
目
的
に
基
づ
く
、
人
間
の

脹
と
胎
児
の
利
用
に
つ
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
議
会
は
、
妊
の
生
物

的
な
位
置
づ
け
の
定
義
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
特
に
科

学
的
な
進
歩
が
匹
と
胎
児
の
法
的
な
立
場
を
特
に
不
安
定
に
し
て

い
る
と
い
う
事
実
認
識
を
一
不
し
、
そ
し
て
、
現
在
、
そ
れ
ら
の
法

的
立
場
は
、
法
律
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
て
い
な
い
、
と
述
べ
て
い

る
。
次
に
、
そ
れ
ら
の
決
議
と
異
な
り
、
一
九
六
九
年
一
一
月
二

二
日
の
米
州
人
権
条
約
第
四
条
第
一
項
だ
け
は
、
胎
児
の
生
命
権

に
つ
い
て
答
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
一
般
に
は
、
受

胎
の
時
か
ら
」
で
あ
る
。
今
現
在
、
議
論
の
余
地
が
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
国
内
法
の
規
定
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
憲
法
第
四

O
条
第
三
項

第
三
款
(
一
九
八
四
年
第
八
修
正
)
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
国
が

北法49(6・165)1323
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「
胎
児
の
生
命
権
を
認
め
て
お
り
」
、
実
行
可
能
な
限
り
、
法
律
を

も
っ
て
生
命
権
を
尊
重
・
保
護
・
擁
護
す
る
こ
と
を
保
障
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

(
3
)
胎
児
に
関
す
る
そ
の
他
の
生
命
権
の
課
題
は
、
脹
と
胎
児
の
研

究
お
よ
び
妊
婦
に
よ
る
有
害
な
薬
物
の
服
用
か
ら
起
き
た
も
の
を

含
む
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
問
題
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約

に
関
す
る
事
例
に
お
い
て
審
査
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
に
関
し

て
、
叶
町
四

noZEn--
。『開
E
S旬
開
〆
]
沼
お
り
門
担
一
段
内
。
ロ
〈
白
ロ
E
C
=
同O
円

S
m

M
4
2
2
E
O
ロ
O
同岡山口ヨ

g
E加
F
Z
主
任
m
m
m
信・仏円。〉

-vzg円5
5
0
2
Z

巴
『
四
回
2
8
8∞
に
よ
る
。

(
4
)
H
W
C
m刊
5
8
z
g円
四

回

n
Z
E
S
戸
明
白
色
刊

g
-
m
8
5
r
o

向。q呂
田
口
旬

事
件
(
〉
宅
-
Z
0
・

S
3ミ
少
呂
開
口
『
-
E
S
E
-
口出・閉
F
U
R
-
h
w
m
田-

-cc(
】喝、司∞))・

(5)
リ
ハ
〈
-
C
呂
邑
尽
ロ
加
号
B
事
件
(
〉

3
・

zo
∞
念
品
ミ

P

S

E
『・

向。
5
5岨ロ巴
-m・0
開門リ・

hF
何
回
Y
M
A
H
A
F
(

苔∞。))・

(6)
こ
こ
で
は
、
人
権
委
員
会
は
、
も
つ
ば
ら
す
で
に
生
ま
れ
た
個
々

人
に
適
用
が
あ
る
と
い
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
に
お
け

る
制
限
規
定
に
と
く
に
注
意
を
払
っ
て
い
る
。

(
7
)
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
議
論
は
、
あ
ま
り
説
得
力
が
な
い
と
考

え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
人
権
委
員
会
自
身
が
言
及
し
た
よ
う
に
、

「
す
べ
て
の
者
」
と
い
う
文
言
を
使
っ
て
い
る
米
州
人
権
条
約
第

四
条
は
、
胎
児
の
生
命
を
明
ら
か
に
保
護
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
第
四
条
は
、
限
定
さ
れ
た
形
で
解
釈
さ

れ
て
い
る
。
豆
町

E

S
回
ミ
事
件

(
M
m
R
-
E
B
B
-口
同
-
m
-
E
C豆
-

m斗印・円、
.
H
ご
。
宇
宙
∞
-
)
)
・

(
8
)
凶
〈
-
C
E
a
Eロ関与。
B
事
件
・

2
望
2
0
8
U
唱
曲
己
弓
1M凶】・

(
9
)
ミ
-
m
w

円以
N
-

ノ

(
叩
)
ミ

(
日
)
以
〈
-
E
x
n
a
Eロ
1
0
5
事
件
崎
町
E
M
V

『2
2
0
u
w
R
M
U
M
M出
ま
た
、

こ
の
問
題
は
、
争
点
に
直
接
に
出
て
き
て
い
な
い
が
、
人
権
裁
判

所
は
、

O
司
g
U
C
2
2
5
8
5ロ
m
C且
-
g
a
U
5
E
項
目
-
一
君
。
B
S

Q
ロ
5
H
L
E
-
〈
回
目

-ss事
件
(
虫
色
s
〉
開

E

C
国
男
(
印
負
〉
)
担
仲

間
百
釦
・
色
)
(
3
3
)
)
に
お
い
て
、
申
立
人
で
あ
る

O
宮
ロ
ロ
0
2

【

U
0
5
8
5話
会
社
が
妊
娠
中
絶
へ
の
助
言
を
与
え
る
こ
と
を
禁
じ

る
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
司
法
長
官
に
よ
る
差
止
命
令
に
関
し
て
、

一
五
富
市
対
八
票
の
多
数
決
で
、
そ
の
差
止
命
令
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

人
権
条
約
に
違
反
し
て
い
る
と
判
決
し
た
。
基
本
的
に
、
こ
の
事

件
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
一

O
条
(
情
報
を
伝
え
る
権
利
)

に
関
連
し
て
い
る
が
、
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
禁
止
が
そ
の
他
の

権
利
、
と
り
わ
け
胎
児
を
保
護
す
る
た
め
に
、
正
当
化
さ
れ
た
と

い
う
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
政
府
の
具
申
に
よ
り
、
人
権
裁
判
所
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
を
審
査
す
る
こ
と
を
も
要
請
さ
れ
た
。

結
局
、
人
権
裁
判
所
は
そ
れ
を
審
査
す
る
必
要
は
な
い
と
判
決
し

た
o
F
d
穴
開
。
「
開
玄
回
4
1
門印・開
C
同
O
司閉山〉
Z
Z
C
冨〉
Z
列
呂
田
斗
印
吋
〉
E
Z
O
〉

c
z
u問
問
叶
回
開
。
。
Z〈開
Z4-oz-O喧(-由沼品)・

(
ロ
)
そ
の
他
の
難
し
く
か
っ
高
度
に
論
争
的
な
事
件
に
お
け
る
よ
う

北法49(6・166)1324



ヨーロッパ人権条約第2条の生命権について(3・完)

に
、
人
権
委
員
会
が
、
そ
の
申
立
を
「
明
白
に
根
拠
不
十
分
」
で

あ
る
と
宣
告
し
た
こ
と
は
、
不
思
議
に
考
え
ら
れ
た
o
u
A

〈

C
墨
色
白
話
宕
ヨ
事
件
・
明
白
唱
尽
き
円

2
・
R
U
N
3・

(
日
)
傷
害
が
生
命
へ
の
脅
威
を
構
成
す
る
限
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権

条
約
第
二
条
は
、
身
体
の
完
全
性
を
も
保
護
し
て
い
る
。
×
〈
・

〉
g
E
E
事
件
(
〉

3
・
z
o
∞
出
∞
ミ
∞

-
E
開
ロ
『

-
n
o
B
B咽
=
国

--PUR-

』

wm開司
・

-
U
品会川町∞
C

)

)

・

(
凶
)
〉

3
・z
o

コ。宏一
3
0・H
凶巴円・【
U
O
B
g
d
z
-
m・
2
3
3岨
未
掲
載
。
ロ

』

.
Z〉
問
問
同
担
問
吋
〉
「
・
「
〉
君
。
司

4
2開
開
口
問
。
-u
開
〉

Z
の
O
Z〈
凹

ZJ『回。

z
。

z

zc冨〉
Z
E
O買
吋
的
品
い
山

(
3
3
)
に
よ
る
。

(
日
)
人
権
委
員
会
の
判
断
が
依
拠
し
た
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
人
工
妊
娠
中

絶
法
は
、
英
語
版
で
あ
る
。
九
九
・

(
は
山
)
妊
娠
中
絶
に
関
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
内
法
に
つ
い
て
は
、
小

山
剛
「
妊
娠
中
絶
立
法
と
基
本
権
(
胎
児
生
命
)
保
護
義
務
|
|

ド
イ
ツ
『
妊
婦
及
び
家
族
扶
助
法
』
を
め
ぐ
る
憲
法
論
を
素
材
に

|
|
」
名
城
四
三
巻
一
日
二
号
(
一
九
九
三
年
)
一
三
七
頁
以
下
、

野
村
敬
造
「
フ
ラ
ン
ス
憲
法
評
議
会
と
妊
娠
中
絶
法
」
金
沢
一
九

巻
一

H

二
号
(
一
九
七
六
年
)
一
頁
以
下
、
建
石
真
公
子
「
『
生
命

に
対
す
る
権
利
』
と
『
人
工
妊
娠
中
絶
法
』
|
|
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人

権
条
約
と
人
工
妊
娠
中
絶
法
に
関
す
る
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
一
九

九

O
年
一
二
月
一
一
一
日
判
決
に
つ
い
て
」
法
科
二
二
号
(
一
九
九

四
年
)
一
七
五
頁
以
下
、
上
村
貞
美
「
フ
ラ
ン
ス
の
妊
娠
中
絶
法
」

香
川
八
巻
一
号
(
一
九
八
八
年
)
一
頁
以
下
、
石
井
美
智
子
「
英

国
『
一
九
六
七
年
堕
胎
法
』
の
成
立
過
程
」
都
法
二
一
巻
二
号

(
一
九
八
一
年
)
一
六
九
頁
以
下
、
中
谷
道
子
H
松
浦
子
誉
「
イ

タ
リ
ア
妊
娠
中
絶
法
」
法
研
五
一
巻
一
二
号
(
一
九
七
八
年
)
五

八
頁
以
下
、
宮
沢
浩
一
「
一
九
七
四
年
オ
ー
ス
ト
リ
ア
新
刑
法
典

と
堕
胎
罪
規
定
に
つ
い
て
」
法
研
四
七
巻
一

O
号
(
一
九
七
四
年
)

八
一
頁
以
下
な
ど
の
文
献
が
あ
る
。

(
げ
)
最
初
の
一
二
週
間
を
越
え
て
一
八
週
間
ま
で
の
妊
婦
に
つ
き
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
法
は
、
妊
婦
の
最
も
重
要
な
生
命
・
健
康
も
し
く

は
妊
婦
の
「
生
命
の
危
険
な
状
況
」
と
い
っ
た
い
く
つ
か
の
基
準

を
参
考
に
し
て
、
二
名
の
医
師
に
よ
っ
て
許
可
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
を
規
定
し
た
。
一
八
週
間
以
後
の
妊
娠
中
絶
は
、
例

外
的
な
場
合
に
、
し
か
も
胎
児
が
生
存
能
力
が
な
い
と
い
っ
た
条

件
に
お
い
て
だ
け
、
許
可
さ
れ
う
る
。
出
〉
回
目
窃
司
〉
F
・・句史、さ

口。
H
m
w
T
f
E
同品川
N

・

第
二
節

「
死
ぬ
権
利
」

す
る
問
題

お
よ
び
安
楽
死
と
そ
れ
に
関
連

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
に
お
い
て
保
護
さ
れ
て
い
る
生
命
の
始

期
に
つ
い
て
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
終
期
に
つ
い
て
の
問
題
は
、
死
ぬ
権

利
・
安
楽
死
と
い
う
文
脈
に
お
い
て
生
じ
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条

約
締
約
国
の
法
律
に
お
け
る
規
制
の
統
一
と
一
般
的
か
つ
統
一
的
な
基
準

北法49(6・167)1325



研究ノート

は
、
こ
こ
で
も
欠
け
て
い
る
。

一
九
九

0
年
代
以
前
の
議
論

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
一
九
九
0
年
代
以
前
は
、
学
界
で
は
次
の
よ
う

に
論
じ
ら
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
「
一
見
し
た
と
こ
ろ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

人
権
条
約
第
二
条
第
二
文
で
一
不
さ
れ
て
い
る
文
言
に
反
し
、
し
か
も
第
二

条
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
る
例
外
の
範
囲
外
に
あ
る
、
安
楽
死
に
つ
い

て
の
立
法
は
、
ど
の
程
度
の
被
害
者
の
同
意
の
存
在
が
条
約
違
反
を
否
定

す
る
か
、
と
い
う
難
し
い
問
題
を
生
じ
て
お
り
、
原
則
上
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

人
権
条
約
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
て
い
る
諸
権
利
の
基
本
的
な
性
格
、
お
よ

び
公
の
利
益
の
要
素
が
そ
れ
ら
の
権
利
の
放
棄
に
つ
い
て
の
可
能
性
を
も

(
l
)
 

排
除
す
る
」
、
と
い
う
安
楽
死
に
つ
い
て
の
消
極
的
な
意
見
が
一
不
さ
れ
た
。

ま
た
、
「
要
請
に
基
づ
く
生
命
維
持
処
置
の
取
り
外
し
ま
た
は
慈
悲
に
よ

る
殺
害
は
、
慈
悲
的
な
外
観
の
も
と
で
、
(
本
人
に
と
っ
て

|
i筆
者
註
)

『
望
ま
し
く
な
い
』
殺
害
に
な
っ
て
し
ま
い
や
す
い
か
ら
、
潜
在
的
な
濫

用
に
つ
い
て
の
恐
怖
を
生
じ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
国
際
人
権
規
約
人

権
委
員
会
の
少
な
か
ら
ぬ
委
員
は
、
安
楽
死
が
国
際
人
権
規
約
に
調
和
し

て
い
な
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
主
張
は
、
そ
の
例
外
に
お
い
て
安
楽
死

に
言
及
す
る
こ
と
な
く
故
意
の
生
命
剥
奪
を
禁
じ
て
い
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人

権
条
約
第
二
条
に
お
い
て
、
支
持
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
生
命
権

は
、
不
治
の
病
気
、
先
天
的
に
奇
形
の
児
童
、
老
衰
の
男
性
お
よ
び
女
性
、

精
神
異
常
者
な
ど
を
含
む
、
例
外
な
し
の
す
べ
て
の
人
間
に
つ
い
て
、
明

ら
か
に
保
障
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
文
脈
に
お
い
て
最
も

(2) 

重
要
な
問
題
は
、
生
命
権
の
放
棄
が
認
め
ら
れ
う
る
か
ど
う
か
で
あ
る
」

と
い
う
留
保
的
な
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。

北法49(6・168)1326

一
九
九
0
年
代
以
降
の
議
論

一
九
九

0
年
代
に
な
っ
て
か
ら
、
こ
れ
ら
の
主
張
に
対
し
て
、
「
人
間

の
良
心
が
何
と
言
お
う
と
、
ま
た
は
い
か
な
る
社
会
の
道
徳
的
、
宗
教
的
、

ま
た
は
法
的
な
規
範
が
命
じ
よ
う
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
も
と
に

お
い
て
は
、
た
だ
生
命
に
対
す
る
権
利
だ
け
が
あ
り
、
生
き
る
義
務
は
な

(
3
)
 

い
」
と
ま
ず
学
界
で
は
強
調
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
い
か
な
る
絶
望

的
な
病
気
ま
た
は
苦
痛
の
場
合
で
さ
え
も
、
い
わ
ゆ
る
「
死
ぬ
権
利
』
は

限
定
づ
け
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
す
な
わ
ち
、
個
人
が
最
終
的
な
望
み

を
表
明
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
し
か
も
明
白
に
表
明
し
て
い
る
場
合
で

(
4
)
 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
死
ぬ
権
利
へ
の
限
定
的
な
賛
成
意
見
が
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
意
見
に
よ
れ
ば
、
ハ
ン
ガ
ー
・
ス
ト
ラ
イ
キ
中
の
在
監

者
の
主
張
を
認
め
る
か
ま
た
は
在
監
者
を
強
制
的
に
摂
食
さ
せ
る
か
に
つ

い
て
、
在
監
者
を
死
な
せ
る
こ
と
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
に

違
反
し
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。



ヨーロッパ人権条約第2条の生命権について (3 完)

ま
た
、
安
楽
死
に
つ
い
て
、
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
も
と
に
お
い

て
、
固
ま
た
は
い
か
な
る
そ
の
他
の
個
人
、
近
親
者
ま
た
は
医
師
も
、
こ
(
5
)
 

の
死
に
つ
い
て
の
望
み
を
実
現
す
る
い
か
な
る
義
務
も
、
あ
り
は
し
な
い
L

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
「
せ
い
、
ぜ
い
、
『
積
極
的
な
死
の
常
助
』
に
対
す
る

合
法
化
、
許
可
ま
た
は
不
訴
追
、
さ
ら
に
一
歩
進
ん
で
、
目
的
に
応
じ
て

生
命
の
故
意
剥
奪
の
禁
止
の
例
外
と
す
る
こ
と
だ
け
が
な
し
う
る
の
で
あ

(
6
)
 

り
、
当
事
者
が
意
識
を
失
っ
て
お
り
、
し
か
も
死
に
対
す
る
い
か
な
る
望

み
を
も
表
明
し
て
い
な
い
際
に
、
安
楽
死
|
|
当
事
者
の
苦
痛
に
対
し

て
慈
悲
ま
た
は
哀
れ
み
に
よ
る
生
命
の
終
結
|
|
の
問
題
が
起
こ
る
か

(7) 

も
し
れ
な
い
」
と
い
う
示
唆
に
富
ん
だ
提
言
が
行
わ
れ
て
い
る
。

な
お
、
安
楽
死
に
つ
い
て
、
積
極
的
な
評
価
を
与
え
て
い
る
議
論
も
見

ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
「
理
論
上
、
ま
だ
生
命
が
維
持
存
続
し
う
る
と
主

張
さ
れ
る
に
違
い
な
い
状
況
に
あ
っ
て
も
、
安
楽
死
は
、
本
質
上
ヨ

l
ロ
ツ

(
8
)
 

パ
人
権
条
約
に
矛
盾
し
て
い
な
い
」
と
い
う
明
快
な
提
言
が
な
さ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
「
事
実
上
、
保
護
さ
れ
る
生
命
の
価
値
は
、
当
事
者
の
そ

の
他
の
権
利
、
と
り
わ
け
第
三
条
で
規
定
さ
れ
た
、
非
人
道
的
な
も
し
く

は
品
伎
を
傷
つ
け
る
取
り
扱
い
か
ら
保
護
さ
れ
る
当
事
者
の
権
利
と
の
間

(
9
)
 

で
比
較
衡
旦
一
呈
さ
れ
う
る
し
、
ま
た
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
安
楽

死
に
つ
い
て
の
法
的
根
拠
も
提
示
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

ま
と
め

以
上
の
そ
れ
ぞ
れ
の
学
界
で
の
主
張
に
お
い
て
当
事
者
の
意
思
が
決
定

的
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
生
命
権
が
譲
渡
で
き
な
い
も
の
と
み
な
さ
れ
て

い
る
か
ど
う
か
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
一
九
九

0
年

代
以
降
の
議
論
を
見
る
と
、
本
人
の
明
白
な
意
思
表
明
の
も
と
に
お
け
る

「
安
楽
死
」
が
認
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
一
定
の
傾
向
が
示
さ
れ
て
い
る

が
、
未
だ
に
共
通
的
見
解
は
見
ら
れ
て
い
な
い
。
当
事
者
の
様
々
な
権
利

関
の
比
較
衡
量
に
つ
い
て
も
、
人
間
と
単
な
る
植
物
的
な
生
命
と
の
問
の

(
日
)

線
引
き
の
確
立
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
、
今
の
と
こ
ろ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人

権
条
約
の
人
権
保
障
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
い
か
な
る
厳
し
い
審

査
基
準
も
存
在
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
人
権
委
員
会
ま
た
は
人
権
裁
判

所
は
、
将
来
、
ケ
イ
ス
・
パ
イ
・
ケ
イ
ス
に
応
じ
そ
の
基
準
を
決
定
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

第
五
章
第
二
節
註

(
l
)
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(
3
)
g同
居
「
。
ヨ
〉
F
M
-
F内
』

S
F
H
H
b
h
問
、
・
、
『
宙
開

d
g
z
E

∞
J

『
司
自
一
玄
明
。
同
叶
居
間
喝
同

0
4開
《
川
口
。

Z
O問U
Z
C
Y
A〉
Z
河
問
。
再
『
回

M
M
円
(
閉
山
・
的
円
・

』
・
玄
白
n
a
o
E
5
2
包

m
a
r
-
3
3・
ま
た
、
人
工
的
に
費
用
を
か
け

て
ま
で
、
人
の
生
命
を
延
長
す
る
い
か
な
る
義
務
も
な
い
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
は
、
た
と
え
ば
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
法

律
に
お
け
る
「
脳
死
」
の
よ
う
な
死
の
基
準
を
定
め
る
法
律
に
対

し

て

、

障

害

に

は

な

ら

な

い

。

戸

U
Eロ伺ロロ回
)
P
Z白
戸
目
。
〉

河
〉
↓
口
。
甲
開
斗
間
四
∞
∞
(
目
。
∞
泡
)
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(
4
)
斗
O
回目
rH号、
2
0
8
凶唱曲己戸

(
5
)
h
h・
包
M
M
M
-

(6)
こ
の
よ
う
な
場
合
に
こ
の
禁
止
を
緩
め
て
い
る
圏
内
法
が
、
条

約
の
も
と
で
審
査
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
明
ら
か
で
は
な
い
。

(
7
)
g
回目

C
号
E
g
m
p
巳

MM-

(
8
)
司
・
〈
〉

2

0
宗
主
。
-E
〈
〉

Z
U
E
g
g
-
2
8君
主

。

可
同
〉
内

d
n開
。
回
り
叶
町
商
関
口
問
。
司
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〉

Z
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U
O
Z〈
問

Z
4
5
z
o
z
z
c
v
p
Y
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刃
向
。
国
司
印

N
N
O
(
N色
町
色
・
・
-
申
唱
。
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(
9
)
迂
・
出
向

M
M
】・

(
叩
)
出
与
吉
町
史
〈

2
1
報
告
書
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
「
安
楽
死
宣

言
」
に
つ
い
て
の
議
論
が
行
わ
れ
た
。
そ
れ
は
、
病
気
と
死
に
つ

い
て
の
権
利
に
関
連
し
た
も
の
で
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
審
議
会
の

議
員
総
会
に
お
い
て
一
九
七
六
年
に
い
ち
早
く
提
出
さ
れ
た
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
審
議
会
の
第
二
七
回
議
員
総
会
議
事
録
、
。
。
n
訴
事
・

(
日
)
以
前
の
報
告
で
言
及
さ
れ
た
の
は
、
よ
り
統
一
的
な
規
則
に
つ

い
て
の
枠
組
み
を
指
摘
す
る
こ
と
に
と
ど
ま
っ
た
。
国
5
5
0
W
¥

〈

g
m
a
報
告
書
は
、
「
生
命
の
延
長
そ
れ
自
体
は
、
医
療
上
の
実
行

の
目
的
の
逸
脱
を
構
成
す
る
は
ず
は
な
く
、
そ
れ
は
、
同
時
に
苦

痛
の
解
放
に
関
わ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
を
指
摘

し
た
。
こ
の
報
告
書
は
、
締
約
国
の
政
府
を
招
い
て
倫
理
規
則
の

起
草
に
つ
い
て
の
委
員
会
を
設
立
す
る
こ
と
を
求
め
る
、
閣
僚
委

員
会
に
対
す
る
勧
告
を
含
ん
で
い
る
。

h
h・同門

M'w
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お
わ
り
に

日
本
の
最
高
裁
判
所
の
判
決
で
は
、
日
本
国
憲
法
に
お
い
て
生
命
権
が

最
も
重
要
な
人
権
で
あ
る
こ
と
が
、
従
来
か
ら
認
め
ら
れ
て
き
た
が
、
最

高
裁
判
所
は
、
生
命
権
に
つ
い
て
の
詳
し
い
憲
法
解
釈
を
示
し
て
い
な
い
。

ま
た
、
今
の
と
こ
ろ
、
憲
法
学
に
お
け
る
学
説
で
は
、
生
命
、
自
由
お
よ

び
幸
福
追
求
権
を
総
括
的
に
把
握
す
る
前
提
の
も
と
に
お
い
て
、
自
己
決

定
権
と
い
う
視
点
か
ら
、
生
命
に
つ
い
て
の
自
由
権
が
集
中
的
に
議
論
さ

れ
て
い
る
の
に
対
し
、
生
命
、
自
由
お
よ
び
幸
福
追
求
権
を
分
別
し
て
、

生
命
権
に
基
づ
い
て
国
に
積
極
的
な
義
務
を
目
課
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
少

数
の
学
説
が
現
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
生
命
権
に
つ
い
て
の
具
体

的
な
提
一
言
は
や
は
り
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。



ヨーロッパ人権条約第2条の生命権について (3.完)

一
方
で
、
国
際
人
権
法
に
お
い
て
生
命
権
に
関
す
る
国
際
文
書
が
次
々

に
発
効
し
、
ま
た
国
際
社
会
の
具
体
的
な
問
題
に
対
応
し
な
が
ら
、
生
命

権
に
つ
い
て
の
前
進
的
な
学
説
も
登
場
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
「
生
命

権
概
念
に
つ
い
て
の
理
論
的
根
拠
は
、
す
べ
て
の
個
人
の
生
命
が
、
す
べ

て
の
あ
り
う
る
脅
威
か
ら
保
護
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
と
言
え
る
か
も
し
れ

な
い
。
こ
の
権
利
は
、
個
々
人
に
、
生
存
手
段
へ
ア
ク
セ
ス
さ
せ
、
完
全

な
平
均
余
命
を
知
ら
せ
、
生
命
に
対
す
る
重
大
な
環
境
的
危
険
を
回
避
さ

せ
、
政
府
当
局
ま
た
は
社
会
の
他
の
人
々
に
よ
っ
て
是
認
さ
れ
な
い
生
命

(
l
)
 

の
剥
奪
に
対
し
て
国
の
保
護
を
享
有
さ
せ
る
こ
と
を
追
求
し
て
い
る
」
と

い
う
示
唆
に
富
ん
だ
重
要
な
提
言
が
行
わ
れ
て
い
る
。

生
命
権
規
定
を
含
む
国
際
文
書
に
お
い
て
は
、
一
九
五
三
年
九
月
三
日

に
発
効
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
が
、
そ
の
第
二
条
に
お
い
て
生
命
権

を
明
確
に
規
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
実
効
的
な

保
障
を
行
、
つ
た
め
に
、
世
界
で
最
も
先
進
的
な
人
権
保
障
シ
ス
テ
ム
を
も

設
け
て
い
る
。
四

O
数
年
に
わ
た
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
人
権

保
障
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
多
数
の
判
断
が
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
を
通
し
て
、

生
命
権
に
つ
い
て
の
実
体
的
な
法
解
釈
が
豊
か
に
示
さ
れ
て
き
た
一
方
、

学
説
も
あ
る
程
度
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
の
生
命
権
に
つ
い
て
の
こ
れ
ま
で
の
考
察
を
ま

と
め
、
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
と
そ
の
他
の
国
際
文
書
と

の
関
連
性
に
つ
い
て
付
言
す
る
。

こ
れ
ま
で
の
考
察
に
つ
い
て
の
ま
と
め

ま
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
の
生
命
権
に
つ
い
て
の
こ
れ
ま

で
の
考
察
は
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

第
一
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
制
定
過
程
に
お
い
て
、
生
命
の
安

全
と
身
体
の
安
全
と
の
密
接
な
関
連
性
は
、
既
に
重
要
視
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
定
義
主
一
義
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
た
生
命
権
に
つ
い
て
の
詳
細
な
規

定
が
か
な
り
の
程
度
で
認
め
ら
れ
た
が
、
生
命
権
に
つ
い
て
の
保
障
を
完

全
に
す
る
た
め
に
一
般
的
な
規
定
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
生

命
権
に
つ
い
て
の
解
釈
・
適
用
は
、
「
文
明
諸
国
の
認
め
る
法
の
一
般
原

則
」
に
依
拠
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
制
定
時
の
経
緯
も
明
ら
か
に

さ
れ
て
き
た
。

第
二
に
、
生
命
権
の
保
護
範
囲
に
つ
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第

二
条
に
お
け
る
生
命
権
の
意
味
は
、
人
権
委
員
会
に
お
け
る
多
数
の
事
件

の
争
点
に
な
っ
て
き
た
が
、
今
ま
で
の
と
こ
ろ
、
人
権
裁
判
所
に
よ
っ
て

判
一
不
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
人
権
保
障

シ
ス
テ
ム
は
、
医
療
と
健
康
的
な
環
境
の
提
供
の
よ
う
な
課
題
と
の
関
連

で
、
義
務
の
範
囲
に
関
す
る
多
数
の
問
題
に
対
し
て
な
お
解
答
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
と
も
あ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
に
お
け
る

北法49(6・171)1329 
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生
命
権
を
保
護
す
る
国
の
積
極
的
な
義
務
の
意
味
を
探
究
し
て
き
た
。
結

局
、
発
展
的
な
解
釈
を
通
し
て
、
条
約
第
二
条
第
一
項
第
二
文
の
規
定

(
「
法
律
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
」
)
に
よ
り
要
請
さ
れ
て
い
る
保
護
の
範

閥
を
拡
大
す
る
こ
と
は
、
可
能
で
あ
る
。

第
三
に
、
「
生
命
を
奪
わ
れ
な
い
」
に
つ
い
て
、
人
権
委
員
会
と
閣
僚

委
員
会
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
の
大
規
模
な
違
反
に
つ
い
て

の
の
弓
ヨ
回
〈
叶
口
円
宮
司
事
件
に
つ
い
て
、
被
告
国
に
法
的
責
任
が
あ
る
と

い
っ
た
事
実
認
定
を
回
避
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約

第
二
条
第
二
項
に
お
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
目
的
の
一
つ
を
達
成
す
る
た

め
に
絶
対
に
必
要
な
も
の
で
な
い
実
力
の
行
使
に
よ
っ
て
死
を
も
た
ら
す

こ
と
は
、
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
第
二
項
に

お
い
て
定
め
ら
れ
た
、
こ
の
よ
う
な
実
力
の
恋
意
的
な
行
使
の
禁
止
は
、

実
力
が
「
絶
対
に
必
要
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
よ
り
厳
格
な

(
2
)
 

基
準
に
基
づ
い
て
、
∞
円
四
君
主
事
件
に
お
い
て
一
不
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
に
よ
っ
て
生
命
の
剥
奪
が
認
め
ら
れ
た
そ

の
他
の
例
外
的
な
場
合
が
い
か
な
る
も
の
か
は
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
関

す
る
い
く
つ
か
の
事
件
に
お
い
て
人
権
委
員
会
に
よ
っ
て
解
釈
さ
れ
て
い

る
。
穴
刊
一
ぞ
事
件
に
お
い
て
人
権
委
員
会
が
「
兵
士
遠
の
行
為
は
、
北
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
に
お
け
る
諸
般
の
事
件
を
背
景
と
し
て
、
評
価
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
、
テ
ロ
リ
ス
ト
の
殺
害
が
す
で
に
日
常

生
活
で
よ
く
起
こ
る
と
い
う
状
況
に
直
面
し
て
い
る
」
と
判
断
し
た
こ
と
、

お
よ
び
人
権
委
員
会
が
受
理
の
許
容
性
に
つ
い
て
の
審
査
段
階
に
お
い
て

「
北
ア
イ
ラ
ン
ド
の
裁
判
所
が
認
め
て
い
な
か
っ
た
、
し
か
も
存
在
す
る

と
考
え
ら
れ
な
い
逮
捕
の
権
限
が
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
お
い
て
存
在
し
て

い
る
と
い
っ
た
推
定
に
基
づ
い
て
、
国
内
向
-q
の
申
立
を
却
下
し
た
」
こ
と

な
ど
は
、
人
権
委
員
会
が
前
述
の
∞
席
者
知
見
事
件
と
い
う
先
例
で
判
断
し

た
、
「
絶
対
に
必
要
」
と
い
う
一
層
厳
格
な
基
準
の
意
味
に
照
ら
し
て
、

批
判
さ
れ
る
余
地
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
な
お
、
人
権
裁
判
所
は
、

玄
広
告
口
事
件
に
お
い
て
、
初
め
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
に
つ

い
て
の
違
反
が
あ
っ
た
と
判
決
し
た
。
人
権
裁
判
所
に
よ
る
こ
の
事
件
に

対
す
る
判
決
は
、
将
来
の
類
似
の
事
件
に
つ
い
て
、
第
二
条
第
二
項
に
関

す
る
リ

1
デ
イ
ン
グ
・
ケ
イ
ス
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

第
四
に
、
死
刑
に
つ
い
て
、
平
時
の
死
刑
廃
止
に
関
す
る
第
六
議
定
書

の
発
効
に
よ
っ
て
、
大
多
数
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
締
約
国
に
と
っ
て
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
に
お
け
る
死
刑
の
保
留
規
定
と
し
て
の
第

一
項
第
二
丈
は
、
そ
の
重
要
性
が
低
下
し
て
い
る
。

第
五
に
、
胎
児
の
生
命
権
に
つ
い
て
、
人
権
委
員
会
は
、
こ
の
論
争
の

種
に
な
る
よ
う
な
問
題
に
つ
い
て
、
あ
る
程
度
の
慎
重
な
前
進
を
行
な
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
有
名
な

m
g
〈
・
者
包
何
事
件
の
判
決

に
そ
っ
て
妊
婦
の
妊
娠
初
期
の
中
絶
の
自
由
を
認
め
る
程
度
ま
で
に
い
く

北法49(6・172)1330



(
3
)
 

か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
人
権
委
員
会
は
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、

広
範
囲
で
健
康
ま
た
は
社
会
的
な
理
由
に
よ
る
妊
娠
中
絶
が
認
め
ら
れ
る

と
判
断
し
た
。

ヨーロッパ人権条約第2条の生命権について (3・完)

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
と
そ
の
他
の
国
際
文
書
と
の
関
連
性

最
後
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
は
、
生
命
権
に
つ
い
て
の
国

の
よ
り
適
切
な
保
護
お
よ
び
保
障
形
態
一
な
ら
び
に
よ
り
高
い
基
準
が
適
用

さ
れ
て
い
る
そ
の
他
の
国
際
文
書
と
、
そ
の
双
方
が
、
影
響
し
あ
っ
て
い

(4) 

る
点
に
つ
い
て
付
言
す
る
。

第
一
に
、
生
命
権
の
積
極
的
な
保
護
義
務
に
関
し
て
、
国
際
人
権
規
約

B
規
約
人
権
委
員
会
は
、
そ
の
一
般
的
意
見
に
お
い
て
、
国
が
国
際
人
権

規
約
B
規
約
第
六
条
(
生
命
権
)
の
も
と
に
お
い
て
生
命
と
健
康
を
保
護

す
る
積
極
的
な
措
置
を
と
り
、
し
か
も
幼
児
の
平
均
余
命
を
高
め
る
こ
と

(5) 

を
義
務
づ
け
ら
れ
る
こ
と
、
お
よ
び
核
兵
器
が
禁
じ
ら
れ
る
べ
き
こ
と
を
、

表
明
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
国
際
人
権
規
約

B
規
約
人
権
委
員
会
の

一
般
的
意
見
は
、
通
常
の
法
的
保
護
を
越
え
て
、
生
命
権
の
促
進
に
つ
い

て
の
本
質
的
な
要
素
を
含
ん
で
お
り
、
そ
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の

人
権
保
障
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
判
断
さ
れ
て
い
る
も
の
よ
り
さ
ら
に
進
ん
で

い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
今
ま
で
の
と
こ
ろ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第

二
条
は
、
国
際
人
権
規
約

B
規
約
を
解
釈
す
る
国
際
人
権
規
約

B
規
約
人

(
6
)
 

権
委
員
会
の
一
般
的
意
見
に
お
い
て
与
え
ら
れ
て
い
る
「
生
命
権
」
の
広

い
意
味
を
、
少
な
く
と
も
そ
の
判
断
に
お
い
て
、
未
だ
に
与
え
ら
れ
て
い

な
い
の
で
あ
る
。

ま
た
、
国
際
人
権
規
約

A
規
約
は
、
食
物
お
よ
び
健
康
な
ら
び
に
教
育

と
い
う
重
要
な
関
心
事
を
取
り
扱
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
、
生
命
の
保

護
お
よ
び
維
持
に
も
密
接
に
関
連
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
い
く

ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
に
つ
い
て
の
よ
り
実
行
し
う
る
解
釈
・

適
用
が
行
わ
れ
て
い
て
も
、
促
進
の
側
面
を
、
無
視
す
べ
き
で
は
な
い
。

人
権
は
、
相
互
に
依
存
し
て
お
り
、
し
か
も
生
命
権
に
つ
い
て
の
保
護
は
、

食
物
お
よ
び
健
康
な
ら
び
に
現
代
に
お
け
る
環
境
、
さ
ら
に
は
発
展
に
対

す
る
権
利
の
よ
う
な
そ
の
他
の
権
利
に
も
依
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
「
生
命
を
奪
わ
れ
な
い
」
の
要
件
に
つ
い
て
、
国
際
人
権
規

約
B
規
約
第
六
条
(
生
命
権
)
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
に
い

う
「
故
意
に
」
で
は
な
く
、
「
恋
意
的
に
」
と
い
う
文
言
を
用
い
て
い
る

点
に
お
い
て
、
細
部
に
重
要
な
違
い
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
国
際
人
権

B

条
約
第
六
条
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
第
二
項
の
よ
う
な
生
命

の
剥
奪
に
つ
い
て
正
当
化
し
う
る
根
拠
を
列
挙
し
て
お
ら
ず
、
「
恋
意
的

に
」
と
い
う
文
言
の
み
を
示
し
て
い
る
に
と
ど
ま
る
。
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
人
権
条
約
第
二
条
第
二
項
は
、
実
力
の
行
使
が
「
絶
対
に
必
要
で
あ
る
」

と
い
う
厳
格
な
基
準
を
定
め
て
い
る
点
に
お
い
て
、
国
際
人
権
規
約
B
規

北法49(6・173)1331
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約
の
規
定
よ
り
生
命
に
対
す
る
強
い
保
護
を
提
供
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

第
三
に
、
生
命
の
制
奪
が
正
当
化
さ
れ
る
場
合
に
つ
い
て
、
確
か
に
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
の
離
脱
を
禁
ず
る
そ
の
第
一
五
条
は
、

「
合
法
的
な
戦
闘
行
為
」
を
含
ん
で
い
な
い
が
、
そ
れ
ら
の
行
為
は
、
ジ
ユ

ネ
l
ヴ
条
約
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
国
際
連
合
は
、
略
式

か
っ
恋
意
的
な
処
刑
、
お
よ
び
失
院
に
対
し
て
そ
の
憲
章
に
基
づ
く
調
査

の
仕
組
を
発
展
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
四
に
、
死
刑
を
取
り
扱
っ
て
い
る
国
際
人
権
規
約

B
規
約
第
六
条
第

二
項
は
、
死
刑
を
科
す
る
こ
と
に
つ
い
て
多
く
の
制
限
を
課
し
て
い
る
。

こ
の
点
に
お
い
て
、
そ
れ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
に
よ
り
極

め
て
明
白
で
あ
る
が
、
死
刑
を
科
す
る
こ
と
お
よ
び
処
刑
の
方
法
に
つ
い

て
の
制
限
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
そ
の
他
の
条
項
か
ら
生
じ
て
い

(7) 

る
。
ま
た
、
国
際
人
権
規
約

B
規
約
第
六
条
第
五
項
は
、
一
八
歳
未
満
の

者
が
行
っ
た
犯
罪
に
つ
い
て
死
刑
を
科
し
て
は
な
ら
ず
、
妊
娠
中
の
女
子

に
つ
い
て
そ
の
執
行
を
禁
じ
る
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
条
項
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
に
お
い
て
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
専
門
家
委
員
会

が
そ
の
報
告
書
で
述
べ
た
よ
う
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
締
約
国
の
慣

行
は
、
国
際
人
権
規
約

B
規
約
第
六
条
第
五
項
の
前
記
の
制
限
と
一
致
し

(8) 

て
い
る
。
な
お
、
死
刑
の
大
赦
、
特
赦
ま
た
は
減
刑
に
つ
い
て
の
国
際
人

権
規
約

B
規
約
第
六
条
第
四
項
の
条
項
に
よ
る
死
刑
囚
の
権
利
に
つ
い
て

の
保
障
は
、
前
記
専
門
家
委
員
会
の
報
告
書
に
よ
る
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人

(
9
)
 

権
条
約
締
約
国
の
慣
行
に
も
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
国
際
人
権
規
約

B
規
約
第
六
条
第
二
項
の
「
死
刑
を
廃
止
し

て
い
な
い
固
に
お
い
て
は
」
と
い
う
文
言
を
、
国
際
人
権
規
約

B
規
約
に

加
入
し
た
後
の
死
刑
の
再
導
入
の
禁
止
条
項
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
は
可

(
山
)

能
で
あ
る
。
ま
た
、
国
際
人
権
規
約

B
規
約
第
六
条
第
六
項
の
「
こ
の
条

の
い
か
な
る
規
定
も
、
:
:
:
死
刑
の
廃
止
を
遅
ら
せ
又
は
妨
げ
る
た
め
に

援
用
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
死
刑
の
廃
止
の
促
進
条
項
は
、
明
ら

か
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
に
お
い
て
は
、
前
述
の

よ
う
な
死
刑
の
再
導
入
の
禁
止
条
項
ま
た
は
死
刑
の
廃
止
の
促
進
条
項
は

見
ら
れ
な
い
が
、
こ
の
差
異
は
、
現
在
、
第
六
議
定
書
を
批
准
し
た
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
権
条
約
締
約
国
で
は
、
少
な
く
と
も
平
時
に
お
い
て
、
な
く
な
っ

(
日
)

て
い
る
。

北法49(6・174)1332

第
五
に
、
ジ
エ
ノ
サ
イ
ド
に
つ
い
て
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
(
集
団
殺

害
犯
罪
の
防
止
及
び
処
罰
に
関
す
る
条
約
)
は
、
個
人
が
当
該
条
約
第
二

条
の
も
と
に
お
い
て
単
に
潜
在
的
な
被
害
者
に
し
か
な
ら
ず
、
し
か
も
違

反
に
対
す
る
訴
追
が
明
白
に
要
請
さ
れ
る
対
象
も
、
集
団
で
あ
る
。
ま
ず
、

こ
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
に
よ
っ
て

完
全
に
適
用
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
人
権
条
約
の
制
定
時
の
経
緯
に
よ
り
明
ら
か
に
な
る
。
次
に
、
国
際
人



ヨーロッパ人権条約第2条の生命権について (3・完)

権
規
約

B
規
約
第
六
条
第
二
項
と
第
三
項
は
、
前
記
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条

約
に
直
接
に
言
及
し
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
二
条
に
は
そ
の

よ
う
な
言
及
が
な
い
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
そ
の
他
の
条
項
は
、

前
記
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
に
よ
る
諸
制
限
と
同
じ
機
能
を
果
た
し
う
る
。

す
な
わ
ち
、
国
際
人
権
規
約

B
規
約
第
六
条
第
二
項
に
お
い
て
言
及
さ
れ

て
い
る
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
に
よ
っ
て
要
請
さ
れ
て
い
る
制
限
|
|

死
刑
を
規
定
す
る
法
律
が
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
に
抵
触
し
て
は
い
け
な
い

|
|
お
よ
び
、
国
際
人
権
規
約

B
規
約
第
六
条
第
三
項
に
お
け
る
ジ
エ

ノ
サ
イ
ド
条
約
の
一
般
的
言
及
に
よ
る
制
限

l
i生
命
の
剥
奪
が
集
団

殺
害
犯
罪
を
構
成
す
る
場
合
に
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
に
よ
る
義
務
を
免

れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
|
|
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
第
三
条

(
非
人
道
的
な
刑
罰
の
禁
止
)
と
第
一
四
条
(
差
別
の
禁
止
)
か
ら
、
導

き
出
さ
れ
う
る
。
さ
ら
に
、
前
記
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
に
よ
る
諸
制
限

は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
締
約
国
が
ジ
エ
ノ
サ
イ
ド
条
約
の
加
盟
国

で
も
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
六

O
条
|
|
こ
の

条
約
の
い
か
な
る
規
定
も
当
該
締
約
国
が
締
約
国
と
な
っ
て
い
る
そ
の
他

の
協
定
に
基
づ
い
て
保
障
さ
れ
る
人
権
お
よ
び
基
本
的
自
由
を
制
限
し
て

は
な
ら
な
い
ー
ー
か
ら
も
導
き
出
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。

第
六
に
、
生
命
権
の
広
い
文
脈
に
つ
い
て
。
生
命
権
の
さ
ら
な
る
、
か

つ
よ
り
よ
い
国
際
的
保
護
の
た
め
に
最
前
線
で
く
り
広
げ
ら
れ
て
き
た
の

(ロ)

は
、
戦
争
を
禁
じ
、
ま
た
は
戦
時
の
人
道
的
原
則
に
つ
い
て
の
合
意
を
得

る
た
め
の
伝
統
的
な
努
力
で
あ
り
、
し
か
も
軍
拡
競
争
に
対
処
し
、
大
量

破
壊
の
武
器
を
統
制
す
る
重
要
な
試
み
で
あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
か
ら

数
十
年
間
を
経
て
、
軍
備
縮
小
お
よ
び
武
器
統
制
は
、
最
近
の
数
年
間
に
、

(
日
)

顕
著
な
進
歩
を
遂
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
人
権

保
障
シ
ス
テ
ム
と
の
比
較
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
は
、
ミ
ク
ロ
・
レ
ベ
ル
と

い
う
よ
り
、
む
し
ろ
マ
ク
ロ
・
レ
ベ
ル
に
お
け
る
措
置
で
あ
る
。
と
は
い

え
、
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
の
努
力
が
、
同
じ
く
必
要
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う

な
生
命
権
に
対
す
る
幅
広
い
か
つ
政
策
志
向
の
理
解
は
、
そ
れ
が
た
だ

「
法
律
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
」
だ
け
で
は
な
く
、
「
そ
の
他
の
適
切
な

(
凶
)

手
段
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
る
」
べ
き
こ
と
を
要
請
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に
註

(
l
)
切
の

m
m
g
n
E
R
S
-
豆
町
内
富
町
内
、
Hbsn出
む
き
き
と
g
h
b
¥
H
E内
3
1
H

『
。
ト
九

F

S
叶

E
m
-
O司『
4

0

E目
芝
ザ
司
開
同
盟
百
円
。
Z
〉
「

Ft宅
吋

(】唱∞凶)

(2)
印

8
5
R
〈

-
C
E
a
z
a
a
o
E事
件
(
〉
苫

-zo--cc主¥∞
N
-
S

閉山口『・向。ョ
g
d
国
河
口
貝
リ

-hwm開司・}晶一
N

(

右∞凶))・

(
3
)
品
目

C
C
-
∞
・
こ
凶

(-23
こ
の
事
件
に
つ
い
て
、
高
橋
一
修
「

p
g

〈
者
注
目
妊
娠
中
絶
と
憲
法
上
の
プ
ラ
イ
ヴ

7
ン
l
の
権
利
(
一
)
」

藤
倉
時
一
朗
H
木
下
毅
H
高
橋
一
修
H
樋
口
範
雄
『
英
米
判
例
百
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選
』
[
第
三
版
]
別
冊
ジ
ユ
リ
一
三
九
号
(
一
九
九
六
年
)
八
二
|

八
三
頁
に
お
い
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。

(
4
)
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
六

O
条
は
、
他
の
協
定
に
基
づ
い
て

保
障
さ
れ
る
こ
と
の
あ
る
人
権
及
び
基
本
的
自
由
を
制
限
し
又
は

侵
す
も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
0

4
0
回
目
F
O
B
〉
z
r
回
出
向
河
H
h
E
H
h
q
h
-
H
町
・
-
『
宙
開
亡
問
。
昌
〉
Z
印

J門的吋開]三

唱

o
m
ベ
Z開旬開。J『岡山内J「
5
z
。
明
国
C
冨
〉
Z
E
O
Z
J
『
印
M
M
M
(
閉山・回円』・

宮
田
n
a
o
s
丘
四
件
即
日
・
邑
田
-
L
3
3
.

(
5
)
一
般
的
意
見
Z
0
・

E
広)・

(
6
)
互
主
ヨ
g
z
。
Z
F
C
-
Z
-
n
2
E
〉
Z
4
室
内
定
戸
E
U

句
。
巳
4
4
n
〉
「
刃
向
。
司
『
∞
-
の
の
旬
河
内
C
玄
玄
開
Z
4
〉
悶
ベ
】
{
)
凶
ム
(
}
J

可(】唱唱凶)

(
7
)
こ
の
点
は
、
ま
た
、
専
門
家
委
員
会
の
報
告
書
に
つ
い
て
は
、

E

同
v
g
g
n
阿
国
間
R
E
=
開
『
円
。
ョ
円
宮
町
n
o
ゐ
江
田
円
四
ロ
8
0
『
円
F
n
d
E
g
n
-
z
a
g
g

n
o
〈
町
口
同
口
四
日
。
=
Z
E
B
臼
口
河
仲
間
z
g
m
g
a
s
n
開
Z
8
司
内
諸
国
内
C
〈
刊
ロ
位
。
=
。
口

出
E
自
由
口
百
加
Z
Z
一U
-
R
m
B
ロ
門
町
田
h
w
開
『
問
問
問
己
目
円
F
m
m
-
加
}
H
Z
C
E
R
8
8
刊
R
H
J

m
m
同
5
3
0
同
岳
町
内
O
B
B
E
0
0
0
同
開
何
方
町
民
間
円
。
吾
刊
の
。
S
E
E
m
m
o
『

5
5
8
a
o
ご
Z
刊
(
日
C
E
ロ
ロ
ロ
え
関
口
円
。
-
v
m
峰
山
町
勺
お
B
Z
こ
3
0
・
z
3
0
)

叶

-
R
N
U

参
照
。

(
8
)
迂
-

(
9
)
に

(
叩
)
〉
・
出
宮
田
雪
印
。
z
-
z
c
E
Z
刃
向
。
雪
印
-
Z
叶
目
当
。
戸
U
3
2
a

a
-
L
3
a
)
で
は
、
国
際
人
権
B
規
約
第
六
条
に
よ
っ
て
は
、
実
際

死
刑
を
廃
止
し
て
い
る
か
ど
、
つ
か
の
間
題
が
未
解
決
で
あ
る
と
さ

れ
て
い
る
。
専
門
家
委
員
会
の
報
告
書
に
お
い
て
も
、
死
刑
の
廃

止
は
意
図
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
主
張
が
あ
る
。
前
掲
報
告

書
(
註
7
)
二
五
頁
。

(
日
)
玄
〉
Z
E
問
U
Z
o
d
宅
〉
穴
@
言
、
5
8
再
刊
A
r
a
-
-
h
#
・

(
ロ
)
深
瀬
忠
一
『
戦
争
放
棄
と
平
和
的
生
存
権
』
(
岩
波
書
底
・
一
九

九
一
年
)
二
七
一
二
七
二
頁
に
お
い
て
、
一
九
七
八
年
二
一
月

一
五
日
、
第
三
一
三
回
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
た
「
平
和
に
生
き
る

社
会
の
準
備
に
関
す
る
宣
言
」
に
お
い
て
、
「
人
間
の
生
命
な
い
し

生
き
る
権
利
が
、
戦
争
お
よ
び
軍
拡
と
く
に
核
軍
拡
に
よ
っ
て
根

本
的
な
否
定
な
い
し
侵
害
に
い
た
る
こ
と
が
明
示
的
・
黙
示
的
に

認
識
さ
れ
た
」
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

(
日
)
大
旦
一
塁
殺
裁
を
防
止
し
、
軍
備
縮
小
を
要
請
す
る
こ
と
な
ど
に
関

す
る
義
務
に
つ
い
て
、
知
名
。
ロ
。
ご
F
O
出
E
S
S
E
開
F
訟
の
。
B
B
5
8

(
国
際
人
権
規
約
人
権
委
員
会
の
報
告
書
)
、
と
ヨ
ミ
。
(
宅
∞
N
)

〉
守

口
白
河
〈
お
よ
び
〉
E
C
K
O
(
忘
∞
凶
)
〉
吉
宗
〈
同
に
お
け
る
Z
o
E

C
3
参
照
。

(
比
)
〉
-
m
岡
山
口
問
E
R
戸
、
否
定
S
S
A刊
早
こ
だ
も
こ
q
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S
E宅
富
札

~
v
y
O
H
E
q
ミ
E
E
h
w
g
m
〉
玄
何
回
〉
同
〉
戸
h
xも
さ

=
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s
-
-
恒
二
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-
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The Japanese Supreme Court in its decisions has acknowledged that the right to life 

is the most important right in the Japanese Constitutional Law. Even so， the Japanese 

Supreme Court has not given a clear interpretation of the Constitutional meaning of the 

right to life. 

Current constitutional theory has approached the issues of life仕omthe standpoint of 

the right to self-deterrnination in the pursuit of life， lib巴rtyand happiness. Only a 

minority of scholars assert the right to life， liberty and pursuit of happniess should be 

analyzed individually， and the State has a positive obligation based on the right to life. 

However there has not been a definite statement made conc巴rningthe right to life 

In contrast， under international human rights law， ther巴 havebeen numerous 

agreements addressing the right to life， it has become a topic of debated in the 

mt巴mationalarena， and the subject of a vibrant sholarly debate. For example， there is a 

highly influential declaration which states:“The rationale of the right to life concept 

may thus be said to be the protection of the life of every individual human being仕om

all possible threats. The right seeks to enable each individual to: have access to the 

means of survival; realize full life expectancy; avoid serious environmental risks to life; 

and to 叫oyprot削 ionby the State against unw町 anteddeprivations of life whether by 

State authorities or by other persons within society." 

Among international agreements， the European Convention on Human Rights 

(hereafter，“ECHR") which went into effect on September 3， 1953 clearly provides for 

the right to life in Article 2. In addition， the Convention establish巴dthe mosl advanced 

judicial systems to guarantee human rights in the world. Over a period of forty years， 

there have been numerous decisions made this judicial system. By virture of these 

decisions a rich body of case law and legal theory has been developed and will be 

analyzed in this paper. 

First， in the drafting the ECHR， the clos巴relationshipbetween the security of life 

and the security of the person was emphasized. Although the detailed provisions about 

th巴rightto life were proposed and adopted to some ext巴nt，general provisions were 

also included in order to provide a complete guarantee of the right to life. Moreover， 

from the drafting history of the right to life， it is obvious that the interpretation and 

application of the right to life must be made on the grounds of“general principles of 

law recognised by civilised nations" 

Second， The protective range of the right to life in the ECHR， or the meaning of Art 

2， has been an issue in many cases before the European Commission of Human Rights， 

but it has not yet been considered by the European Court of Human Right. Although 

the ECHR has yet to consider a range of issues concerning medical treatment and the 

provision of a healthy environment， the meaning of the right to life as a positive 

obligation of the State has been considered. Finally， through a progression in 

interpretation， expanding the protective range on the basis of Art. 2 para. 1 Sec. l' s 

“shall be protected by law" is possible. 
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Thirdly， regarding the “No one shall be deprived of life" clause， the European 

Commission of Human Rights and Committee of Ministers addressed head on th巴

duties of the defendant stat巴inits Cyprus v. Turkey decision. It is prohibited death 

resulting from the us巴offorce which is not absolutely necessary in order to achieve 

those purposes which are provided in Art. 2 paragraph 2 of ECHR. The prohibition of 

the arbitrary use of force Art. 2 paragraph 2 of ECHR was also considered in Stewart v. 

United Kingdom， and resulted in a strict standard that the use of force must be 

absolutely necessary‘ Exceptions in which deprivation of life is permitted under Art. 2 

paragraph 2 of ECHR has been interpreted by the European Commission of Human 

Rights in a series of cases concerning Northern Ireland. The European Commission of 

Human Rights in Kelly v. United Kingdom have been criticiz巴din comparison with the 

stricter “absolutely necessary" standard which was considered in Stewart v. United 

Kingdom.“The behaviour of the soldiers must be evaluated in th巴backgroundof the 

events occuπed in the Northern Ireland and North巴rnlreland is facing the situation that 

the killings made by terrorist is a common thing in daily life." In an examination of 

applicant' s standing，“Kelly's appJication was dismissed on the basis that the power to 

arrest which the court of North Ireland does not admit and does not exist in Northern 

Ireland would had been existing in Northern lreland." Moreover， the European Court of 

Human Rights decided its first case concerning Art. 2 of the ECHR in McCann， Farrell 

& Savage v. United Kingdom. This case decided by the European Court of Human 

Rights is expected to be influential in cases concerning Art. 2 paragraph 2 on the 

ECHR in the future. 

Fourth， becaus巴ofcoming into force of the Sixth Protocol of ECHR concerning the 

aboIition of the death penalty in peacetime for the majority of the States of the ECHR， 

the importance of the Art. 2 paragraph l' s reservational provision concerning the death 

penalty is decreasing. 

Fifth， as to unborn child's the right to life， the European Commission of Human 

Rights took a cautious step forward concerning this issue. It is not clear however 

wh巴therit recognizes to the same巴xtentas the famous decision of Roe v. Wade a 

pregnant women's freedom to abort an early pregnancy. The European Commission of 

Human Rights curr巴ntlypermits th巴abortionon the basis of health or social reasons to 

the large ext巴nt
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